
2-671-547-01 (2)

DVD プレーヤー /
ビデオカセット
レコーダー

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身
事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いか
たを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使
いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
SLV-D393P
© 2006 Sony Corporation



2

安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されて
います。しかし、電気製品はすべて、間違っ
た使いかたをすると、火災や感電などにより
人身事故になることがあり危険です。事故を
防ぐために次のことを必ずお守りください。

m

2～5 ページの注意事項をよくお読みくださ
い。製品全般の注意事項が記載されていま
す。9 ページの「使用上のご注意」もあわせ
てお読みください。

設置時や1年に1度は、電源コードに傷みがな
いか、コンセントと電源プラグの間にほこり
がたまっていないか、プラグがしっかり差し
込まれているか、などを点検してください。

動作がおかしくなったり、キャビネットや電
源コードなどが破損しているのに気づいた
ら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービ
ス窓口に修理をご依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

,

1 電源を切る
2 電源プラグをコン
セントから抜く

3 お買い上げ店また
はソニーサービス
窓口に修理を依頼
する

変な音・においが
したら、
煙が出たら
安全のために
警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次の
ような表示をしています。表示の
内容をよく理解してから本文をお
読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・破裂などにより
死亡や大けがなど人身事故が生じ
ます。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなど人身事故の原因となり
ます。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を与
えたりすることがあります。
注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号



下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因とな
ります。
電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因とな
ります。
• 製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしない。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加
熱しない。

• 移動させるときは、電源
プラグを抜く。

• 電源コードを抜くときは、
必ずプラグを持って抜く。

, 万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店ま
たはソニーサービス窓口に交換をご依頼くださ
い。

湿気やほこりの多い場所や、油煙
や湯気のあたる場所には置かない
上記のような場所に置く
と、火災や感電の原因とな
ることがあります。特に風
呂場や加湿器のそばなどで
は絶対に使用しないでくだ
さい。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や
感電の原因となります。
, 万一、水や異物が
入ったときは、すぐ
に本体の電源スイッ
チを切り、電源プラ
グをコンセントから
抜き、お買い上げ店
またはソニーサービス窓口にご相談ください。

キャビネットを開けたり、分解や
改造をしない
火災や感電、けがの原因
となることがあります。
, 内部の点検や修理は
お買い上げ店または
ソニーサービス窓口
にご依頼ください。

雷が鳴りだしたら、本体や電源プ
ラグに触れない
感電の原因となります。

本機は国内専用です
交流100Vの電源で
お使いください。
海外などで、異な
る電源電圧で使用
すると、火災・感
電の原因となりま
す。
また、コンセントの定格を越えて使用しないでく
ださい。
3安全のために
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下
の

安全のために
記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺
家財に損害を与えたりすることがあります。
ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることが
あります。

風通しの悪い所に置いたり、通風
孔をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長い
じゅうたんや布団の上また
は壁や家具に密接して置い
て、通風孔をふさぐなど、
自然放熱の妨げになるようなことはしないでくだ
さい。過熱して火災や感電の原因となることがあ
ります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音
量で長時間つづけて聞くと、
聴力に悪い影響を与えること
があります。特にヘッドホン
で聞くときにご注意ください。
, 呼びかけられたら気がつくくらいの音量で聞き
ましょう。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いた
ところなどに置くと、製品
が落ちてけがの原因となる
ことがあります。また、置
き場所、取り付け場所の強度も充分に確認してく
ださい。

トレイの前に物を置かない
ディスクトレイが開く際に、
物が倒れて破損やけがの原因
となることがあります。本体
の前に物を置かないでくださ
い。

幼児の手の届かない場所に置く
ディスクの挿入口などに
手をはさまれ、けがの原
因となることがありま
す。お子さまがさわらぬ
ようにご注意ください。

コード類は正しく配置する
電源コードやAV
ケーブルは足にひっ
かけると機器の落下
や転倒などにより、
けがの原因となるこ
とがあります。充分に注意して接続、配置してく
ださい。

移動させるとき、長期間使わない
ときは、電源プラグを抜く
長期間使用しな
いときは安全の
ため電源プラグ
をコンセントか
ら抜いてくださ
い。絶縁劣化、
漏電などにより火災の原因となることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込
んだままお手入れを
すると、感電の原因
となることがありま
す。

ひび割れ、変形したディスクや補
修したディスクを再生しない
本体内部でディスクが破損
し、けがの原因となること
があります。

本体端子キャップや結束帯は乳幼
児の手の届かない所に置く
乳幼児が本体端子キャップ
や結束帯を誤飲しないよう
にご注意ください。



電池についての安全上の
ご注意
液漏れ・破裂・発熱による大けが
や失明を避けるため、下記の注意
事項を必ずお守りください。
電池の液が漏れたときは

素手で液をさわらない
電池の液が目に入っ
たり、身体や衣服に
つくと、失明やけ
が、皮膚の炎症の原
因となることがあり
ます。液の化学変化により、時間がたってから症
状が現れることがあります。

必ず次の処理をする
, 液が目に入ったとき
は、目をこすらず、
すぐに水道水などの
きれいな水で充分洗
い、ただちに医師の
治療を受けてください。

, 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれい
な水で充分洗い流してください。皮膚の炎症や
けがの症状があるときは、医師に相談してくだ
さい。

電池は乳幼児の手の届かない所に
置く
電池は飲み込むと、窒息や
胃などへの障害の原因とな
ることがあります。
, 万一、飲み込んだとき
は、ただちに医師に相
談してください。

電池を火の中に入れない、加熱・
分解・改造・充電しない、水で
ぬらさない
破裂したり、液が漏
れたりして、けがや
やけどの原因となる
ことがあります。

指定以外の電池を使わない、新し
い電池と使用した電池または種類
の違う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いに
より、破裂したり、
液が漏れたりして、
けがややけどの原因
となることがあります。
, マンガン電池をお使いください。電池の品番を
確かめ、お使いください。

＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れる
と、ショートして電
池が発熱や破裂をし
たり、液が漏れたり
して、けがややけど
の原因となることがあります。
, 機器の表示に合わせて、正しく入れてくだ
さい。

使い切ったときや、長時間使用し
ないときは、電池を取り出す
電池を入れたままに
しておくと、過放電
により液が漏れ、け
がややけどの原因と
なることがあります。

リモコンのフタを開けて使用しない
リモコンのフタを開
けたまま使用すると、
漏液、発熱、発火、
破裂などの原因とな
ることがあります。
, マンガン電池を使用し、フタを閉めて使用して
ください。
5安全のために
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使用上のご注意

設置場所について
本機の上に花瓶など水の入った容器を置い
たり、水のかかる場所で使用したりしない
でください。水がかかると故障の原因にな
ります。
次のような場所には置かないでください。
• 異常に高温な場所
• 熱器具の近く
• 振動の多い所
• 直射日光が当たる所、湿度が高い所
• 極端に寒い所
• チューナーやテレビ、ビデオデッキから
近い所。（チューナーやテレビ、ビデオ
デッキと一緒に使用時、近くに置くと、
雑音が入ったり、映像が乱れたりするこ
とがあります。特に室内アンテナのとき
に起こりやすいため、屋外アンテナの使
用をお勧めします。）

本機の設置のしかた
本機の底面を下にして、安定した平らな場
所に設置してください。
底面以外の面を下にしないでください。ま
た、本機の上に直接テレビをのせて設置し
ないでください。

設置場所を変えるときは
ディスクを取り出してください。
ディスクを入れたまま動かすと、ディスク
を傷めることがあります。

音量を調整するときは
再生を始める前には音量を必ず小さくしてお
きましょう。始めから音量を上げていると思
わぬ大きな音が出てスピーカーを破損するお
それがあります。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみにな
るときは、隣近所に迷惑がかか
らないような音量でお聞きくだ
さい。特に、夜は小さめな音で
も周囲にはよく通るものです。
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になる
などお互いに心を配り、快い生活環境を守
りましょう。このマークは音のエチケット
のシンボルマークです。

結露（露つき）について
部屋の暖房を入れた直後など、本機内部の
ドラムやレンズに水滴がつくことがありま
す。これを結露（露つき）といいます。こ
のときは、正常に動作しないばかりでなく、
テープやディスク、本機の部品を傷めるこ
とがあります。本機を使わないときは、
テープやディスクを取り出しておいてくだ
さい。
結露が生じたときは、テープやディスクを
取り出し、結露がなくなるまで（約2時間）
放置し、乾燥させてからお使いください。
もし何時間たっても正常に動作しないとき
は、ソニーサービス窓口にご相談ください。

結露が起きやすいのは下記のよう
な場合です
• 本機を設置した直後
• 暖房した直後
• エアコンの冷風が直接本機にあたってい
るとき

• 寒いところから暖かいところに移動した
とき

• 湯気が立ちこめるなど、湿気の多いとき
• 梅雨の時期

本機は、コンセントの近くで使用してくだ
さい。本機をご使用中、変な音やにおい、
煙が出たときはすぐにコンセントから電源
プラグを抜き、電源を遮断してください。

次のページにつ
9使用上のご注意
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結露が起きそうなときは
本機が部屋の温度になじむまで、電源を入
れたまま約2時間放置してください。

本体のお手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗
剤を少し含ませた柔らかい布で拭いてくだ
さい。シンナーやベンジン、アルコールな
どは表面を傷めますので使わないでくだ
さい。また、キャビネットを傷めないため
に、ゴムやビニール製品などを長時間接触
させないでください。

クリーニングディスク、ディスク
クリーナーについて
レンズ用のクリーニングディスクやディス
ククリーナー（湿式またはスプレー式含む）
は、本機では使わないでください。故障す
るおそれがあります。

ヘッドのお手入れ
－きれいな画像にするために
次のような症状が出たら、ヘッドが汚れてい
ます。すぐに別売りの乾式クリーニングカ
セット（T-25CLD、T-25CLDRなど）で、
ヘッドを連続1分間クリーニングしてくださ
い。クリーニングカセットは、お買い上げ店
やお近くのソニーショップでお求めくださ
い。

• 画像がザラついたり、不鮮明になる。

ヘッドを良い状態で維持するには
• レンタルテープをお使いになったときは、
ヘッドを10秒間クリーニングしてくださ
い。

• 約20時間使ったら、ヘッドを10秒間ク
リーニングしてください。

ちょっと一言
• 画像が出るクリーニングカセットをお使
いになると、10数秒で終了のメッセージ
が出ることがあります。連続1分間クリー
ニングするには、停止せずに、そのまま
クリーニングを続けてください。

ご注意
• クリーニングしても正常な画像に戻らな
いときは、繰り返しヘッドをクリーニン
グします。ただし、3回以上繰り返さな
いでください。それでも正常にならない
ときは、テープの録画状態がよくない
か、ヘッドの摩耗が考えられます。別の
テープを再生しても、正常な画像が出な
いときは、ヘッドの交換が必要なため、
お買い上げ店またはお近くのソニーサー
ビス窓口にご相談ください。

• ソニー製湿式クリーニングカセット
（T-25CLW）以外の湿式のクリーニング
カセットは使わないでください。故障の
原因になることがあります。

• ソニー製湿式クリーニングカセット
（T-25CLW）は、定期的なクリーニング
でのご使用をおすすめします。お使いに
なるときは、クリーニングカセットの取
扱説明書をご覧ください。

ビデオテ－プについて
• 落としたり、強い振動、ショックを与え
ないでください。

• ムラなく巻き取り、ケ－スに入れて立て
て保管してください。

• ご使用後のテ－プは、所定のケ－スに入
れ、高温多湿、磁気、直射日光、熱器具
の近く、チリ、ホコリの多い場所および
カビの発生しやすい場所をさけて保管し
てください。

• 磁気を持ったものを近づけないでください。
大切な記録が損なわれることがあります。

• 冷えた場所から暖かい場所に移すと、テ
－プに水滴がつくことがあります。カビ
が生えたり、ビデオヘッドを傷める原因
になりますので、乾燥するまで使用しな
いでください。

汚れはじめ
たとき

汚れがひど
いとき
使用上のご注意



著作権について
• あなたが本機で録画したものは、個人と
して楽しむなどのほかは、著作権法上、
権利者に無断では使用できません。

• 本製品は、著作権保護技術を採用してお
り、マクロビジョン社およびその他の著
作権利者が保有する米国特許およびその
他の知的財産権によって保護されていま
す。この著作権保護技術の使用は、マク
ロビジョン社の許可が必要で、また、マ
クロビジョン社の特別な許可がない限り
家庭用およびその他の一部の観賞用の使
用に制限されています。分解したり、改
造することも禁じられています。

残像現象（画像の焼きつき）のご
注意
本機のメニュー画面やDVDのメニューなど
の静止画をテレビ画面に表示したまま長時
間放置しないでください。画面に残像現象
（画像の焼きつき）を起こす場合がありま
す。特に、プラズマディスプレイテレビや
液晶テレビなどは、残像現象が起こりやす
いため、ご注意ください。

アナログ放送から
デジタル放送への
移行について

デジタル放送への移行スケジュール
地上デジタル放送は、関東、中京、近
畿の三大広域圏の一部で２００３年
１２月から開始され、その他の地域で
も、２００６年末までに放送が開始さ
れる予定です。該当地域における受信
可能エリアは、当初限定されています
が、順次拡大される予定です。地上ア
ナログ放送は２０１１年７月に、BSア
ナログ放送は２０１１年までに終了す
ることが、国の方針として決定されて
います。

アナログ放送受信チューナー内蔵
の録画機器でデジタル放送を録画
するには
別売りのデジタルチューナーまたはデジ
タルチューナー内蔵テレビと、本機を接
続することにより、デジタル放送を録画
いただけます。番組によっては、著作権
保護の目的により、録画や一度録画した
番組のダビングができない場合があり
ます。
デジタルハイビジョン画質の録画はでき
ません。

2000年 2003年 2006年 2011年

地上アナログ放送

BSアナログ放送

12月

12月

終了

BSデジタル放送

地上デジタル放送

7月終了
11アナログ放送から デジタル放送への移行について
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この取扱説明書の
使いかた
• この取扱説明書では、リモコンのボタン
を使った操作説明を主体にしています。
リモコンと同じマークや同じなまえの本
体ボタンも同じように使えます。

• DVDビデオ、DVD-RW/DVD-R、
DVD+RW/DVD+Rを総称してDVDと表
現することもあります。

• この取扱説明書では、次の記号を使って
います。

* MPEG 1 Audio Layer 3：MPEGによって規
定された音声のデジタル圧縮規格のひとつ。

再生できるディス
クについて

“DVD+RW”、“DVD-RW”、“DVD+R”、
“DVD+R DL”、“DVD-R”、“DVD VIDEO”、
“CD”のロゴは商標です。

再生できるCD、DVDについて
本機では次のディスクを再生できます。
• 以下のフォーマットで記録された

CD-ROM/CD-R/CD-RW
–音楽用フォーマット
–ビデオCDフォーマット
– ISO9660*レベル1/レベル2/Joliet準拠
のMP3またはJPEGファイル

–コダックピクチャー CDフォ－マット

記号 意味
DVDビデオ、DVD-RW/
DVD-R（ビデオモード）、
DVD+RW/DVD+Rで使え
る機能
DVD-RW/DVD-R（VRモー
ド）で使える機能
ビデオCD、スーパー VCD、
ビデオCDフォーマットまた
はスーパー VCDフォーマッ
トのCD-R/CD-RWで使える
機能
音楽用CD、音楽用CD
フォーマットのCD-R/CD-
RWで使える機能
CD-ROM/CD-R/CD-RWの
MP3*音声またはJPEG画像
で使える機能

DVD-ROM/DVD+RW/
DVD+R/DVD-RW/DVD-R
のMP3*音声またはJPEG
画像で使える機能
VHS方式で使える機能

ディスクの種類
DVDビデオ

DVD-RW/-R

DVD+RW/+R

ビデオ CD/
音楽用 CD

CD-R/CD-RW
（音楽データ）

CD-R/CD-RW
（MP3ファイル、
JPEGファイル）
この取扱説明書の使いかた



づく
• 以下のフォーマットで記録されたDVD-
ROM/DVD+RW/DVD+R/DVD-RW/
DVD-R
– UDF（Universal Disk Format）準拠
のMP3またはJPEGファイル

• 8cmのDVD-RW/DVD-R/DVD+RW
* 国際標準化機構（ISO）が制定したCD-ROM
の論理フォーマット。

地域番号（リージョンコード）に
ついて
著作権保護を目的に設けられた制度です。
DVDビデオのパッケージには販売地域に
よって、地域番号が表示されています。
地域番号に「ALL」または「2」が含まれて
いるときは、本機で再生可能です。

再生できないディスクについて
本機では次のディスクなどを再生すること
はできません。
•「再生できるCD、DVDについて」に記載
されているフォーマット以外で記録され
たCD-ROM/CD-R/CD-RW

• フォトCDフォーマットで記録したCD-
ROM

• CD-EXTRAのデータ部分
• DVDオーディオ
• スーパーオーディオCDのHD（ハイデン
シティ）レイヤー

• DVD-RAM

次のようなディスクも再生できません。
• 本機では再生できない地域番号（リー
ジョンコード）のDVDビデオ

• NTSC以外のカラーテレビ方式（PAL、
SECAM）対応のディスク（本機がNTSC
カラーテレビ方式対応のため）

• 円形以外の特殊な形状（カード型、ハー
ト型など）をしたディスク

• 紙やシールの貼られたディスク
• セロハンテープやレンタルディスクのラ
ベルなどの糊がはみ出したり、はがした
痕のあるディスク

CD-R/CD-RW、DVD-RW/
DVD-R、DVD+RW/DVD+R再
生時のご注意
CD-R/CD-RW、DVD-RW/DVD-R、
DVD+RW/DVD+Rドライブで記録された
ディスクには、傷や汚れ、また記録状態が
原因で再生できないものがあります。全て
の記録終了時に終了情報を記録するファイ
ナライズ作業をしていないディスクは再生
できません。詳しくは、レコーダーの取扱
説明書をご覧下さい。また、正しくファイ
ナライズ処理されたDVD+RW/DVD+Rで
も、機能しない再生機能がある場合があり
ます。その場合は通常の再生を行ってくだ
さい。
また、パケットライト方式で作成された
データCD/データDVDには、再生できない
ものがあります。

CD再生時のご注意
本製品は、コンパクトディスク（CD）規格
に準拠した音楽ディスクの再生を前提とし
て、設計されています。最近、いくつかの
レコード会社より著作権保護を目的とした
技術が搭載された音楽ディスクが販売され
ていますが、これらの中にはCD規格に準拠
していないものもあり、本製品で再生でき
ない場合があります。

DVD、ビデオCD再生操作について
DVD、ビデオCDはソフト制作者の意図に
より再生状態が決められていることがあり
ます。本機ではソフト制作者が意図した
ディスク内容にしたがって再生を行うため、
操作したとおりに機能が働かない場合があ
ります。再生するディスクに付属の説明書
も必ずご覧ください。

次のページにつ
13再生できるディスクについて
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DualDiscについてのご注意
DualDiscとはDVD規格に準拠した面と、
音楽専用面とを組み合わせた新しい両面
ディスクです。なお、この音楽専用面はコ
ンパクトディスク（CD）規格には準拠して
いないため、本製品での再生は保証いたし
ません。

ディスクの取り扱
い上のご注意
• 再生面に手を触れないように持ちます。

• 直射日光が当たるところなど温度の高い
所、湿度の高い所には置かないでくだ
さい。

• ケースに入れて保存してください。
• 指紋やほこりによるディスクの汚れは、
映像の乱れや音質低下の原因になります。
いつもきれいにしておきましょう。

• 柔らかい布でディスクの中心から外の方
向へ軽く拭きます。汚れがひどいときは、
水で少し湿らせた柔らかい布で拭いた後、
さらに乾いた布で水気を拭き取ってくだ
さい。

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気
防止剤などは、ディスクを傷めることが
ありますので、使わないでください。

• ラベル印刷したディスクは印刷面が乾い
てからお使いください。
ディスクの取り扱い上のご注意



使えるテープと
再生・録画方式
について
本機はVHS方式です。VHSテープも、
S-VHSテープも使えますが、S-VHS方式で
録画することはできません。

再生について
録画済みテープの記録方式（S-VHS/VHS）
と録画モード（標準/3倍）を自動判別して
再生します。S-VHS方式で録画したテープ
も再生できますが、S-VHS本来の解像度は
得られません（簡易再生）。

ご注意
• 日本と違うカラーテレビ方式の外国製ビ
デオソフトは再生できません。

• S-VHS方式で録画したテープをスローな
ど特殊再生すると画像が乱れることがあ
ります。

• 本機の3倍モードで録画したテープは、標
準モード専用のVHSビデオデッキでは再
生できません。

• 3倍モード付きのVHSビデオデッキでも、
他機では再生時にノイズが出ることがあ
ります。

• 3倍モードで録画されたS-VHSテープの
再生は保証できません。

録画について
VHSテープもS-VHSテープもVHS方式で録
画されます。

大切な録画の場合は
必ず事前にためし録りをし、正常に録画・
録音されていることを確認してください。

録画内容の補償はできません
万一、本機やテープの不都合または停電や
結露などの外部要因などによって録画でき
なかった場合、録画の補償やそれに付随す
る損害については当社は一切の責任を負え
ませんのでご了承ください。

録画防止機能について
別売りのチューナーで番組をご視聴の場合、
番組に録画防止機能（コピーガード）がつ
いている場合があります。この場合、番組
によっては録画できないものがありますの
で、ご注意ください。

ちょっと一言
• 録画内容を消したくないときは、ツメを
折って取ります。再び録画するときは、
セロハンテープなどでふさいでください。

ドライバーなど

ツメ
15使えるテープと 再生・録画方式 について
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接続と準備
手順1: 付属品を確かめる

箱を開けたら、付属品がそろっていることを確認してください。

ご注意
• 付属のリモコンは、本機の専用リモコンです。

リモコン（1個）と単3形（R6）乾電池（2個）

F型コネクター付き同軸ケーブル（1本）

映像・音声コード（1本）

取扱説明書（1部）
ソニーご相談窓口のご案内（1部）
保証書（1部）
付属品を確かめる
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手順2: アンテナをつなぐ

本機とテレビの両方にアンテナからの電波を送るために、壁のアンテナ線を先に本
機につないだあと、必ず本機とテレビを同軸ケーブル（付属）で接続してください。
テレビやお手持ちのビデオデッキにアンテナ線がつながっている場合は、はずして
本機につなぎ直します。
該当する接続がないときは、裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせくださ
い。

ご注意
• 本機の上にテレビや重いものを直接置かないでください。画面にノイズが出た
り、正常に再生できない場合があります。また、キャビネットが変形するなど故
障の原因となります。

• 画像の乱れを防ぐために、 アンテナ線はなるべく短くし、本機から離してくださ
い。特にフィーダー線は同軸ケーブルにくらべて雑音電波などの影響を受けやす
いため、できる限り本機から離してください。

ちょっと一言
• 本機はBSチューナーを内蔵していません。テレビがBSチューナーを内蔵してい
るときは、BSアンテナとテレビを直接つないでください。

• 次のときは、本機とアンテナの間に別売りのアンテナブースターをつないでくだ
さい。
–電波が弱く画面にチラつき、斜めじまが入るとき
– 2台以上のビデオデッキにアンテナをつなぐとき

電源コードは必ず、すべての接続が終わってからつないでください。

次のページにつ
17アンテナをつなぐ
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マンションなどの共同受信システムなどで、壁のアンテナ端子がVHF/UHF/BS混
合のときはC（20ページ）をご覧ください。

* 壁のアンテナ線がプラグ付き同軸ケーブルではないときは、別売りの部品や加工
が必要です。裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせください。

**付属の同軸ケーブルでテレビのVHF/UHF入力端子へつなげないときは、別売り
の部品や加工が必要です。裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせくださ
い。

ご注意
• マンションなどの共同受信システムなどで壁のアンテナ線がCATV放送を受信し
ているときは、「かんたん設定をする」（33ページ）の手順4で「CATV」を選ん
でください。CATVのVHF/UHF放送を本機で受信します。

 VHF/UHF混合、またはVHF、UHFのとき

IN（FROM ANT.）端子へ

OUT（TO TV）端子へ

本機後面

同軸ケーブル（付属）

VHF/UHF入力端子へ＊＊

テレビ

プラグ付き同軸ケーブル
（室内のアンテナ線）＊

地上波
アンテナ
アンテナをつなぐ
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CATVの番組を録画するには、「手順4:別売りのチューナーなどをつなぐ」（23
ページ）の接続も行ってください。

* 付属の同軸ケーブルでテレビのVHF/UHF入力端子へつなげないときは、別売り
の部品や加工が必要です。裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせくださ
い。

ご注意
•「かんたん設定をする」（33ページ）の手順3で「CATV」を選んでください。

CATVのVHF/UHF放送を本機で受信します。
• ケーブルテレビの方式によって接続や準備のしかたが異なる場合があります。

CATVチューナーの取扱説明書もあわせてご覧ください。

 CATVチューナーとつなぐとき

本機後面

IN（FROM ANT.）
端子へ同軸ケーブル

（別売り）

ケーブルテレビ
局からの放送

ケーブル入力端子へ

テレビ後面
のアンテナ
端子へ＊

ケーブル出力
（VTRへ）

テレビ

同軸ケーブル
（付属）

次のページにつ
19アンテナをつなぐ
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BS 放送と地上波放送を分波して接続してください。

* サテライト（BS）/UV混合分波器の代わりにテレビアンテナ用のコネクターや
分波器、分配器を使わないでください。きれいに受信できません。

**付属の同軸ケーブルでテレビのアンテナ端子へつなげないときは、別売りの部品
や加工が必要です。裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせください。

BS チューナー内蔵テレビのBS-IF 入力端子には専用のケーブルをつな
いでください。
サテライト（BS）用同軸ケーブル以外のケーブルをBS-IF 入力端子に絶対につな
がないでください。BS-IF 入力端子からはBS コンバーター用の電源が供給されて
いるため、専用のケーブルをつながないとショートして火災などの事故の原因とな
ることがあります。
推奨ケーブル
室内用：EAC-DS15SS/DS30SS/DS50SSなど

 VHF/UHF/BS混合のとき
（マンションなどの共同受信システムなど）

BSチューナー
内蔵テレビ

BS-IF入力端子へ
（テレビがBS
チューナー内蔵の
とき）

サテライト（BS）用
同軸ケーブル
（室内用：別売り）

サテライト（BS）/
UV混合分波器
（別売りEAC-DSSM2
など）＊

BS側

VHF/UHF側
同軸ケーブル
（別売り）

IN（FROM 
ANT.）端子へ

本機後面

OUT（TO TV）
端子へ

同軸ケーブル
（付属） 

テレビ後面
のアンテナ
端子へ＊＊

サテライト（BS）用同軸ケーブル
（室内用：別売り）

BS+地上波
（VHF/UHF）
アンテナ
アンテナをつなぐ
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手順3: テレビやモニターをつなぐ

テレビに映像・音声入力端子があるときは、必ず映像・音声コード（付属）を接続
してください。（21ページ）
テレビに映像・音声入力端子がないときは、本機の信号を入力するテレビのチャン
ネルを設定します。（「アンテナ切り換えを合わせる（テレビに映像・音声入力端子
がないとき）」（22ページ））

本機の出力（LINE OUT）端子とテレビの入力端子を付属の映像・音声コードでつ
なぎます。アンテナ線だけの接続より、きれいな画像とステレオ音声が楽しめます。

ちょっと一言
• テレビの音声入力端子が1個しかない場合は、別売りの映像・音声コードVMC-

910MSなどでつないでください。
• ここではテレビのスピーカーで音声を聞く接続を説明しています。アンプにつな
ぐ場合は、LINE OUT AUDIO L（白）/R（赤）端子から別売りのステレオ音声
コードなどでアンプの音声入力端子につないでください。

映像・音声コードをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子がある
とき）

アンテナ線
（同軸ケーブル）

壁のアンテナ端子へ

映像・音声コード（付属）

テレビ

l：映像・音声信号の流れ

LINE OUT VIDEO/
AUDIO L/R端子へ

次のページにつ
21テレビやモニターをつなぐ
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• テレビにS映像入力端子や、コンポーネント映像、D映像入力端子があるときは、
DVDの映像をより高画質で楽しむことができます。「S映像/コンポーネント映像
/D映像端子のある機器とつなぐ」（64ページ）をご覧ください。

• 本機はテレビに直接つないでください。信号を本機からビデオデッキなどを経由
してテレビに出力すると、画像が乱れる場合があります。テレビに映像音声入力
端子がひとつしかない場合は、本機をテレビの映像音声入力端子につなぎます。

•

本機とテレビをアンテナ線（同軸ケーブル）だけでつなぎます。その上で、テレビ
のチャンネルを放送のないチャンネル（1chまたは2ch）に設定します。本機のア
ンテナ出力チャンネルの初期設定は2chになっています。全ての接続が終わったあ
と、必要に応じて設定を変えてください。「初期設定を変える」（62ページ）

ご注意
• UHF放送だけの地域でも、テレビのVHF端子と本機のOUT（TO TV）端子をつ
ないでください（17ページ）。つながないと、ビデオまたはDVDを見ることがで
きません。

• 音声は常にモノラルになります。

アンテナ切り換えを合わせる（テレビに映像・音声入力端子がない
とき）

直接つなぐ
本機 テレビ

ビデオデッキ
テレビやモニターをつなぐ
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手順4: 別売りのチューナーなどをつなぐ

ケーブルテレビ（CATV）、デジタルテレビ、BS/CSチューナーなどを本機の映
像・音声入力端子に接続すると、それらの機器からの映像も受信できます。
接続のしかたがわからないときは、裏表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせ
ください。
接続しない場合は「手順5:電源コードをつなぐ」へすすんでください
（27ページ）。

CATVチューナーをつなぐと、CATVを受信することができます。CATVの受信に
は、CATV局との受信契約が必要です。なお、CATVを受信できない地域もありま
す。詳しくは、お近くのCATV局にお問い合わせください。
CATVチューナーの取扱説明書もあわせてご覧ください。

* 本機前面の入力2端子につなぐこともできます。

ケーブルテレビ（CATV）をつなぐ

映像・音声コード（別売り）

L：映像・音声信号の流れ

本機後面

LINE IN 1 VIDEO/
AUDIO L/R端子へ＊

次のページにつ
23別売りのチューナーなどをつなぐ
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CATVを録画するには

CATVのVHF/UHF放送のチャンネルを本機で受信するには
CATVのVHF/UHF放送の中には、本機で受信できるチャンネルもあり
ます。

1 CATVチューナーで、録画したいチャンネルを選ぶ

2 入力切換ボタンまたはチャンネル+/–ボタンを押して、本機の表示窓に
「L1」または「L2」を表示させる
CATVチューナーをLINE IN 1（入力1）端子につないでいるときは
「L1」を、入力2端子につないでいるときは「L2」を表示させます。

3 本機で録画の操作をする。
録画中はチューナーの電源を切らないでください。

1 F型コネクター付き同軸ケーブル（別売り）で本機のIN（FROM 
ANT.）端子とCATVチューナーのVHF/UHF出力端子をつなぐ

2 かんたん設定（33ページ）をし、チャンネルを合わせる
受信する放送で「CATV」を選びます。手動でCATVのチャンネルを
設定したいときは「手動でチャンネルを合わせる」（47ページ）をご
覧ください。
別売りのチューナーなどをつなぐ
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本機はBSチューナーなどを内蔵していませんが、デジタルテレビ、BS/CSチュー
ナー、BSチューナー内蔵テレビなどとつなぐと、本機でもテレビやチューナーで
受信する番組を録画できます。BS・CSの有料放送の受信には、専門放送局との受
信契約が必要です。
接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

* 本機前面の入力2端子につなぐこともできます。

デジタル放送、BS/CS放送を録画するには

デジタルテレビ、BS/CSチューナーなどをつなぐ

1 接続したテレビやチューナーで、録画したいチャンネルを選ぶ

2 入力切換ボタンまたはチャンネル+/–ボタンを押して、本機の表示窓に
「L1」または「L2」を表示させる
テレビのBS出力を本機のLINE IN 1（入力1）端子につないでいると
きは「L1」を、入力2端子につないでいるときは「L2」を表示させ
ます。

3 本機で録画の操作をする。
録画中はチューナーの電源を切らないでください。

本機後面

映像・音声コード（別売り）

L：映像・音声信号の流れ

または

BSチューナー内蔵テレビ

LINE IN 1 
VIDEO/AUDIO 
L/R端子へ＊

次のページにつ
25別売りのチューナーなどをつなぐ
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BS/CS放送の映像が乱れるときは
本機は録画防止機能（コピーガード）に対応しています。デジタルBSや
CSチューナーを本機に接続して番組を視聴する場合、番組によっては視
聴のみでも画面が乱れることがあります。この場合、チューナーを直接テ
レビにつないでください。

ご注意
• CSチューナーおよびテレビなど同梱のAVマウスからのコントロールは本機で対
応できない場合があります。詳しくはAVマウスの取扱説明書をご確認ください。

• 本機は録画防止機能（コピーガード）に対応しています。コピーガードされた番
組は、正しく録画できません。

• BSチューナー内蔵テレビなどの種類によっては、テレビの電源を切ると録画で
きないことがあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。
別売りのチューナーなどをつなぐ
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手順5: 電源コードをつなぐ

ちょっと一言
本機にはDVD専用の映像・音声出力端子があります。
–「S映像/コンポーネント映像/D映像端子のある機器とつなぐ」（64ページ）
–「アンプ・スピーカーの接続」（68ページ）
お手持ちの機器に応じて接続したあと、電源コードをつないでください。

電源コードは必ず、すべての接続が終わってからつないでください。

本機後面

壁のコンセントへ
27電源コードをつなぐ
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手順6: リモコンの準備・基本操作

ちょっと一言
• 他の機器を誤って操作してしまうときはできるだけ本機と離して設置してお使い
ください。本機のリモコンモードは固定されています。

ご注意
• リモコン操作できる距離が短くなったら、2個とも新しい乾電池に交換してくだ
さい。

• 新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違う乾電池を混ぜて使わないでくだ
さい。

• 付属品の乾電池は充電しないでください。
• 長い間リモコンを使わないときは、乾電池を取り出してください。
• 液漏れしたときは、電池入れについた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入
れてください。

• リモコンを使うときは、リモコン受光部に直射日光や照明器具などの強い光が当
たらないようにご注意ください。リモコンで操作できないことがあります。

リモコンを準備する

付属のリモコンに乾電池を入れます。
裏面のフタを開け、単3 形（R6）の乾電
池2 個を、＋と－の向きをリモコンの表
示に合わせて入れてください。
必ずイラストのように－極側から電池を
入れてください。
電池を入れたらフタを元どおり閉めます。

リモコンを使う

リモコンを使うときは、リモコンを本体の
リモコン受光部 に向けて操作します。
本機のリモコンを使って各社のテレビを
操作することもできます（29ページ）。
その場合もリモコンをテレビのリモコン
受光部に向けて操作します。

リモコン受光部
リモコンの準備・基本操作
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リモコンで各社のテレビを操作する

リモコン信号をお手持ちのテレビに合わ
せると本機のリモコンでテレビの音量や
電源などを操作できます。

1 リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える

2 電源スイッチを押したまま、テレビのメーカー番号（2 桁）を数
字ボタンで入力する

3 入力した後、電源スイッチをはなす

TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」にしたときに、リモコン
上に(•)の目印がついている以下のボタンを使って、テレビの操作
ができるようになります。

テレビを操作できるボタン

＊ ソニー製消音機能付きテレビのみ。

TV / DVD・VIDEO
スイッチ

電源スイッチ

数字ボタン

押すボタン できること
電源スイッチ テレビの電源を入/切する。

音量+/– テレビの音量を調整する。
チャンネル+/– テレビのチャンネルを切り換える。

消音* テレビの音を消す。
入力切換 テレビの入力を切り換える。

次のページにつ
29リモコンの準備・基本操作
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テレビメーカーコード番号
お手持ちのテレビメーカーのコード番号が2つある場合は、1つずつテレ
ビを操作できるかどうかお試しください。

＊ お買い上げ時の設定です。

ご注意
• テレビによってはメーカー番号を合わせても操作できないことや、一部のボタン
が使えないことがあります。

• メーカー番号を入力すると、それまでのメーカー番号は消えます。
• リモコンの電池を取り換えたときは、メーカー番号が自動的にお買い上げ時の設
定に戻ります。その場合は、メーカー番号をもう一度入力し直してください。

• 数字ボタンでチャンネルを変えることはできません。

テレビメーカーコード テレビメーカーコード テレビメーカーコード
ソニー
( マーク付き）

01* 三洋電機 07 松下電器 13

松下電器 02 シャープ 08 フナイ
（PRECIOUS）

14

東芝 03 NEC 09 三洋電機 15
日立製作所 04 パイオニア 10 シャープ 16
三菱電機 05 富士通ゼネラル 11 アイワ 01、17
日本ビクター 06 ソニー

( マーク無し）
12 三星

（SAMSUNG）
18
リモコンの準備・基本操作
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ご注意
• TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換えている場合でも、テレビ操作に
関係しないボタンを押すと、本機が動作します。その場合は、停止xボタンを押
して本機を止めてください。

リモコンを使って本機・テレビの操作モードを切り換える

操作したい機器が反応するようにリモ
コンの操作モードを切り換えます。

操作したい機器 リモコンの操作モード切り換え／表示窓の表示

本機 DVD操作モードにする
TV / DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り換
える。次にセレクトDVDボタンを押す。表示窓にDVD表示
が点灯し、DVDプレーヤーが操作できます。

VIDEO操作モードにする
TV / DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り
換える。次にセレクトVIDEOボタンを押す。表示窓に
VIDEO表示が点灯し、ビデオデッキの操作ができます。

テレビ TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える。
リモコン上にオレンジ色の目印・がついているボタンでテ
レビが操作できます。

TV / DVD・VIDEO
スイッチ

セレクトDVDボタン
セレクトVIDEOボタン
31リモコンの準備・基本操作
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手順7: テレビで本機の映像を見る

本機とテレビを映像・音声コードで接続しているとき（21ページ）

本機とテレビをアンテナ線のみで接続しているとき（22ページ）

ちょっと一言
• テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させると、録画中など
でもテレビを見ることができます。（82ページ）

本機の映像を見るためにテレビと本機
の入力または出力を切り換えます。

1 本機とテレビの電源を入れる

2 テレビの入力をビデオに切り換える
本機に接続している入力（ビデオなど）を選びます。詳しくはテレビ
の取扱説明書をご覧ください。

1 本機とテレビの電源を入れる

2 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「VIDEO」を表示
させる

3 テレビのチャンネルをアンテナ切り換えで合わせたチャンネル（1ch
または2ch）にする

テレビ/ビデオボタン
テレビで本機の映像を見る
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手順8: かんたん設定をする

Gコード＊設定および自動チャンネル合わせ、時計合わせをまとめてできます。
予約する（85ページ）には、本機の時計、チャンネルを正しく合わせておく必要が
あります。
* Gコード、G-CODE、およびGコードロゴは、米Gemstar-TV Guide International, 

Inc.およびその関連会社の日本国内における登録商標です。
Gコードシステムは、米Gemstar-TV Guide International, Inc.のライセンスに基づいて
生産しております。

ご注意
• 本機とアンテナ線がつながっていないと、「かんたん設定」をすることができま
せん。「手順2:アンテナをつなぐ」（17ページ）と「手順3:テレビやモニターを
つなぐ」（21ページ）の接続を行ってから「かんたん設定」を行ってください。

• S-VIDEO OUT（S映像出力）端子、COMPONENT VIDEO OUT（コンポー
ネント映像出力）端子、D2 OUT（D2映像出力）端子を用いた接続はDVDから
の出力のみに対応しています。「かんたん設定」を行うときは、「映像・音声コー
ドをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子がある とき）」（21ページ）で接続し
たテレビの入力に切り換えてください。

次のページにつ
33かんたん設定をする
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Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に「か
んたん設定」を行うことはできません。再
生を停止してください。

1 電源スイッチを押す
本機の電源が入ります。

2 本機の画像が映るようにテレビの
入力を切り換える
「かんたん設定」メニューが表示
されます。
自動的に表示されないときは、設
定ボタンを押し、V/vで （初期
設定）を選び、決定ボタンを押し
て「初期設定」メニューで表示させます。

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

数字ボタン

リターンO

ボタン

チャンネル+/–
ボタン

電源スイッチ

リターンvV

受信する放送

戻る：で選択して 決定

CATV
一般放送B

かんたん設定
かんたん設定をする
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3 V/vで「一般放送」または「CATV」
を選び、決定ボタンを押す

「一般放送」を選んだときは、地
域番号入力画面が表示されます。
数字ボタンで「Gコード地域番
号・放送局表」（38～45ページ）
から選んだ地域番号を入力して、
決定ボタンを押す
「自動チャンネル合わせ」が行わ
れます。

「CATV」を選んだときは、選択
後ただちに「自動チャンネル合わ
せ」が行われます。

CATVのチャンネルで映るVHF/
UHF放送をGコードで予約するに
は、ガイドチャンネルを手動で設
定する必要があります。（51ペー
ジ）

「自動チャンネル合わせ」が終わると
「時刻合わせ」の画面に移ります。

4 B/bで項目を選び、V/vで合わせる
年、月、日、時、分を順に合わせ
ていきます。

決定

地域番号

[ 13 ]

リターン戻る：数字ボタンで入力して 決定　

かんたん設定

自動チャンネル合わせ中です

リターン戻る：

かんたん設定

時刻合わせ

リターンbB vV

2006年 1月01日［日］12:00A
M

戻る：で選択       　　　で設定して 決定

決定

時刻合わせ

リターンbB vV 戻る：で選択                で設定して 決定

2006年 9月28日［木］12:00A
M

次のページにつ
35かんたん設定をする
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ちょっと一言
• チャンネル合わせや時計合わせは「初期設定」メニューのそれぞれのメニューで
も設定できます。

• ほとんどのチャンネルが受信できないときは、本機のIN（FROM ANT.）端子
と壁のアンテナ端子をアンテナ線でつないでください（17ページ）。接続後に、
もう一度手順1からやり直します。

• かんたん設定で設定されたチャンネルの変更が必要なときは、手動でチャンネル
を合わせます。（「手動でチャンネルを合わせる」（47ページ））

• チャンネル+/–ボタンを押しても本機の表示窓に「L1」（LINE IN 1（入力1）端
子に接続した場合）または「L２」（入力2端子に接続した場合）しか表示されな
いときは、本機のIN（FROM ANT.）端子と壁のアンテナ端子をアンテナ線で
つないでください（17ページ）。接続後に、もう一度手順1からやり直します。

• CATVを受信している場合は、かんたん設定を行ってもガイドチャンネルが設定
されません。Gコード予約できる放送局があるときは、「ガイドチャンネルを追
加する」（50ページ）にしたがって、ガイドチャンネルを追加してください。

5 時報と同時に決定ボタンを押す

リターンOボタンを押し、設定ボタンを押すとメニューが消え
ます。

チャンネル合わせと時計合わせが終わりました。

決定
かんたん設定をする
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お住まいの地域の地域番号を「Gコード地域番号・放送局表」（38～45ページ）か
ら選んでください。そのあと、「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わ
せをする」（34ページ）にしたがって、選んだ地域番号を入れてください。

選ぶ地域番号を迷ったときは
お住まいの地域の放送局をより多く含んでいる地域番号を選びます。お住
まいの地域の放送局は、新聞のテレビ欄などで確認できます。
次のようなときは、「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせ
をする」（34ページ）で地域番号を入れたあとに、手動で変更することが
できます。
• 表の中の放送局以外に映る放送局がある。「ガイドチャンネルを追加する」（50
ページ）

• 表の中の表示チャンネルがテレビのチャンネルと違う。「チャンネルの番号をテ
レビに合わせる」（48ページ）

• ケーブルテレビやマンションの共同受信システムなどをご利用の場合で、表の中
の表示チャンネルが違う。「チャンネルの番号をテレビに合わせる」（48ページ）

地上デジタル放送への移行によるチャンネルの変更に対応するには
アナログ放送からデジタル放送への移行にともない、本機では受信できな
いチャンネル、もしくは受信できなくなるチャンネルが生じる場合があり
ます。その場合は、「受信できる放送局を追加する」（52ページ）の操作
手順に従って受信チャンネルを変更してください。また、設定していたガ
イドチャンネルが変更された場合も、「ガイドチャンネルを追加する」
（50ページ）の操作手順に従ってガイドチャンネルを変更してください。

地域番号を選ぶ

次のページにつ
37かんたん設定をする
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Gコード地域番号・放送局表
お住まいの地域の地域番号と、その地
域番号でGコード予約できる放送局を
一覧表にしています。

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

北海道 札幌 01 80→03（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→01（HBC）
05→05（STV）
35→35（HTB）
27→27（UHB）
17→17（TVh）

旭川 48 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（HBC）
05→07（STV）
35→39（HTB）
27→37（UHB）
17→33（TVh）

北見 49 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→53（HBC）
05→07（STV）
35→61（HTB）
27→59（UHB）

現在お住まいの地域

　札幌               01

例：ビデオを3チャンネルにすると、
NHK総合（識別番号80）が映る
      80       t      03   （NHK総合）

表の中の文字の見かた

表示チャンネル
画面に映るチャンネル
（一般的に「チャンネ
ル」と呼ばれているの
はこの表示チャンネル
です）

ガイドチャンネル
Gコードのため
の放送局の識別
番号

放送局

地域番号
「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・
時計合わせをする」の手順3（35ページ）
で入れる番号

北海道 帯広 50 80→04（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→06（HBC）
05→10（STV）
35→34（HTB）
27→32（UHB）

釧路 51 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（HBC）
05→07（STV）
35→39（HTB）
27→41（UHB）

函館 52 80→04（NHK総合）
90→10（NHK教育）
01→06（HBC）
05→12（STV）
35→35（HTB）
27→27（UHB）
17→21（TVh）

室蘭 66 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（HBC）
05→07（STV）
35→39（HTB）
27→37（UHB）
17→29（TVh）

青森 青森 02 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（青森放送）
38→38（青森テレビ）
34→34（青森朝日）
27→27（UHB）
35→35（HTB）
05→12（STV）

八戸 53 80→09（NHK総合）
90→07（NHK教育）
01→11（青森放送）
38→33（青森テレビ）
34→31（青森朝日）
33→29（めんこい）
06→02（IBC）
35→37（テレビ岩手）

岩手 盛岡 03 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
06→06（IBC）
35→35（テレビ岩手）
33→33（めんこい）
01→01（TBC）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）
20→31（IAT）

宮城 仙台 04 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（TBC）
12→12（仙台放送）
34→34（宮城テレビ）
32→32（東日本放送）
06→06（IBC）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）
かんたん設定をする



接
続
と
準
備

づく
秋田 秋田 05 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（秋田放送）
37→37（秋田テレビ）
31→31（秋田朝日）
34→34（青森朝日）

大館 54 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
11→06（秋田放送）
37→57（秋田テレビ）
31→59（秋田朝日）
38→38（青森テレビ）
01→01（TBC）

山形 山形 06 80→08（NHK総合）
90→04（NHK教育）
10→10（山形放送）
38→38（山形テレビ）
36→36（TUY）
30→30（SAY）

鶴岡 55 80→03（NHK総合）
90→06（NHK教育）
10→01（山形放送）
38→39（山形テレビ）
36→22（TUY）
30→24（SAY）

福島 福島 07 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（福島テレビ）
33→33（福島中央テレビ）
35→35（福島放送）
31→31（TUF）
01→01（TBC）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）

会津若松 56 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→06（福島テレビ）
33→37（福島中央テレビ）
35→41（福島放送）
31→47（TUF）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）

いわき 57 80→04（NHK総合）
90→10（NHK教育）
11→08（福島テレビ）
33→58（福島中央テレビ）
35→60（福島放送）
31→62（TUF）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）
01→01（TBC）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

茨城 水戸 08 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→42（日本テレビ）
06→40（TBS）
08→38（フジテレビ）
10→36（テレビ朝日）
12→32（テレビ東京）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

日立 67 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBS）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
38→38（テレビ埼玉）
46→46（ちばテレビ）
16→16（放送大学）

栃木 宇都宮 09 80→29（NHK総合）
90→27（NHK教育）
04→25（日本テレビ）
06→23（TBS）
08→21（フジテレビ）
10→19（テレビ朝日）
12→17（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
16→16（放送大学）
38→38（テレビ埼玉）
23→31（とちぎテレビ）

矢板 68 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（日本テレビ）
06→55（TBS）
08→57（フジテレビ）
10→59（テレビ朝日）
12→61（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
38→38（テレビ埼玉）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

群馬 前橋 10 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBS）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
38→38（テレビ埼玉）
16→40（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

次のページにつ
39かんたん設定をする
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埼玉 さいたま 11 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBS）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
38→38（テレビ埼玉）
46→46（ちばテレビ）
48→48（群馬テレビ）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

児玉 69 80→33（NHK総合）
90→35（NHK教育）
04→25（日本テレビ）
06→23（TBS）
08→21（フジテレビ）
10→19（テレビ朝日）
12→17（テレビ東京）
38→28（テレビ埼玉）
46→46（ちばテレビ）
48→48（群馬テレビ）
16→16（放送大学）

千葉 千葉 12 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBS）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
46→46（ちばテレビ）
42→42（tvk）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

東京 東京 13 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBS）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
46→46（ちばテレビ）
42→42（tvk）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

八王子 70 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（日本テレビ）
06→55（TBS）
08→57（フジテレビ）
10→59（テレビ朝日）
12→61（テレビ東京）
46→46（ちばテレビ）
42→42（tvk）
38→38（テレビ埼玉）
14→47（MXテレビ）
16→16（放送大学）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

東京 多摩 71 80→30（NHK総合）
90→32（NHK教育）
04→26（日本テレビ）
06→24（TBS）
08→22（フジテレビ）
10→20（テレビ朝日）
12→18（テレビ東京）
46→46（ちばテレビ）
42→42（tvk）
38→38（テレビ埼玉）
14→28（MXテレビ）
16→16（放送大学）

神奈川 横浜 14 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBS）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
42→42（tvk）
46→46（ちばテレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

平塚 72 80→33（NHK総合）
90→29（NHK教育）
04→35（日本テレビ）
06→37（TBS）
08→39（フジテレビ）
10→41（テレビ朝日）
12→43（テレビ東京）
42→31（tvk）
16→16（放送大学）

小田原 73 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBS）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
42→46（tvk）
16→16（放送大学）

新潟 新潟 15 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
05→05（BSN）
35→35（新潟総合テレビ）
29→29（テレビ新潟）
21→21（テレビ21）

山梨 甲府 19 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
05→05（山梨放送）
37→37（UTY）
04→04（日本テレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
06→06（TBS）
11→11（SBC）
31→31（静岡第一）
35→35（テレビ静岡）
33→33（静岡朝日テレビ）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）
かんたん設定をする



接
続
と
準
備

づく
長野 長野 20 80→02（NHK総合）
90→09（NHK教育）
11→11（SBC）
38→38（長野放送）
30→30（テレビ信州）
20→20（長野朝日）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

飯田 58 80→04（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→06（SBC）
38→40（長野放送）
30→42（テレビ信州）
20→44（長野朝日）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

松本 74 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
30→48（テレビ信州）
11→40（SBC）
38→42（長野放送）
20→50（長野朝日）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

善光寺平 75 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
30→40（テレビ信州）
11→48（SBC）
38→42（長野放送）
20→50（長野朝日）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

富山 富山 16 80→03（NHK総合）
90→10（NHK教育）
01→01（北日本放送）
34→34（富山テレビ）
32→32（チューリップ）
25→25（北陸朝日）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）

石川 金沢 17 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）
33→33（テレビ金沢）
25→25（北陸朝日）
01→01（北日本放送）
34→34（富山テレビ）
32→32（チューリップ）
11→11（福井放送）
39→39（福井テレビ）

福井 福井 18 80→09（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→11（福井放送）
39→39（福井テレビ）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）
33→33（テレビ金沢）
25→25（北陸朝日）
34→34（京都テレビ）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

岐阜 岐阜 21 80→39（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
11→11（メ～テレ）
35→35（中京テレビ）
37→37（岐阜放送）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）

長良 76 80→53（NHK総合）
90→49（NHK教育）
05→55（CBC）
01→57（東海テレビ）
11→59（メ～テレ）
35→47（中京テレビ）
37→61（岐阜放送）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）

静岡 静岡 22 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（静岡放送）
35→35（テレビ静岡）
33→33（静岡朝日テレビ）
31→31（静岡第一）

浜松 59 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
11→06（静岡放送）
35→34（テレビ静岡）
33→28（静岡朝日テレビ）
31→30（静岡第一）
25→25（テレビ愛知）
01→01（東海テレビ）
05→05（CBC）

富士宮 77 80→52（NHK総合）
90→54（NHK教育）
11→41（静岡放送）
35→39（テレビ静岡）
33→29（静岡朝日テレビ）
31→27（静岡第一）

三島 78 80→53（NHK総合）
90→51（NHK教育）
11→55（静岡放送）
35→59（テレビ静岡）
33→57（静岡朝日テレビ）
31→61（静岡第一）

島田 79 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→05（静岡放送）
35→58（テレビ静岡）
33→50（静岡朝日テレビ）
31→48（静岡第一）

愛知 名古屋 23 80→03（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
11→11（メ～テレ）
35→35（中京テレビ）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）
37→37（岐阜放送）

豊橋 80 80→54（NHK総合）
90→50（NHK教育）
05→62（CBC）
01→56（東海テレビ）
11→60（メ～テレ）
35→58（中京テレビ）
25→52（テレビ愛知）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

次のページにつ
41かんたん設定をする
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愛知 豊田 81 80→53（NHK総合）
90→51（NHK教育）
05→55（CBC）
01→57（東海テレビ）
11→61（メ～テレ）
35→59（中京テレビ）
25→49（テレビ愛知）

三重 津 24 80→31（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（CBC）
01→01（東海テレビ）
11→11（メ～テレ）
35→35（中京テレビ）
33→33（三重テレビ）
25→25（テレビ愛知）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）

伊勢 82 80→53（NHK総合）
90→49（NHK教育）
05→55（CBC）
01→57（東海テレビ）
11→61（メ～テレ）
35→47（中京テレビ）
33→59（三重テレビ）
25→25（テレビ愛知）
30→30（テレビ和歌山）

滋賀 大津 25 80→28（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→36（毎日放送）
06→38（朝日放送）
08→40（関西テレビ）
10→42（読売テレビ）
30→30（びわ湖放送）
34→34（京都テレビ）

彦根 83 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日放送）
06→58（朝日放送）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
30→56（びわ湖放送）

京都 京都 26 80→32（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
34→34（京都テレビ）
19→19（テレビ大阪）
36→36（サンテレビ）
55→26（奈良テレビ）

山科 84 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日放送）
06→56（朝日放送）
08→58（関西テレビ）
10→60（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
34→62（京都テレビ）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

大阪 大阪 27 80→02（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
34→34（京都テレビ）
36→36（サンテレビ）
30→30（びわ湖放送）

兵庫 神戸 28 80→28（NHK総合）
90→26（NHK教育）
04→18（毎日放送）
06→20（朝日放送）
08→22（関西テレビ）
10→24（読売テレビ）
36→36（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

姫路 85 80→50（NHK総合）
90→52（NHK教育）
04→54（毎日放送）
06→58（朝日放送）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
36→56（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

北淡垂水 86 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（毎日放送）
06→57（朝日放送）
08→59（関西テレビ）
10→61（読売テレビ）
36→55（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

三木 87 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→34（毎日放送）
06→38（朝日放送）
08→40（関西テレビ）
10→42（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
36→55（サンテレビ）

長田 88 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→38（毎日放送）
06→40（朝日放送）
08→42（関西テレビ）
10→48（読売テレビ）
36→34（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

神戸灘 89 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日放送）
06→56（朝日放送）
08→58（関西テレビ）
10→60（読売テレビ）
36→62（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）
かんたん設定をする



接
続
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準
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づく
奈良 奈良 29 80→51（NHK総合）
90→48（NHK教育）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
55→55（奈良テレビ）
36→36（サンテレビ）
34→34（京都テレビ）
19→19（テレビ大阪）

生駒
奈良北

90 80→24（NHK総合）
90→22（NHK教育）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
55→26（奈良テレビ）
19→19（テレビ大阪）

和歌山 和歌山 30 80→32（NHK総合）
90→26（NHK教育）
04→42（毎日放送）
06→44（朝日放送）
08→46（関西テレビ）
10→48（読売テレビ）
30→30（テレビ和歌山）
36→36（サンテレビ）

海南 91 80→50（NHK総合）
90→52（NHK教育）
04→54（毎日放送）
06→58（朝日放送）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
30→56（テレビ和歌山）

鳥取 鳥取 31 80→03（NHK総合）
90→04（NHK教育）
01→01（日本海テレビ）
10→22（BSS）
34→24（山陰中央）

島根 松江 32 80→06（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（BSS）
34→34（山陰中央）
01→30（日本海テレビ）

浜田 61 80→02（NHK総合）
90→09（NHK教育）
10→05（BSS）
34→58（山陰中央）
01→54（日本海テレビ）

岡山 岡山 33 80→05（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→11（RSK）
35→35（OHK）
23→23（テレビせとうち）
09→09（西日本放送）
33→25（KSB）

広島 広島 34 80→03（NHK総合）
90→07（NHK教育）
04→04（RCC）
12→12（広島テレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
31→31（TSS）
10→10（南海放送）
29→29（あいテレビ）
37→37（テレビ愛媛）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

広島 福山 60 80→05（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→07（RCC）
12→11（広島テレビ）
35→57（広島ホームテレビ）
31→54（TSS）
09→09（西日本放送）
10→10（南海放送）
29→29（あいテレビ）
37→37（テレビ愛媛）

山口 山口 35 80→09（NHK総合）
90→01（NHK教育）
11→11（山口放送）
38→38（テレビ山口）
28→28（山口朝日）
09→10（TNC）
19→23（TVQ）
04→08（RKB毎日）
37→35（FBS）
01→02（KBC）

下関 92 80→39（NHK総合）
90→41（NHK教育）
11→04（山口放送）
38→33（テレビ山口）
28→21（山口朝日）
09→10（TNC）
19→23（TVQ）
04→08（RKB毎日）
37→35（FBS）
01→02（KBC）

徳島 徳島 36 80→03（NHK総合）
90→38（NHK教育）
01→01（四国放送）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
36→36（サンテレビ）
30→55（テレビ和歌山）
19→19（テレビ大阪）

香川 高松 37 80→37（NHK総合）
90→39（NHK教育）
33→33（KSB）
09→41（西日本放送）
11→29（RSK）
35→31（OHK）
23→19（テレビせとうち）
04→04（毎日放送）
06→06（朝日放送）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）

西讃岐 93 80→44（NHK総合）
90→40（NHK教育）
33→42（KSB）
09→20（西日本放送）
11→18（RSK）
35→22（OHK）
23→16（テレビせとうち）
12→12（広島テレビ）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

次のページにつ
43かんたん設定をする



44
愛媛 松山 38 80→06（NHK総合）
90→02（NHK教育）
10→10（南海放送）
37→37（テレビ愛媛）
29→29（あいテレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
25→25（愛媛朝日）
31→31（TSS）
04→04（RCC）
12→12（広島テレビ）

新居浜 62 80→02（NHK総合）
90→04（NHK教育）
10→06（南海放送）
37→36（テレビ愛媛）
29→27（あいテレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
25→14（愛媛朝日）
31→31（TSS）
12→12（広島テレビ）

高知 高知 39 80→04（NHK総合）
90→06（NHK教育）
08→08（高知放送）
38→38（KUTV）
01→01（四国放送）
09→41（西日本放送）
40→40（KSS）

福岡 福岡 40 80→03（NHK総合）
90→06（NHK教育）
04→04（RKB毎日）
01→01（KBC）
09→09（TNC）
37→37（FBS）
19→19（TVQ）
36→36（STS）

北九州 63 80→06（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→08（RKB毎日）
01→02（KBC）
09→10（TNC）
37→35（FBS）
19→23（TVQ）
28→21（山口朝日）
11→04（山口放送）
38→33（テレビ山口）

久留米 94 80→46（NHK総合）
90→54（NHK教育）
04→48（RKB毎日）
01→57（KBC）
09→60（TNC）
37→52（FBS）
19→14（TVQ）
36→36（STS）

大牟田 95 80→53（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→61（RKB毎日）
01→58（KBC）
09→55（TNC）
37→43（FBS）
19→19（TVQ）
11→11（熊本放送）
22→22（KKT）
16→16（熊本朝日）
34→34（TKU）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

福岡 行橋 96 80→49（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→60（RKB毎日）
01→57（KBC）
09→54（TNC）
37→43（FBS）
19→19（TVQ）
36→37（TOS）
05→51（OBS）

佐賀 佐賀 41 80→38（NHK総合）
90→40（NHK教育）
36→36（STS）
11→11（熊本放送）
09→60（TNC）
37→52（FBS）
19→14（TVQ）
04→48（RKB毎日）
01→57（KBC）

長崎 長崎 42 80→03（NHK総合）
90→01（NHK教育）
05→05（NBC）
37→37（テレビ長崎）
27→27（長崎文化）
25→25（長崎国際）
19→19（TVQ）
34→34（TKU）
22→22（KKT）
16→16（熊本朝日）
11→11（熊本放送）

佐世保 97 80→08（NHK総合）
90→02（NHK教育）
05→10（NBC）
37→35（テレビ長崎）
27→31（長崎文化）
25→17（長崎国際）
36→41（STS）

諌早 98 80→47（NHK総合）
90→45（NHK教育）
05→49（NBC）
37→42（テレビ長崎）
27→24（長崎文化）
25→20（長崎国際）
22→22（KKT）
16→16（熊本朝日）
34→34（TKU）
11→11（熊本放送）

熊本 熊本 43 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（熊本放送）
34→34（TKU）
22→22（KKT）
16→16（熊本朝日）
19→19（TVQ）
01→01（KBC）
04→04（RKB毎日）
05→05（NBC）
37→37（FBS）
36→36（STS）

大分 大分 44 80→03（NHK総合）
90→12（NHK教育）
05→05（OBS）
36→36（TOS）
24→24（OAB）
19→19（TVQ）
10→06（宮崎放送）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）
かんたん設定をする
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宮崎 宮崎 45 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（宮崎放送）
35→35（テレビ宮崎）
32→48（鹿児島放送）
30→42（鹿児島読売）
38→52（KTS）
01→62（MBC）

延岡 64 80→04（NHK総合）
90→02（NHK教育）
10→06（宮崎放送）
35→39（テレビ宮崎）

鹿児島 鹿児島 46 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（MBC）
38→38（KTS）
32→32（鹿児島放送）
30→30（鹿児島読売）
22→40（KKT）
16→36（熊本朝日）
34→42（TKU）

阿久根 65 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→10（MBC）
38→35（KTS）
32→23（鹿児島放送）
30→17（鹿児島読売）
22→36（KKT）
16→32（熊本朝日）
11→06（熊本放送）
34→38（TKU）

鹿屋 99 80→04（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→06（MBC）
38→33（KTS）
32→31（鹿児島放送）
30→25（鹿児島読売）
10→10（宮崎放送）
35→39（テレビ宮崎）

沖縄 那覇 47 80→02（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（RBC）
08→08（OTV）
28→28（QAB）

都道
府県 地域名 地域

番号
Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネルと表示チャンネル
（放送局名は略称を使用しています）

次のページにつ
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BS放送およびCATVのガイドチャンネル表
BS放送やCATVをGコード予約できます。
• 本機の入力端子にBSチューナー内蔵テレビやCATVチューナーなどを
つないだ場合
「本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには」（52ペー
ジ）にしたがって、ガイドチャンネルと表示チャンネルを設定してくだ
さい。

• ケーブルテレビやマンションの共同受信システムなどで、BS放送を本
機でご覧になる場合
「ガイドチャンネルを追加する」（50ページ）にしたがって、ガイド
チャンネルを設定してください。

ガイドチャンネル
以下の表にしたがって入れます。

表示チャンネル
自動チャンネル合わせで設定したチャンネル（画面に映るチャンネル）の
番号です。手動で変更することもできます。

ご注意
• デジタルCS放送（スカイパーフェクTV!など）やBSデジタル放送はGコード予
約できません。

放送の種類 Gコードで予約できる放送局のガイドチャンネル

BS

74（NHK衛星第1）

75（ハイビジョン）

76（NHK衛星第2）

73（WOWOW）

ケーブルネットワーク

40（NNN24）

49（CSN1ムービーチャンネル）

50（チャンネルNECO）

51（ゴルフネットワーク)
かんたん設定をする
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手動でチャンネルを合わせる

かんたん設定（33ページ）をすると、お住まいの地域で受信できるチャンネルが
ご覧になれます。ただし、受信チャンネルや表示チャンネルの設定がこれまでと違
う場合があります。本機では、お使いになりやすいようにチャンネルの設定を変え
ることができます。

これまでと同じチャンネルで同じ放送局を見られるようにするには
t「チャンネルの番号をテレビに合わせる」（48ページ）

これまで受信していた放送局を見られるようにするには
t「受信できる放送局を追加する」（52ページ）

デジタル放送への移行にともない、変更されたチャンネルを見られるようにする
には
t「受信できる放送局を追加する」（52ページ）

不要なチャンネルを選ばないようにするには
t「不要なチャンネルをとばす」（54ページ）

ガイドチャンネルが設定されていない放送局にガイドチャンネルを設定するには
t「ガイドチャンネルを追加する」（50ページ）

デジタル放送への移行にともない、設定されていたガイドチャンネルが変わった
場合には
t「ガイドチャンネルを追加する」（50ページ）

映りの悪いチャンネルを微調整するには
t「受信状態を調整する（微調整）」（56ページ）

ご注意
• 本機とアンテナ線がつながっていないと、「チャンネル設定」をすることができ
ません。「手順2:アンテナをつなぐ」（17ページ）と「手順3:テレビやモニター
をつなぐ」（21ページ）の接続を行ってから「チャンネル設定」を行ってくださ
い。

• S-VIDEO OUT（S映像出力）端子、COMPONENT VIDEO OUT（コンポー
ネント映像出力）端子、D2 OUT（D2映像出力）端子を用いた接続はDVDから
の出力のみに対応しています。「チャンネル設定」を行うときは、「映像・音声
コードをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子がある とき）」（21ページ）で接
続したテレビの入力に切り換えてください。

次のページにつ
47手動でチャンネルを合わせる



48
チャンネルの番号をテレビに合わせる

かんたん設定（33ページ）でチャンネルを
自動で合わせたときに、これまでご覧に
なっていたチャンネルと違うチャンネル
になる場合があります。
例：テレビではNHK教育テレビが3

チャンネルなのに、ビデオでは50
チャンネルになった。テレビに合
わせて表示チャンネルを3チャンネ
ルにしたい。

このようなときは、手動でテレビと同じ
チャンネルに変えることができます。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に
「チャンネル設定」を行うことはできませ
ん。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「チャンネル設定」を選び、
決定ボタンを押す
「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

設定ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

決定

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 1

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　1]

[する]
[80]

[自動]

B

手動でチャンネルを合わせる
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3 チャンネル+/–ボタンで合わせたい
表示チャンネルを選ぶ
例： 50チャンネルを3チャンネル

に変えたいときは、「表示チャ
ンネル 3」を選ぶ

4 V/vで「受信する放送」を選び、
B/bで「一般放送」または
「CATV」を選ぶ
「CATV」を選んだときは、受信
チャンネルの番号の前に、CATVの
チャンネルを示す「C」がつきます。
（例：C13）

5 V/vで「受信チャンネル」を選び、
B/bで受信チャンネルの番号を変える
例： 50チャンネルを3チャンネル

に変えたいときは、受信チャ
ンネルを「50」にする

6 他のチャンネルの番号を合わせるときは、手順3～5を繰り返す

7 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押して
メニューを消す

チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 3

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　3]

[する]
[90]

[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 3

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　3]

[する]
[90]

[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 3

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　50]

[する]
[90]

[自動]

B

次のページにつ
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ガイドチャンネルを追加する

かんたん設定（33ページ）で設定した
地域番号に含まれる放送局の他に、ご覧
になれる放送局があるときは、Gコード
予約できるように追加します。追加する
放送局のガイドチャンネルは「Gコード
地域番号・放送局表」（38～45ページ）
でご確認ください。

CATVを受信している場合は、かんたん
設定を行ってもガイドチャンネルが設定
されません。Gコード予約できる放送局
があるときは、ガイドチャンネルを追加
してください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に
「チャンネル設定」を行うことはできませ
ん。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「チャンネル設定」を選び、
決定ボタンを押す
「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

設定ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

決定

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル12

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　12]

[しない]
[12]

[自動]

B

手動でチャンネルを合わせる
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ご注意
• 同じ番号のガイドチャンネルは設定できません。設定しようとしている番号が他
のチャンネルで使われているときは、他のチャンネルで使われている番号または
現在設定しようとしている番号を変更してください。

CATVのチャンネルで映るVHF/UHF放送をGコードで予約する
には

3 チャンネル+/–ボタンでガイドチャン
ネルを追加する放送局の表示チャン
ネルを選ぶ

4 V/vで「ガイドチャンネル」を選
び、B/bでガイドチャンネルの番号
を変える

5 他のガイドチャンネルを追加するときは、手順3～4を繰り返す

6 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押して
メニューを消す

1 手順3でVHF/UHF放送が映るチャンネルを選ぶ

2 手順4でV/vで「ガイドチャンネル」を選び、B/bでGコード予約した
い放送局のガイドチャンネルを「Gコード地域番号・放送局表」（38
～45ページ）から選ぶ
BS放送をGコードで予約するには、ガイドチャンネルを「BS放送お
よびCATVのガイドチャンネル表」（46ページ）から選びます。

チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル18

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　18]

[しない]
[18]

[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル18

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　18]

[しない]
[28]

[自動]
B

次のページにつ
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本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには

1 手順3で「入力1」または「入力2」を選ぶ
本機のLINE IN 1（入力1）端子に機器をつないでいるときは「入力
1」を、入力2端子につないでいるときは「入力2」を選びます。

2 手順4でV/vで「ガイドチャンネル」を選び、B/bでGコード予約した
い放送局のガイドチャンネルを「BS放送およびCATVのガイドチャ
ンネル表」（46ページ）から選んで入れる

3 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押してメニューを
消す

受信できる放送局を追加する

かんたん設定（33ページ）で受信でき
なかった放送局のチャンネルを、手動で
追加することができます。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に
「チャンネル設定」を行うことはできませ
ん。再生を停止してください。

設定ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン
手動でチャンネルを合わせる
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1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「チャンネル設定」を選び、
決定ボタンを押す
「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンで受信できな
かった放送局の表示チャンネルを
選ぶ

4 V/vで「受信する放送」を選び、
B/bで「一般放送」または
「CATV」を選ぶ
「CATV」を選んだときは、受信
チャンネルの番号の前に、CATVの
チャンネルを示す「C」がつきます。
（例：C13）

5 V/vで「受信チャンネル」を選び、
B/bで受信チャンネルの番号を
変える

決定

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル12

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　12]
[する]

[12]
[自動]

B

チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル15

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　15]
[する]

[--]
[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル15

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　15]
[する]

[--]
[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル15

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　33]
[する]

[--]
[自動]

B

次のページにつ
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6 V/vで「チャンネルとばし」を
選び、B/bで「しない」を選ぶ

7 他の放送局を追加するときは、手順3～6を繰り返す

8 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押してメ
ニューを消す

不要なチャンネルをとばす

放送のないチャンネルを選ばないように
します。チャンネル+/–ボタンでチャン
ネルを選ぶときに、映るチャンネルだけ
を選ぶことができます。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に
「チャンネル設定」を行うことはできませ
ん。再生を停止してください。

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル15

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　33]

[しない]
[--]

[自動]

B

設定ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン
手動でチャンネルを合わせる
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1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「チャンネル設定」を選び、
決定ボタンを押す
「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンでとばしたい
表示チャンネルを選ぶ

4 V/vで「チャンネルとばし」を
選び、B/bで「する」を選ぶ

5 他のチャンネルをとばすときは、手順3と4を繰り返す

6 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押して
メニューを消す

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル12

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　12]

[しない]
[--]

[自動]

B

チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 7

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　 7]

[しない]
[--]

[自動]

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 7

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　 7]
[する]

[--]
[自動]

B

次のページにつ
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受信状態を調整する（微調整）

本機ではテレビ放送の受信状態を自動的
に調整するので、きれいな画像をお楽し
みいただけます。映りの悪いチャンネル
があるときは、手動で調整してください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ビデオ再生中またはディスク再生中に
「チャンネル設定」を行うことはできませ
ん。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「チャンネル設定」を選び、
決定ボタンを押す
「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

設定ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル12

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　12]

[しない]
[12]

[自動]

B

手動でチャンネルを合わせる
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受信状態を自動調整に戻すには
手順4で「自動」を選びます。

3 チャンネル+/–ボタンで映りの悪い
表示チャンネルを選ぶ

4 V/vで「微調整」を選び、B/bで
「手動」を選ぶ

5 V/vで「手動微調整」を選ぶ
調整バーが出ます。
テレビ画面には受信映像が映し出さ
れます。

6 B/bで調整する
画面を見ながらきれいに映るように調節します。

7 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押してメ
ニューを消す

チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 7

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]　
[　  7]　
[しない]　

[自動]　
[　   6]　

B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 7

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　 7]
[しない]
[　　 6]

[手動]B

決定
チャンネル設定

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定 

受信する放送：　
表示チャンネル 7

受信チャンネル：
チャンネルとばし：
ガイドチャンネル：
微調整：
手動微調整：

[一般放送]
[　　 7]
[しない]
[　　 6]

[手動]
B

決定
57手動でチャンネルを合わせる
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時計を合わせる
予約するには、本機の時計を正しく合わ
せておく必要があります。年、月、日、
時、分が間違っていると、希望の日時に
予約録画されません。
本機は時計を自動補正する機能（ジャス
トクロック機能）がありますが時計が2
分以上ずれていると自動補正できませ
ん。時刻が合っていないときは、合わせ
直します。

かんたん設定（33ページ）をしたとき
は、次の操作は必要ありません。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで  

（初期設定）を選び、決定ボタンを
押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「時刻合わせ」を選び、決定
ボタンを押す
「時刻合わせ」メニューが表示され
ます。

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン

決定

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定

時刻合わせ

リターンbB vV

2006年 1月01日［日］12:00A
M

戻る：で選択       で設定して 決定
時計を合わせる
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ご注意
• 設定した時刻を表示窓に表示させるには、本機の電源を切ってください。本機の
電源を入れている場合は、ビデオ操作モードではカセットが入っていないとき、
DVD操作モードではディスクが停止状態のとき、時刻が表示されます。（DVD操
作モードでディスクが入っていないときは「－－－－－」と表示されます。）

3 B/bで項目を選び、V/vで合わせる
年、月、日、時、分を順に合わせて
いきます。

4 時報と同時に決定ボタンを押す
時計合わせが終わりました。

リターンOボタンを押し、設定ボタンを押すとメニューが消え
ます。

決定

時刻合わせ

リターンbB vV 戻る：で選択           で設定して 決定

2006年 9月28日［木］12:00A
M

決定

次のページにつ
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時計を自動補正する（ジャストクロック）

NHK教育テレビの正午の時報を読みと
り、本機の時計を補正します（ただし、
正午に時報が送信されない場合は、自動
補正されません）。時計が2分以上ずれ
ていると自動補正できませんので、あら
かじめ時計を合わせておいてください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで
（ビデオ設定）を選び、決定ボタン
を押す
「ビデオ設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「ジャストクロック」を選び、
B/bで「する」を選ぶ

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン

決定

ビデオ設定

リターンvV

テープ残量切りかえ
リピート再生
ジャストクロック
NHK教育テレビ

戻る：で選択 bB で設定

[T120]
[ 切 ]
[ する ]
[ 3ch ]

決定

ビデオ設定

リターンvV

テープ残量切りかえ
リピート再生
ジャストクロック
NHK教育テレビ

戻る：で選択 bB で設定

[T120]
[ 切 ]
[ する ]
[  3ch  ]
時計を合わせる
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前の画面に戻るには
リターンOボタンを押します。

ご注意
• 正午に時報を読みとるとき、本機の電源が入っている場合は自動補正できま
せん。

• NHK教育テレビのチャンネルを、不要なチャンネルとしてとばす（54ページ）
と、時計の自動補正ができなくなります。このときは、NHK教育テレビを受信
できるように追加して（52ページ）から、ジャストクロックの設定をやり直し
てください。

3 V/vで「NHK教育テレビ」を選び、
B/bでお住まいの地域のNHK教育
テレビのチャンネルを選ぶ

4 終わったらリターンOボタンを押し、設定ボタンを押して
メニューを消す

決定

ビデオ設定

リターンvV

テープ残量切りかえ
リピート再生
ジャストクロック
NHK教育テレビ

戻る：で選択 bB で設定

[T120]
[ 切 ]
[ する ]
[  3ch ]
61時計を合わせる
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初期設定を変える
オートパワーオフやアンテナ出力切りか
えなどの設定を変えることができます。
通常はお買い上げ時の設定で使えます。
必要に応じて変えてください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで （初
期設定）を選び、決定ボタンを押す
「初期設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「オートパワーオフ」または「アンテナ出力切りかえ」を
選び、B/bで設定する
アンテナ出力切りかえでチャンネルの変更を行なった場合は確認
のメッセージが表示されます。決定ボタンを押して、確認を行
なってください。

3 リターンOボタンを押し、設定ボタンを押してメニューを消す

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

リターンO

ボタン

決定

[ 切 ]
[ 2ch ]

初期設定

リターンvV

かんたん設定
時刻合わせ
チャンネル設定
オートパワーオフ
アンテナ出力切りかえ

戻る：で選択して 決定

決定
初期設定を変える
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設定の内容
太字はお買い上げ時の設定です。

メニュー項目 設定内容

オートパワーオフ • 1時間 1時間使用しないと、自動的に電源が
切れる。

• 2時間 2時間使用しないと、自動的に電源が
切れる。

• 切 電源は自動的に切れない。

アンテナ出力
切りかえ

• 1ch 本機の信号を出力するのに1チャンネルを
使用するとき

• 2ch 本機の信号を出力するのに2チャンネルを
使用するとき
63初期設定を変える
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DVDのためのよりすすんだ接続
S映像/コンポーネント映像/D映像端子のあ
る機器とつなぐ

本機にはDVD専用の映像・音声出力端子があります。S映像/コンポーネント映像/
D映像端子のある機器とつなぐと、DVDの映像をより高画質で楽しむことができ
ます。お手持ちのテレビなどの入力端子に応じて、A～Cのつなぎかたから選ん
でください。
接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。
525プログレッシブ（525p）方式対応のテレビなどに接続してプログレッシブ映
像をお楽しみになる場合は、BかCでつなぎます。
S映像/コンポーネント映像/D映像の接続だけでは音声はでません。必ず本機後面
右側のLINE OUT AUDIO L/R（音声左/右出力）端子またはDIGITAL AUDIO 
OUT/OPTICALまたはCOAXIAL（デジタル音声出力/光または同軸）端子を用い
て音声接続を行なってください。（「アンプ・スピーカーの接続」（68ページ））

ご注意
• VHSを再生したりテレビを録画するためには必ず「手順3: テレビやモニターを
つなぐ」（21ページ）の接続を行ってください。
S映像/コンポーネント映像/D映像端子のある機器とつなぐ
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ご注意
• S-VIDEO OUT（S映像出力）端子、COMPONENT VIDEO OUT（コンポー
ネント映像出力）端子、D2 OUT（D2映像出力）端子を用いた接続はDVDから
の出力のみに対応しています。VHSからの信号は出力されません。

S-VIDEO OUT

P
r

P
b

COMPONENT VIDEO OUTLINE OUT

AUDIO

L

R

B C

A

本機

S映像コード（別売り）

テレビ／
プロジェクター／
AVアンプ

S-VIDEO OUT
（S映像出力）端子へ

D端子ケーブル（別売り）

コンポーネント
映像コード
（別売り）

テレビ／
プロジェクター／
AVアンプ

COMPONENT VIDEO 
OUT Pr/Y/Pb
（コンポーネント映像出力
Pr/Y/Pb）端子へ

L：映像信号の流れ

テレビ／
プロジェクター／
AVアンプ

（青）（赤）（緑）

D2 OUT
（D映像出力）
端子へ

次のページにつ
65S映像/コンポーネント映像/D映像端子のある機器とつなぐ
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AS映像入力端子のある機器とつなぐ
S 映像コード（別売り）を使ってつなぎます。よりきれいな映像が楽しめ
ます。

Bコンポーネント映像（Y、PB/CB、PR/CR）入力端子のある機
器とつなぐ
コンポーネント映像コード（別売り）、または映像コード（別売り）の同
じ種類で同じ長さのものを3 本使ってつなぎます。輝度（Y）、色差（PB/
CB、PR/CR）信号それぞれ独立して出力されるので、映像本来の色を忠
実に再現します。
テレビがプログレッシブ方式（525p）に対応している場合はこの接続に
します。

CD映像入力端子のある機器とつなぐ
D 端子ケーブル（別売り）を使ってつなぎます。ケーブル1 本で簡単にコ
ンポーネント映像で接続でき、映像本来の色を忠実に再現します。
本機はD2 映像信号まで対応しています。テレビがプログレッシブ方式
（525p）に対応している場合はこの接続にします。

プログレッシブ対応機器を使う
プログレッシブ525P方式に対応した機器とつなぐときは、コンポーネン
ト映像コードまたはD端子ケーブルを用いた接続を行ってください。
プログレッシブ方式に設定するには、「画面設定」メニューで「プログ
レッシブ出力」を「入」に設定してください。（140ページ）（プログレッ
シブランプがオレンジ色に点灯します。）
S映像/コンポーネント映像/D映像端子のある機器とつなぐ



D
V
D
の
た
め
の
よ
り
す
す
ん
だ
接
続

従来の4:3 画面テレビとつなぐとき
再生するディスクによっては、画像がご希望の形に表示されないことがあ
ります。表示画像を切り換えるには「画像に関する設定」（139ページ）
をご覧ください。

ご注意
• VHSの信号はプログレッシブ出力できません。
• プログレッシブ方式の信号はS-VIDEO OUT（S映像出力）端子からは出力され
ません。S-VIDEO OUT（S映像出力）端子接続のまま、「画面設定」「プログ
レッシブ出力」を「入」に設定した場合、正しい映像でご覧になることができま
せん。
67S映像/コンポーネント映像/D映像端子のある機器とつなぐ
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アンプ・スピーカーの接続

DVD専用の音声出力端子をアンプやスピーカーにつなぐ接続です。
お手持ちの機器に応じてAまたはBのつなぎかたを選んでください。接続する機
器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

A

B

LINE OUT

AUDIO

L

R

デコーダー付
AVアンプなど

（赤）

テレビ／
ステレオアンプなど

ステレオ音声
コード（別売り）

l：音声信号の流れ

同軸デジタルコード（別売り）光デジタルコード（別売り）

本機後面

（白） （白）

（赤）

[スピーカー ] [スピーカー ]
同軸デジタル
入力端子へ

リア（R）

フロント（R）

サブウーファー

または

光デジタル
入力端子へ

リア（L）

フロント（L）

センター

LINE OUT AUDIO L/R
（音声左/右出力）端子へ

DIGITAL AUDIO OUT/
COAXIALまたはOPTICAL
（デジタル音声出力/同軸
または光）端子へ
アンプ・スピーカーの接続



D
V
D
の
た
め
の
よ
り
す
す
ん
だ
接
続

ご注意
• 本機後面右側の音声出力端子、デジタル音声出力端子を用いた接続はDVDから
の出力のみに対応しています。VHSからの信号は出力されません。

A左右音声入力端子につなぐ
テレビやステレオアンプの２つのスピーカーから音を出すときの接続で
す。音声コード（別売り）でつなぎます。
サラウンド効果（120ページ）

Bデジタル音声入力端子につなぐ
ドルビー *デジタルまたはDTS**デコーダー付AVアンプ（デジタル入力
端子付）を使うときの接続です。光または同軸デジタルコード（別売り）
でつなぎます。
接続の後に、「 音声に関する設定」（136ページ）でデジタル音声出力に
必要な設定を行ってください。
サラウンド効果
ドルビーデジタル（5.1ch）、DTS（5.1ch）

* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビーおよびダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

**DTSおよびDTS Digital Outは、Digital Theater Systems, Inc.の商標です。

ご注意
• デジタルコードで接続した場合、本機のサラウンド効果は使えません。
• デジタルコードで接続をしたときは、音声設定で「ドルビーデジタル」を「ドル
ビーデジタル」に、DTSを「入」にします（137ページ）。誤って設定すると、
スピーカーから音が出なかったり異音が出ることがあります。
69アンプ・スピーカーの接続



VHSの操作
70
ビデオの再生
ビデオを見る

S-VHSまたはVHSのビデオテープを
再生して見ることができます。ただし、
S-VHSの本来の解像度は得られません。
（簡易再生）

始めるまえに…
• 本機とテレビの電源を入れます。（カセッ
トを入れることによっても、本機の電源を
入れることができます。）

• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトVIDEOボタンを押す
ビデオ操作モードに切り換わります。

2 カセットを入れる
ツメの折れたカセットを入れると
自動的に再生が始まります。

Zボタン

画面表示ボタン

トラッキング+/–
ボタン

再生Hボタン

一時停止Xボタン

リプレイ /
CM早送り ボタン

停止xボタン

m/Myボタン
シャトル./> 

ボタン

クリアボタン

セレクトVIDEO
ボタン
ビデオを見る
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3 再生Hボタンを押す
本機の表示窓に再生時間
が表示されます。
テープの終わりまでいく
と、自動的に巻き戻り
ます。
テレビ画面でテープにつ
いての情報を見るには、画面表示ボタンを押します。
詳しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（83ページ）をご
覧ください。

再生中のいろいろな操作

こんなときは 押す

再生を止める 停止xボタン

再生を一時停止する 一時停止Xボタン
5分以上たつと、再生に戻ります。

一時停止後、もう一度再生する 一時停止Xボタンまたは再生Hボタン

テープを早送りする 停止中にMボタン

早送り中にもう一度押すと、押している間、
画像が見られます。 

テープを巻き戻す 停止中にmボタン 

巻き戻し中にもう一度押すと、押している間、
画像が見られます。

カセットを取り出す Zボタン

見たばかりの場面をもう一度再
生する（リプレイ）

再生中にリプレイ ボタン

SP（標準）モードでは約10秒、EP（3倍）
モードでは約15秒前の場面に戻ります。

30秒単位で早送りする
（CM早送り）

再生中にCM早送り ボタン

押すたびに約30秒ずつ、最長約2分間（4回
押したぶん）を早送り再生します。

スロー 再生一時停止中にyボタンを押す。
２分以上たつと、ふつうの再生に戻ります。

時 分 秒

次のページにつ
71ビデオを見る
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* リモコンの電池の消耗をおさえたいときは、連続早送り/巻き戻し再生をおすすめします。

再生の速さを変えるには（シャトル再生）
再生中にシャトル./> ボタンを押します。
ボタンを押すたびに再生の速さは次のように変わります。

ふつうの再生に戻すには
再生Hボタンを押します。

ちょっと一言
• スロー再生中のチラつきや、再生一時停止中の縦ゆれは、トラッキング+/–ボタ
ンを押して調整してください。

2倍速 再生中にシャトル>ボタンを押す。

早送り再生＊ • 連続早送り再生
再生中にMボタンを短く押す。5倍速で早
送り再生する。

• 押している間だけ早送り再生
再生中にMボタンを押し続けると、押し
ている間5倍速で早送り再生する。

巻き戻し再生＊ • 連続巻き戻し再生
再生中にmボタンを短く押す。5倍速で巻
き戻し再生する。

• 押している間だけ巻き戻し再生
再生中にmボタンを押し続けると、押し
ている間5倍速で巻き戻し再生する。

コマ送り 再生一時停止中に ボタンを押す。

こんなときは 押す

7
倍
速
巻
き
戻
し

5
倍
速
巻
き
戻
し

3
倍
速
巻
き
戻
し

一
時
停
止

ス
ロ
ー

ふ
つ
う
の
再
生

7
倍
速
再
生

5
倍
速
再
生

3
倍
速
再
生

2
倍
速
再
生

ビデオを見る
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ご注意
• 変速再生中は音声が聞こえません。
• 他機の3倍モードで録画したテープは本機で再生できますが、画像が乱れること
があります。

• 巻き戻し再生中は画像が乱れることがあります。
• ビデオ再生中はディスクの再生を止めてください。

本機の表示窓の表示について
再生中または変速再生中は、本機の表示窓に次のように表示されます。

通常の再生中
再生Hボタンを押すと「PLAY」
表示が点灯し、しばらくすると
テープカウンターが表示されます。

2倍速再生中
再生中にシャトル>ボタンを押
すと「PLAY2」表示が点灯し、し
ばらくするとテープカウンターが
表示されます。

早送り再生中
再生中にMボタンを押すと「FF」
表示が点滅し、しばらくすると
テープカウンターが表示されます。

巻き戻し再生中
再生中にmボタンを押すと
「REW」表示が点滅し、しばらく
するとテープカウンターが表示さ
れます。

一時停止中
再生中に一時停止Xボタンを押す
と「STILL」表示が点灯し、しば
らくするとテープカウンターが表
示されます。

停止中
再生中に停止xボタンを押すと
「STOP」表示が点灯し、しばらく
するとテープカウンターが表示さ
れます。

次のページにつ
73ビデオを見る
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スロー再生中
再生中にシャトル.ボタンを押
すと「SLOW」表示が点灯し、し
ばらくするとテープカウンターが
表示されます。

テープカウンターを使うには
テープ再生中にあとで見つけたい部分のところでクリアボタンを押しま
す。  本機の表示窓のテープカウンターが「0:00:00」になります。  あとか
らテープカウンターを参考にして、見たい部分を探します。

テレビ画面でテープカウンターを見るには、画面表示ボタンを押します。詳
しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（83ページ）をご覧ください。

ご注意
• 他機の3倍モードで録画したテープは本機で再生できますが、画像が乱れること
があります。

• カセットを入れるたびに、テープカウンターは「0:00:00」に戻ります。
• 録画されていない部分ではテープカウンターは動きません。
• テープ再生中もメニューを表示できますが、設定ボタンを押すと、リモコンの操
作モードが自動的にDVDに切替わります。
設定画面を消すにはリターンOボタンを押してください。テープ再生画面に戻
ります。

• 本機とテレビをS映像コード、コンポーネント映像コードまたはD端子ケーブル
を使ってつないでいる場合、ビデオの映像を見ることができません。「映像・音
声コードをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子がある とき）」（21ページ）の
接続に換えてから、再生を行ってください。

• 3倍モードで録画されたS-VHSテープの再生は保証できません。
• 再生中に「ヘッドがよごれているときは クリーニングテープでクリーニングし
てください」と表示が出る場合は、ビデオヘッドが汚れている可能性がありま
す。別売りのソニーのクリーニングカセットでビデオヘッドをクリーニングして
ください。（10ページ）
再生中にリモコンのトラッキングボタンの＋か－を1度押すと、この表示は消え
ます。
ビデオを見る
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再生画像が乱れたり雑音が出るときは、手動でトラッキングを調節してください。
通常はトラッキング自動調節が働いて、きれいな画像で見ることができます。

トラッキングを自動調整に戻すには
カセットを入れ直し、再生します。

ご注意
• 他機で録画したテープや録画状態の悪いテープでは、チラつきが十分に消えない
ことがあります。

画像と音声を調整する（トラッキング）

再生中にトラッキング+/–ボタンを押して調節する

トラッキング

–で左へ、+で右へ動く
75ビデオを見る
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二か国語放送などの音声を切り換える

再生中に音声ボタンを押す
ボタンを押すたびに画面に出る表示と聞こえる音声が次のように切り換わります。

ちょっと一言
本機で受信している二か国語放送の音声も、音声ボタンで切り換えること
ができます。

ご注意
• 音声ボタンは、モノラルまたは主音声だけで録画したテープを再生したときは働
きません。

二か国語放送などを録画したテープを再
生するとき、主音声や副音声など聞きた
い音声に切り換えることができます。ス
テレオ放送を録画したテープは、自動的
にステレオで聞こえます。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モード
に切り換えます。（31ページ）

画面に出る表示
聞こえる音声

二か国語放送 ステレオ放送
ステレオ 主音声と副音声の混合 ステレオ

主/左 主音声 左チャンネル

副/右 副音声 右チャンネル

モノ 主音声 モノラル

音声ボタン
二か国語放送などの音声を切り換える
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サーチ機能を使う
サーチ機能を使って特定のポイントを簡
単にみつけることができます。
いくつかの番組を1本のテープに録画し
たときは、前後の番組の頭出しができ
ます。
頭出し信号は、次のときに自動的に付き
ます。
– 録画zボタンを押したとき
– 録画一時停止中にチャンネルを変え
て、再び録画を始めたとき

– 予約録画が始まったとき

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトVIDEOボタンを押す

2 頭出し信号の付いたカセットをビデオに入れる

3 サーチメニューボタンを押す

サーチメニュー
ボタン

V/v/B/bボタン

再生Hボタン

クリアボタン

停止xボタン

セレクト
VIDEOボタン

リピート/
サーチメニュー

リターン [ 0：00：00 ]

インデックススキャン

エンドサーチ

：

：

：

[ B ] / [ b ] 入力

[ V ]  入力

[ v ]  入力

1：01：30

次のページにつ
77サーチ機能を使う
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サーチを途中で止めるには
停止xボタンを押します。

4 • 番組を頭だしするには（インデッ
クススキャン）

1 bで次の番組を、Bで前の番組を
頭出しする

頭出しして約5秒間再生します。
2 再生Hボタンを押して、番組を
見る

再生Hボタンを押さないと、
自動的に次の頭出しが行われ、
テープが終わるまで頭出しが
続きます。

• カウンターが0:00:00のポイント
をサーチするには（リターン
［0:00:00］）
Vを押す

サーチが始まり、「0:00:00」のポ
イントで自動的に止まります。
再生中にあとで見つけたい部分の
ところで、クリアボタンを押すと
本機の表示窓のカウンターが
「0:00:00」になります。

• テープの録画されていない部分を
サーチするには（エンドサーチ）
vを押す

サーチが始まり、テープの録画さ
れていない場合の先頭で自動的に
止まります。もし、録画されてい
ない部分がみつからない場合に
は、テープの終わりでサーチが
止まり、停止します。

決定
インデックススキャン

1：01：30

リターン [ 0：00：00 ]

1：01：30

エンドサーチ

1：01：30
サーチ機能を使う
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ご注意
• 録画一時停止状態から続けて同じチャンネルの録画を始めた場合、頭出し信号は
付きません。

• 選んだ頭出し信号の前に何も録画されていなければ、その信号のところから正確
に再生が始まらないことがあります。

• テープの状態等によっては、番組の頭出しができないことがあります。
79サーチ機能を使う
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ビデオの録画・予約
テレビ番組を録画する

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトVIDEOボタンを押す
ビデオ操作モードに切り換わります。

2 ツメのついているカセットを入れる
ツメの折れたカセットでは録画でき
ません。

チャンネル+/–
ボタン

標準/3倍ボタン

入力切換ボタン

画面表示ボタン

録画zボタン

セレクトVIDEO
ボタン

TV/DVD・VIDEO
スイッチ

テレビ/ビデオボタン

再生Hボタン
停止xボタン

Zボタン

一時停止Xボタン
テレビ番組を録画する
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3 チャンネル+/–ボタンを押して録画するチャンネルを選ぶ

本機につないだチューナーなどの放送を録画するには
入力切換ボタンを押して本機のLINE IN 1（入力1）端子につな
いでいるときは「L1」を、入力2端子につないでいるときは
「L2」を選びます。（「手順4: 別売りのチューナーなどをつなぐ」
（23ページ））

4 標準/3倍ボタンを押して、「SP」（標準）または「EP」（3倍）を
選ぶ
長時間録画したいときは、本機の表示窓に「EP」を出します。
「EP」では標準の3倍長く録画できますが、 画質・音質は標準の
方が優れています。

5 録画zボタンを押す
本機の表示窓に「REC」が表示され、 表示が点灯します。

このあとテレビの電源を切っても、録画に影響はありません。

本機につないだチューナーなどの放送を録画しているときは
チューナーの電源を切らないでください。また、録画中にチュー
ナーのチャンネルを変えると、録画されるチャンネルが変わって
しまいます。BSチューナー内蔵テレビなどの種類によっては、
テレビの電源を切ると録画できない場合もあります。詳しくはテ
レビの取扱説明書をご覧ください。

テレビ画面でテープについての情報を見るには、画面表示ボタン
を押します。詳しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（83
ページ）をご覧ください。

次のページにつ
81テレビ番組を録画する
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録画を止めるには
停止xボタンを押します。

録画を一時停止するには
一時停止Xボタンを押します。本機の表示窓に「PAUSE」が表示され、
表示が点滅します。録画一時停止が5分以上続くと自動的に停止します。

録画中に裏番組を見るには

録画中にDVDを見るには

録画したものを誤って消してしまいたくないときは
誤って録画したものを消してしまい
たくないときは、図のようにツメを
折って取ります。  再び録画するとき
は、セロハンテープなどでふさいで
ください。

ちょっと一言
• テレビ画面にはテープについての情報が表示されますが、この情報はテープには
録画されません。

1 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させる

2 テレビのチャンネルを選ぶ
録画に影響はありません。

1 セレクトDVDボタンを押す

2 Zボタンを押してディスクトレイを開けて、ディスクを置く

3 再生Hボタンを押す
ディスクトレイが閉まり、再生が始まります。

ツメ

ドライバーなど
テレビ番組を録画する
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ご注意
• テレビを見るときはディスクの再生は止めてください。
• 早送り再生、巻き戻し再生、コマ送り再生、スロー再生または再生一時停止中
は、テレビ画面に画面表示が出ません。

• CSチューナーおよびテレビなど同梱のAVマウスからのコントロールは本機で対
応できない場合があります。

画面表示ボタンを押します。テレビ画面にテープカウンターが表示されます。繰り
返し画面表示ボタンを押すと、テープ残量や現在時刻などが表示されます。 白い
バーはテープ全体の長さに対する現在の位置を示しています。 表示を消すには画面
表示ボタンを繰り返し押してください。 テープ残量は本機の表示窓にも表示され
ます。

テープ残量を確認するには、録画前にメニューの「ビデオ設定」の「テープ残量切
りかえ」でテープの長さを選んでください。（149ページ）

ご注意
• テープの種類によっては、テープ残量が正しく表示されないことがあります。
• 残量表示はテープの残りを知る目安としてお使いください。
• テープ残量の時間表示が出ないときは、しばらく再生などの操作をしてください。

本機で再生するDVDを直接本機でビデオテープに
録画することはできません。

画面表示やテープ残量を見るには

0：01：30　標準 残量　4：30　

テープカウンター テープ残量

次のページにつ
83テレビ番組を録画する
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予約録画以外の録画中に、30分単位で録画を止めるまでの時間を決めることがで
きます。急用で出かけるときや、眠くなったときに便利です。

録画を止めるまでの時間を変えるには
録画zボタンを繰り返し押して、その時点から録画を止めるまでの時間を
選びます。

設定した録画時間を取り消すには
録画zボタンを繰り返し押して、本機の表示窓に「REC」を表示させ
ます。本体表示窓の （タイマーインジケーター）が消え、通常の録画に
戻ります。

クイックタイマーの途中で録画を止めるには
停止xボタンを押します。

ちょっと一言
• 画面表示ボタンを押すと、テレビ画面上でカウンターを確認できます。

ご注意
• クイックタイマー録画中は、本機の表示窓にテープカウンターは表示されませ
ん。録画残時間が表示されます。

• クイックタイマー予約終了後、電源は「切」の状態になります。ただし、ディス
ク再生中にクイックタイマー予約が終了した場合、電源は「切」の状態にはなり
ません。

決めた時間だけ録画する（クイックタイマー）

1 録画中に録画zボタンを
押す

2 録画zボタンを繰り返し押して、録画を止めるまでの時間を選ぶ
押すたびに、30分ずつ時間が増えます。

時間は30分後（0:30）から4時間後（4:00）まで選べます。
指定した時間がたつと、自動的に録画が止まります。

0:30 1:00 1:30 4:00 通常録画
テレビ番組を録画する
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予約する
毎週の番組や1か月先までの番組を、合わ
せて8番組までタイマーで予約できます。

始めるまえに…
• 本機の時計、チャンネルを正しく合わせ
ておきます。（「かんたん設定をする」
（33ページ））

• テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。

• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 セレクトVIDEOボタンを押す
ビデオ操作モードに切り換わります。

2 ツメのついているカセットを入れる
ツメの折れたカセットでは録画でき
ません。

3 タイマー予約ボタンを押す
「予約設定/確認」メニューが表示さ
れます。

停止xボタン

タイマー予約ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

TV/DVD・VIDEO
スイッチ

リターンOボタン

入力切換ボタン

クリアボタン

テレビ/ビデオボタン

Zボタン

再生Hボタン

セレクトVIDEO
ボタン

設定ボタン

で選択    で設定 リターンvV b 戻る：
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録画日CH 開始時刻 終了時刻 録画モード

次のページにつ
85予約する
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4 V/vで予約を入れる行を選び、チャ
ンネル、開始/終了時刻、録画日、
録画モード（自動/標準/3倍）を設
定する
1 bで各項目を順に選ぶ
選ばれた項目が明るく表示され
ます。

2 V/vで設定する
間違えたときは、Bを押してその項目に戻り設定し直します。

毎週同じ番組を予約するには
「録画日」の欄でV/vを押して選びます。 vを押すたびに、次のよ
うに切り換わります。
今日 t 毎日 t月B土 t月B金 t 毎週 日 t 毎週 月 t ..... t 毎週 土 
t 1か月先の日 t（1日ずつ戻る）t 今日

ピッタリ録画機能を利用するには
録画モードの欄でvを押して「自動」を選びます。  詳しくは
「ピッタリ録画機能について」（87ページ）をご覧ください。

本機に接続した機器を予約するには
「CH」欄で入力切換ボタンまたはV/vを押して「入力1」（LINE 
IN 1（入力1）端子に接続した場合）または「入力2」（入力2端
子に接続した場合）を選びます。録画が始まる前に、本機に接続
したテレビやチューナーを受信したいチャンネルに合わせます。

5 録画モードを設定したあとbを押す
選んだ行に予約が入ります。表示窓の 表示が点灯し、ビデオ側
は予約待機になります。（本機の電源を切っても切らなくても録
画待機になります。） 

取り消したいときは
クリアボタンを押します。

続けて予約するときは
手順4と5を繰り返します。

6 リターンOボタンを押す
メニューが消えます。

決定

で選択    で設定 リターンvV b 戻る：
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予約画面を終了するには
設定ボタンを押します。

予約録画中に録画を止めるには
停止xボタンを押します。

ピッタリ録画機能について
録画モードで「自動」を選ぶと予約録画は「標準」モードで始まります
が、予約録画中にテープ残量が足りなくなると、自動的に「3倍」モード
に切り換わります。  録画モードが切り換わったときに画像に少しノイズ
が現れます。  録画モードを変えたくないときは「3倍」を選んでくださ
い。  録画前にメニューの「ビデオ初期設定」の「テープ残量切りかえ」
でテープの長さを選んでおくと残量の確認をすることができます。（149
ページ）

録画予約後/予約録画中に裏番組を見るには

録画予約後/予約録画中にDVDを見るには

1 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させる

2 テレビのチャンネルを選ぶ
録画に影響はありません。

1 セレクトDVDボタンを押す

2 Zボタンを押してディスクトレイを開けて、ディスクを置く

3 再生Hボタンを押す
ディスクトレイが閉まり、再生が始まります。

次のページにつ
87予約する
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ちょっと一言
• 録画中には以下の操作も可能です。

– テープカウンターを「0:00:00」に戻す（74ページ）
– テレビ画面にテープについての情報を表示する（83ページ）
– 予約を確認する（92ページ）

•  表示が出ているときは、予約が重なっています。  予約の確認、変更、取り消しに
ついては 「予約を確認する・変更する・取り消す」（92ページ）をご覧ください。

• 本機の表示窓に  表示が出ているときは、現在番組を録画中であることを示し
ています。

• 手順3では、設定ボタンを押し、V/vで （予約設定）を選び、決定ボタンを
押すことによって「予約設定」メニューを表示することもできます。その場合
は、V/vで「予約設定/確認」を選び、決定ボタンを押してから手順4へ進んでく
ださい。

ご注意
• ツメのついているカセットを入れずに録画予約をした場合、本体表示窓に が点
滅します。

• BSチューナー内蔵テレビで受信したBS放送を予約した後で、テレビのBSチャ
ンネルを変えたときは、予約開始時刻になる前に、テレビのチャンネルを予約し
たBS放送のチャンネルに戻してください。他のBSチャンネルになっていると、
予約録画されるチャンネルが変わってしまいます。

• 本機の入力端子につないだ機器から予約するときは、つないだ機器の電源は切ら
ないでください。
予約する
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Gコードで予約する

新聞や雑誌のテレビ欄に掲載されている
Ｇコードを使う予約録画です。予約した
い番組の日時とチャンネルを自動的に設
定します。他の予約と合わせて、8番組
まで予約できます。

始めるまえに…
• 本機の時計、チャンネルを正しく合わせ
ておきます。（「かんたん設定をする」
（33ページ））

• テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。

• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 セレクトVIDEOボタンを押す
ビデオ操作モードに切り換わります。

2 ツメのついているカセットを入れる
ツメの折れたカセットでは録画でき
ません。

3 Gコードボタンを押す
「Gコード設定」メニューが表示され
ます。

クリアボタン

リターンOボタン

Gコードボタン

数字ボタン

V/v/B/b
決定ボタン

セレクトVIDEO
ボタン

設定ボタン

リターンvV 戻る：

Gコード設定

Gコード入力
[ 0 – 9 ]

録画回数
録画モード

[ 1 回 ]
[ 標準 ]

V

[ – – – – – – – – – ]

で選択して 決定

Gコード設定

次のページにつ
89Gコードで予約する
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4 数字ボタンを押して、Gコードの番
号を入れる
間違えたときは、クリアボタンを押
して、最初から入れなおします。
Bカーソルで1桁ずつ戻せます。

5 V/vで「録画回数」を選び、B/bで
録画回数（1回、月B金、月B土、
毎日、毎週）を設定する

6 V/vで「録画モード」を選び、B/b
で録画モード（標準、3倍、自動）
を設定する

7 決定ボタンを押す
予約内容（日付、録画開始/終了時
刻、チャンネル番号）が表示され
ます。
本体表示窓に が点灯し、ビデオ側
は予約待機になります。（本機の電
源を切っても切らなくても録画待機
になります。）

取り消したいときは
クリアボタンを押します。

続けて予約するときは
手順3から繰り返します。

8 リターンOボタンを押す
メニューが消えます。

リターンvV 戻る：

Gコード設定

Gコード入力
[ 0 – 9 ]

録画回数
録画モード

[ 1 回 ]
[ 標準 ]

で選択して 決定

V

Gコード設定 Gコード設定

[ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 ]

決定

リターンvV 戻る：

Gコード設定

Gコード入力
[ 0 – 9 ]

録画回数
録画モード

[ 1 回 ]
[ 標準 ]

V

Gコード設定 Gコード設定

で選択       で設定して 決定bB

[ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 ]

決定

リターンvV 戻る：

Gコード設定

Gコード入力
[ 0 – 9 ]

録画回数
録画モード

[ 1 回 ]
[ 標準 ]

V

Gコード設定 Gコード設定

bBで選択       で設定して 決定

[ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 ]

決定

で選択       で設定 リターンvV bB 戻る：
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Gコードで予約する
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予約画面を終了するには
設定ボタンを押します。

予約を確認・変更・取り消すには
「予約を確認する・変更する・取り消す」（92ページ）をご覧ください。

BS放送やCATVをGコードで予約するには
Gコード予約したい放送局のガイドチャンネルを設定しておきます。
（「BS放送およびCATVのガイドチャンネル表」（46ページ））

ちょっと一言
• 手順3では、設定ボタンを押し、V/vで （予約設定）を選び、決定ボタンを
押すことによって「予約設定」メニューを表示することもできます。その場合
は、V/vで「Gコード予約」を選び、決定ボタンを押してから手順4へ進んでく
ださい。

ご注意
• 次の場合、Gコード予約できません。

– 存在しないGコードを誤って入れたとき
（手順7で決定ボタンを押すと、画面に「Gコード入力エラー」と表示され、G
コードの表示が未入力状態に変わります。手順4からやり直してください）

– Gコード予約する番組の放送局のガイドチャンネルが設定されていないとき
（ガイドチャンネルを追加してください（50ページ））

• Gコード予約は、番組の放送時間の変更には対応できません。したがってスポー
ツ中継の延長などで放送時間が変わっても、あらかじめ設定された時間どおりに
録画されます。
91Gコードで予約する
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予約を確認する・変更する・取り消す
テレビ画面を使って、予約の確認、
変更、取り消しができます。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 セレクトVIDEOボタンを押す
ビデオ操作モードに切り換わります。

2 タイマー予約ボタンを押す
「予約設定/確認」メニューが表示さ
れ、予約内容が画面に表示されます。

設定ボタン

クリアボタン

V/v/B/b
決定ボタン
リターンOボタン

セレクト
VIDEOボタン

タイマー予約ボタン

で選択       で設定 リターンvV bB 戻る：

：
：
：
：

- ：
- ：
- ：
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-：

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

：
：
：
：
：
：
：
：

1 7 30 9 / 30 標準8 551
0
0

3倍
3倍
標準

10 / 03

毎週 日
月　金

2 55
8 30
1 451

1

1 001
1 00
2 001

0

0

0

0
入力1

6
3

録画日CH 開始時刻 終了時刻 録画モード
予約を確認する・変更する・取り消す
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予約確認画面を終了するには
設定ボタンを押します。

予約が重なっているときは
先に始まる予約が優先され、その録画が終了してから次の録画が始まりま
す。予約開始時刻が同じときは、「予約設定/確認」画面で、上に表示され
る予約が優先されます。また、始めの録画終了後、次の録画の最初の約
10秒間は録画されません。

一方の予約の終了時刻と、もう一方の予約の開始時刻が同じとき
後から始まる予約の最初の約10秒間が録画されません。

3 V/vで変更または取り消す行を選ぶ 

• 予約を変更するには、B/bで変え
たい項目を選び、V/vで変更する。

• 予約を取り消すには、クリアボタ
ンを押す。

4 録画モードを設定したあとbを押す
選んだ行に予約が入ります。
続けて他の予約を変更または取り消すときは、手順3を繰り返し
てください。

5 リターンOボタンを押す
メニューが消え、予約待機に戻ります。ただし、予約をすべて取
り消した場合は予約待機にはなりません。

決定

で選択       で設定 リターンクリアvV bB 戻る：

：
：
：
：

- ：
- ：
- ：
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-：

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

-
-
-
-

：
：
：
：
：
：
：
：

1 7 30 9 / 30 標準8 551
0
0

3倍
3倍
標準

10 / 03

毎週 日
月　金

2 55
8 30
1 451

1

1 001
1 00
2 001

0

0

0

0
入力1

6
3

録画日CH 開始時刻 終了時刻 録画モード

決定

予約1

予約2

録画されません
予約1の終了後
約10秒間

予約1

予約2
予約2の開始後
約10秒間

次のページにつ
93予約を確認する・変更する・取り消す
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ちょっと一言
• 予約設定/確認画面で開始時刻の前に  表示が出ているときは、予約が重なって
います。 

•「予約設定」メニューは、手順2で設定ボタンを押し、V/vで （予約設定）
を選び、決定ボタンを押すことによって表示することもできます。その場合は、
V/vで「予約設定/確認」を選び、決定ボタンを押してから手順3へ進んでくだ
さい。
予約を確認する・変更する・取り消す
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誤操作を防止する（チャイルドロック機能）

ボタン操作無効にするには
電源が入っているときに、本体の電源スイッチを押し続け、本体の表示窓
に「LOCK」を表示させます。  本機の電源が切れて、予約設定がある場
合は、 表示が点灯したままになります。  本体のボタン操作ができなくな
ります。また、録画予約を保護します。

ボタン操作無効を解除するには
本体の電源スイッチを押し続け、本体の表示窓の「LOCK」を消します。  
ボタン操作無効が解除され、電源が入ります。
ボタン操作無効状態で予約録画を止めるには、停止xボタンを押します。  
録画が停止して、ボタン操作無効が解除されます。

ご注意
• 以下のときにもボタン操作無効が解除されます。

–カセットを入れたとき
–数十分間電源コードを抜いたとき、または停電のとき

• 録画中にボタン操作を無効にすることはできません。
• ディスクトレイが開いている状態で、ボタン操作無効にすると、ディスクトレイ
が閉じてからボタン操作無効になります。

• 電源が入っていないときは、ボタン操作無効にすることはできません。

録画予約したあと、誤ってその予約が
取り消されないように、本体のすべて
のボタン操作を無効にすることができ
ます。

電源スイッチ
95誤操作を防止する（チャイルドロック機能）
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他機からVHSに録画する

本機に他のビデオデッキやビデオカメラをつないで行う操作について説明します。
テープをそのままダビングしたり、必要なところをつないで編集したりできます。
つないだ機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

ご注意
• プラグは必ず同じ色の端子につないでください。
• 本機の出力端子を他機の入力端子へつないだまま、その機器の出力端子を本機の
入力端子へつながないでください。ブーンという音が出ることがあります。

• 他機（再生側の機器）に音声出力端子が1個しかないときは、音声コードは必ず
音声左（モノ）端子につないでください。その場合、音声コードが接続されてい
る方のチャンネル（左チャンネル）にのみ録音されます。左右のチャンネル両方
に録音するには、映像・音声コードVMC-910MS（別売り）などを使って音声
左（モノ）/右入力端子に接続します。

• 入力2端子に映像コードを接続すると、画面は自動的に入力２に切り換わります。

ちょっと一言
• 入力2端子の代わりに本機後面のLINE IN 1（入力1）端子を使用できます。

ビデオ機器をつなぐ（本機で録画する）

本機（録画側）

他機（再生側）

L：映像・音声信号の流れ
映像・音声コード
（別売り）

テレビ

出力端子

入力2端子
他機からVHSに録画する



ビ
デ
オ
の
録
画
・
予
約

編集を止めるには
両方のビデオの停止xボタンを押します。

ちょっと一言
• 好きな場面だけ編集するときは、不要な場面で本機の一時停止Xボタンを押し、
録画一時停止にします。  不要な場面が終わったら、もう一度 一時停止Xボタン
を押して、録画を再開します。

• 録画一時停止が5分以上続くと自動的に停止します。
DVDの操作

テープをダビング・編集する（本機で録画する）

始めるまえに…
• 本機とテレビの電源を入れます。
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モード
に切り換えます。（31ページ）

• 入力切換ボタンを押して、本機の表示窓に
他機を本機のLINE IN 1（入力1）端子とつ
ないでいるときは「L1」を、入力2端子とつ
ないでいるときは「L2」を表示させます。

• 標準/3倍ボタンを押して、「SP」（標準）ま
たは「EP」（3倍）を選びます。

1 他機（再生側）に録画済みのカセットを入れる
再生を始める場所を頭出しして、再生一時停止にします。

2 本機（録画側）にツメのついているカセットを入れる
録画を始める場所を頭出しして、一時停止Xボタンを押します。

3 本機の録画zボタンを押して、録画一時停止にする

4 両方のビデオの一時停止を解除して、編集を始める

録画zボタン

一時停止Xボタン

停止xボタン
97他機からVHSに録画する
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ディスクの再生
ディスクを再生する

ディスクによっては、禁止されている操
作もあります。
再生するディスクに付属の説明書も必ず
ご覧ください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（32ページ）

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトDVDボタンを押す
ディスク操作モードに切り換わります。

2 Zボタンを押してディスクトレイを開
けて、ディスクを置く

Zボタン

再生Hボタン

一時停止 X ボタン

m/Myボタン

停止xボタン

前./次>ボタン

/ ボタン

セレクトDVDボタン

再生したい面を下に
ディスクを再生する
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づく
ご注意
• ディスク再生中はビデオの再生を止めてください。
• 傷のあるディスクを再生すると傷のある箇所で再生は止まり、ディスク側は停止
した状態になります。

• VRモードで録画されたDVDの10時間を超えるプレイリストの再生は保証できま
せん。

3 再生Hボタンを押す
ディスクトレイが閉まり、
再生が始まります。テレ
ビまたはアンプで音量を
調整します。表示窓に再
生時間が表示されます。*

ディスクによっては、テレビ画面にメニューが表示されることが
あります。DVDの場合は108 ページ、ビデオCDの場合は134 
ページをご覧ください。
* ディスクが入っていないときは「－－－－－」と表示されます。

再生中のいろいろな操作

こんなときは 押す

再生を止める 停止xボタン

停止位置が記憶されます。「つづき再生機能」
（102ページ）

再生を一時停止する 一時停止 X ボタン

5分以上たつと、再生が停止します。

一時停止後、もう一度再生する 再生Hボタン

一時停止中にコマ送りする  ボタン

一時停止中に逆方向にコマ送り
する

 ボタン

再生中にチャプターや映像、曲
を進める

次>ボタン（または本体のMボタンを短く
押します。）

再生中にチャプターや映像、曲
を戻す

前.ボタン（または本体のmボタンを短く
押します。）

時 分 秒

次のページにつ
99ディスクを再生する
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早送り/早戻しをして見たいとこ
ろ、聞きたいところをさがす
（スキャン）

再生中にm/Mボタンを（または本体の
m/Mボタンを長く）押します。

ボタンを押すごとに（または本体のボタンを
押す長さによって）次のように再生の速さが
切り換わります。

• DVDの場合
再生方向：
通常の再生 t ×1.4 ••N•*1 t 1M t 
2M t 3M t 4M t 5M t 6M

逆方向：
通常の再生 t 1m t 2m t 3m t 
4m t 5m t 6m

• CD、MP3およびビデオCDの場合
再生方向：
通常の再生 t 1M t 2M t 3M

逆方向：
通常の再生 t 1m t 2m t 3m

再生Hボタンを押すと通常の再生に戻り
ます。

スロー再生する（DVDおよびビ
デオCDのみ）

再生中に一時停止 X ボタンを押してから /
yボタンを押します。

ボタンを押すごとに次のように再生の速さが
切り換わります。
• DVDの場合
再生方向：×0.6 ••N•*1 t 2 y t 
3 y

逆方向（DVD-RW（VRモード）、DVD-R
（VRモード）を除く）： 
1  t 2  t 3 

• ビデオCDの場合
再生方向のみ：1 y t 2 y t 3 y
再生Hボタンを押すと通常の再生に戻り
ます。

こんなときは 押す
ディスクを再生する
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＊1音声付き早見/遅見再生（102ページ）
＊2記録方式が、DVDビデオモード/VRモードで、時間によるジャンプ操作が禁止されている
場合は使うことができません。

＊3 DVDビデオ、DVD-RW、DVD-R、DVD+RW、DVD+Rのみ。
＊4記録方式が、DVDビデオモード/VRモードで、早送り操作が禁止されている場合は使うこ
とができません。

ご注意
• 次の場合を除き、音声は出力されません。

– 通常の再生
– 音声付き早見/遅見再生（102ページ）

• ディスクによってはできない操作があります。
• CDおよびMP3の早戻しは記録方式によってはできないことがあります。
• ビデオCDの早送り/早戻し再生を一時停止することはできません。
• ビデオCDのスキャンは、操作したとおりに再生の早さを変えることができない
ことがあります。

• CDまたはDATA-CDがマルチセッションディスクの場合、再生中に早戻しする
ことはできません。

• フラッシュ －またはフラッシュ +機能は、ビデオCD、CDおよびDATA-CDで
は使えません。

• 場面によってはフラッシュ －またはフラッシュ +機能が使えないことがあり
ます。

• VRモードで録画されたディスクの「オリジナル（ORG）」と「プレイリスト
（PL）」の切り換えは、ディスクの停止中のみ可能です。「オリジナル」と「プレ
イリスト」を切り換えるには、トップメニューボタンを押してください。画面表
示することで「オリジナル」か「プレイリスト」かを確認することができます。

再生中に少し前の画像に戻る
（フラッシュ －）*2 *3

ボタン

1回押すと、約10秒戻ります。

少し先の画像に進む
（フラッシュ +）*3 *4

ボタン

押すたびに約30秒ずつ、最長約2分間（4回押
したぶん）を早送り再生します。

ディスクを取り出す Zボタン

こんなときは 押す

次のページにつ
101ディスクを再生する
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音声付きで早送り再生、またはスロー再生ができます。
音声付きで早送り再生するには、再生中にMボタンを押します。「×1.4 ••N•」
が表示されます。
音声付きでスロー再生するには、再生中に一時停止 X ボタンを押してからyボタ
ンを押します。「×0.6 ••N•」が表示されます。

ふつうの再生に戻すには
再生Hボタンを押します。

ご注意
• 音声付き早見/遅見再生中は、サラウンド設定できません。
• サラウンド設定している場合は、音声付き早見/遅見再生できません。
• DTS音声を選択している場合は、音声付き早見/遅見再生できません。

再生を止めたあと、そのつづきから再生できます。本機の電源を一度切ってもつづ
き再生が働きます。

ちょっと一言
• ディスクを最初から再生したいときは、停止xボタンを2回押してから、再生H

ボタンを押します。

ご注意
• 次の場合、再生を止めたところの記録は消え、つづき再生できません。

– ディスクトレイを開閉したとき
– 電源コードを抜いたとき、または停電のとき

• ディスクによっては、つづき再生ができない場合があります。

音声付き早見/遅見再生（DVDのみ）

再生を止めたところから再生する（つづき再生機能）

1 ディスクの再生中、停止xボタンを押して、再生を止める

2 再生Hボタンを押す
手順1で再生を止めたところから、再生が始まります。
ディスクを再生する
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CDのDTS＊音声再生時のご注意
•  DTSで記録されたCDを再生するとアナログ出力からは極端に大きなノイズが出
ます。DVDプレーヤーのアナログ出力をアンプにつないでいるときは、お手持ち
のシステムが破損しないよう細心の注意を払う必要があります。DTS Digital 
SurroundTMの再生をお楽しみいただくには、DVDプレーヤーのデジタル出力に
5.1チャンネルの外部DTS Digital SurroundTMデコーダーを接続する必要があり
ます。

• CDのDTS音声を再生するときは、音声を「ステレオ」に設定してください。
（118ページ）

DVDのDTS音声再生時のご注意
• DTS音声信号はDIGITAL AUDIO OUT/OPTICALおよびCOAXIAL（デジタ
ル音声出力/光および同軸）端子からのみ出力されます。

• DVDのDTS音声を再生するときは、「音声設定」の「DTS」を「入」に設定し
ます。（136ページ）

• DTSデコーダーを内蔵していないオーディオ機器につないでいるときは、「音声
設定」の「DTS」を「入」に設定しないでください（136ページ）。スピーカー
から大きな音が出て耳に悪影響を及ぼしたり、スピーカーを破損したりすること
があります。

* DTSおよびDTS Digital Outは、Digital Theater Systems, Inc.の商標です。
103ディスクを再生する
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画面の見方

再生中に画面表示ボタンを押すと、ディスクの種類、タイトル/トラック番号、
チャプター番号、カウンター、音声言語、字幕言語、お好み画質モード設定の情報
が表示されます（表示される項目はディスクによって異なります）。音声/字幕言語
の略称については「DVD音声/字幕言語対応表」（170ページ）をご覧ください。

ご注意
• ディスクの停止中に、ディスクの情報画面の項目を選ぶことはできません。

ディスク情報画面を用いて、再生中の音
声や映像の情報を見ることができます。
表示される画面は再生するディスクに
よって異なることもあります。

ビデオＣＤは「PBC切」の状態でディ
スク情報画面の操作ができます。
詳しくは「「PBC 入/切」機能を使って
ビデオCDを再生する」（134ページ）を
ご覧ください。

V/v/B/b
決定ボタン

画面表示ボタン

リターンOボタン

数字ボタン

vV bB 決定

1/3

1/36

再生

~0 9

英語 5.1CH

T 0:01:09

英語

Standard

ディスクの種類
タイトル/トラック番号

チャプター番号
カウンター
音声言語
字幕言語

お好み画質モード
画面の見方
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づく
好きなタイトル/トラックまたはチャプターを再生するには

カウンターを選んで再生するには（DVDおよびCDのみ）

1 再生中に画面表示ボタンを押す

2 V/vを押して好きな項目を選ぶ

3 B/bを押して再生したい番号を選ぶ
数字ボタンを使うこともできます。

4 決定ボタンを押す
選んだ番号の再生が始まります。

5 画面表示ボタンまたはリターンOボタンを押す
画面表示が消えます。

1 再生中に画面表示ボタンを押す

2 V/vを押してカウンターのアイコンを選ぶ
タイトル/トラックの再生経過時間が「T　＊：＊＊：＊＊」で表示されて
います。

3 数字ボタンで再生を開始したいタイトル/トラック再生経過時間のカウ
ンターを入力する

4 決定ボタンを押す
選んだポイントから再生が始まります。

5 画面表示ボタンまたはリターンOボタンを押す
画面表示が消えます。

vV bB 決定

1/3

1/36

再生

~0 9

英語 5.1CH

T 0:01:09

英語

Standard

vV bB 決定

1/3

1/36

再生

~0 9

英語 5.1CH

T 0:01:09

英語

Standard

次のページにつ
105画面の見方
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ちょっと一言
• B/bを押してDVDおよびCDのカウンターの情報を変えることができます（経過
時間または残量時間）。タイトル/トラック再生時間表示以外は、数字ボタンを
使って再生時間を選択することはできません。

DVDの場合

CDの場合

ご注意
• ディスクによっては時間を入力して見たいところや聞きたいところを探すことは
できません。

• ディスクによっては操作したとおりに変更できない場合があります。
• ディスク情報画面のカウンターの情報を変えた場合でも、表示窓はタイトル/ト
ラックの再生経過時間を表示し続けます。

• コピーコントロールCD、レーベルゲートCD、CD EXTRA、ジャケットピク
チャー入りのCDなどでは、トラックとディスクの再生残量時間が正しく表示さ
れない場合があります。

画質を調整するには（お好み画質モード）
本機から出力するDVDやビデオCD（「PBC切」機能時）の映像信号を調
整し、映像の内容に合わせて画質を設定できます。

表示 カウンターの情報
T　＊：＊＊：＊＊ タイトルの再生経過時間

T－＊：＊＊：＊＊ タイトルの再生残量時間

C　＊：＊＊：＊＊ チャプターの再生経過時間

C－＊：＊＊：＊＊ チャプターの再生残量時間

表示 カウンターの情報
T　＊：＊＊：＊＊ トラックの再生経過時間

T－＊：＊＊：＊＊ トラックの再生残量時間

D　＊：＊＊：＊＊ ディスクの再生経過時間

D－＊：＊＊：＊＊ ディスクの再生残量時間

1 再生中にV/vを押してお好み画質モード
のアイコンを選ぶ

vV bB

1/3

1/36

再生

英語 5.1CH

T 0:01:09

英語

Standard
画面の見方
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ちょっと一言
• 映画を見るときは「Cinema 1」または「Cinema 2」をおすすめします。

2 B/bを押して設定を選ぶ

設定 画像設定 音声設定
Dynamic 2 Dynamic 1よりコント

ラストの強いメリハリの
ある画質

Dynamic 1よりさらに
高低音のはっきりしたメ
リハリのある音質

Dynamic 1 コントラストの強いメリ
ハリのある画質

高低音のはっきりしたメ
リハリのある音質

Standard 切（お買い上げ時の設定）
標準的な画質

標準的な音質

Cinema 1 黒色を強調して暗い部分
の詳細を際立たせる

低音を強調した迫力ある
音質

Cinema 2 白色をより明るく、黒色
をより強調して色あいの
コントラストをつける

Cinema 1より低音を強
調した迫力のある音質
107画面の見方
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DVDのメニューを使う

DVDには、DVD独自のメニューが記録
されているものがあります。
複数のタイトル（映像や曲）が記録され
ているDVDビデオはトップメニューボ
タンを、ディスクの内容（字幕や音声の
言語など）をメニューで選択できる
DVDビデオはメニューボタンを使って
再生できます。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 再生中にトップメニューボタンまたはメニューボタンを押す
ディスクのメニューが表示されます。
メニューの内容はディスクによって異なります。

2 V/v/B/bで項目を選び、決定ボタンを押す
数字ボタンで項目を選ぶこともできます。

V/v/B/b
決定ボタン

数字ボタン

メニューボタン

トップメニュー
ボタン

または

決定

または
DVDのメニューを使う
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ちょっと一言
• ディスクによってはトップメニューボタンは使用できません。
109DVDのメニューを使う
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ズームを使う

ご注意
• ディスクによっては、ズーム機能は使えない場合があります。
• ビデオCDでは4×ズームは使えません。

DVDの再生中や一時停止中に、シーン
を拡大して見ることができます。

JPEG画像を拡大して見るには、
「JPEG画像を再生する」（129ページ）
をご覧ください。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 再生中または一時停止中にズームボ
タンを押す
“ ”が表示されます。

2 V/v/B/bでシーンの拡大したい場所を選ぶ

3 決定ボタンを押して拡大の倍率を選ぶ
押すたびに次のように切り換わります。
2× t 4× t 2× t 拡大なし

V/v/B/b
決定ボタン

ズームボタン

決定

決定
ズームを使う
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アングルを切り換える

ご注意
• 複数のアングルがディスクに記録されていても、ディスクによってはアングル操
作ができないことがあります。

複数のアングルがディスクに記録されて
いるとき、正面から見た景色を右から見
た景色に切り換えるなど、好きなアング
ルを選ぶことができます。
アングルを変えられるときは、本機の表
示窓に「 」が表示されます。

1 再生中にアングルボタンを押す
アングル番号が画面に表示され
ます。
スラッシュ（/）の後ろの数字は
ディスクに記録されているアングル
の総数です。

2 B/bを繰り返し押し、アングル番号を選ぶ
選んだアングルに切り換わります。

B/b

アングルボタン

bB1 / 6

決定
111アングルを切り換える
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字幕を表示する
字幕が記録されているディスクは、再生
中に字幕を表示したり切り換えたりでき
ます。語学の学習などに便利です。

1 セレクトDVDボタンを押す
ディスク操作モードに切り換わります。

2 再生中に字幕ボタンを押す

3 B/bを繰り返し押して、言語を選ぶ
選べる言語はディスクによって異なります。字幕言語の略称に
ついては「DVD音声/字幕言語対応表」（170ページ）をご覧くだ
さい。

V/v/B/b

字幕ボタン

セレクトDVDボタン

vVbB日本語 (1/3) 入

決定
字幕を表示する
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字幕の表示を解除するには
再生中に字幕ボタンを押し、V/vを繰り返し押して「切」を選びます。

ご注意
• ディスクによっては字幕が記録されていても、字幕を表示したり消したりするこ
とや、切り換えを禁止している場合があります。
113字幕を表示する



114
再生モードを使う（プログラム/シャッフル/
リピート）

トラックを好きな順に再生できます。
MP3のプログラム再生については「MP3をプログラム再生する」（124ページ）を
ご覧下さい。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

ご注意
• 設定した再生モードは、次の場合に解除さ
れます。

–ディスクトレイを開いたとき
–電源を切ったとき

好きな順に再生する（プログラム再生） 

1 セレクトDVDボタンを押す

2 停止中にリピートボタンを押す

V/v/B/b
決定ボタン

再生Hボタン

クリアボタン

リピートボタン

停止xボタン

セレクトDVD
ボタン

プログラム   　 シャッフル 決定
再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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づく
プログラム再生を終了させるには
プログラム再生中または停止中にクリアボタンを押します。画面に「切」
が表示されプログラム再生が解除されて、通常再生モードに戻ります。

全てのプログラムの設定を消去または変更するには

ちょっと一言
•「最終トラック消去」を選び決定ボタンを押すと、最後にプログラムされた番号
を消去することができます。

ご注意
• 99トラックまで表示することができますが、1度にプログラム作成できるのは

20トラックまでです。
• プログラム再生中にリピート再生することはできません。

3 B/bで「プログラム」を選び、決定ボタンを押す

4 V/v/B/bでプログラム再生したい
トラックをリストから選び、決定ボタンを押す

5 続けて再生するトラックを設定したいときは、手順3を繰り返す
トラックが選んだ順に表示されます。
最後にプログラムされたトラックを消去するには、クリアボタンを押して下さい。

6 再生Hボタンを押す
プログラム再生が始まります。
プログラム再生が終わった後、またはプログラム再生中に停止xボタンを押し
た後でも、再生Hボタンを押せば同じプログラムを再生します。

1 好きな順に再生する（プログラム再生）の手順1～3を行う

2 vを繰り返し押し、「最終トラック消去」を選び、bを押して「全ト
ラック消去」を選び、決定ボタンを押す
全てのプログラム設定が消去されます。プログラムを変更する場合は
もう一度、好きな順に再生する（プログラム再生）の手順4を行って
ください。

01
05 
09
13
17

02
06 
10
14
18

03
07 
11
15
19

04
08 
12
16
20

– –
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

トラック プログラム再生

プログラム

リターンクリア

最終トラック消去 全トラック消去
B

決定選択して 消去： 再生： 戻る：

01
05 
09
13
17

02
06 
10
14
18

03
07 
11
15
19

04
08 
12
16
20

0 1
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

– –
– –  
– –
– –
– –

トラック プログラム再生

プログラム

リターンクリア

最終トラック消去 全トラック消去
B

決定選択して 消去： 再生： 戻る：

次のページにつ
115再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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本機が自動的にトラックの順番を選んで、再生します。再生する順番は、シャッフ
ル再生をするたびに変わります。
MP3のシャッフル再生については「MP3をシャッフル再生する」（125ページ）を
ご覧下さい。

シャッフル再生を終了させるには
シャッフル再生中にクリアボタンを押します。シャッフル再生が解除さ
れ、通常再生モードに戻ります。再生中のトラック以降のトラックが再生
されます。

ご注意
• プログラム再生の設定がクリアされていないと、リピートボタンを押してもプロ
グラム設定画面になります。リターンOボタンで前の画面に戻り、シャッフル
を選ぶか、プログラム再生を終了させてから（115ページ）、シャッフル再生を
設定してください。

• シャッフル再生中にリピート再生することはできません。
• クリアボタンを押して通常再生モードに戻ったあとに停止xボタンを押し、もう
一度再生Hボタンを押すと、つづき再生機能が働きます（102ページ）。ディス
クを最初から再生したいときは停止xボタンを2回押してから再生Hボタンを押
します。

順不同に再生する（シャッフル再生） 

1 セレクトDVDボタンを押す

2 停止中にリピートボタンを押す

3 B/bで「シャッフル」を選び、決定ボタンを押す
シャッフル再生が始まります。
全てのトラックの再生が終わった後、シャッフル
再生は止まります。

プログラム   　 シャッフル 決定

プログラム   　 シャッフル 決定
再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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ディスクのすべてのタイトルまたはトラック、または1つのタイトル/チャプター /
トラックを繰り返し再生できます。
MP3のリピート再生については124 ページをご覧ください。

リピート再生を終了させるには
手順3で「切」を選ぶか、リピート再生中にクリアボタンを押します。

ちょっと一言
• リピート再生中に停止xボタンを押すと、再生が停止し、リピート再生が解除さ
れます。

ご注意
• VRモードで録画したDVD-RW/DVD-Rのリピート再生はできません。
• プログラム再生またはシャッフル再生中にリピート再生することはできません。
•「PBC入」機能時にビデオCDのリピート再生はできません。

PBC機能については「「PBC 入/切」機能を使ってビデオCDを再生する」（134
ページ）をご覧ください。

繰り返し再生する（リピート再生） 

1 セレクトDVDボタンを押す

2 再生中にリピートボタンを押す

3 リピートボタンまたはB/bを繰り返し押して、リピート再生する項目を選ぶ

DVD のとき
• タイトル：再生中のタイトル
• チャプター：再生中のチャプター

ビデオCD（「PBC切」機能時）/CDのとき
• ディスク：すべてのトラック
• トラック：再生中のトラック

データCD/データDVD（MP3音声）
• ファイル：再生中のファイル（トラック）
• DIR：再生中のディレクトリ（アルバム）
• ディスク：再生中のディスク

切

117再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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音声を切り換える
複数の音声記録方式（ドルビーデジタ
ル、DTS、PCMなど）で記録された
DVDを再生しているときに、音声記録
方式を選ぶことができます。複数の音声
の言語が記録されたDVDでは、言語を
選ぶこともできます。
また、CDやビデオCD再生中は、左右
どちらかのチャンネルの音を左右両方の
スピーカーから出すことができます。カ
ラオケのビデオCDでは、伴奏だけを聞
くこともできます。

1 再生中に音声ボタンを押す

2 B/bを繰り返し押して、音声を選ぶ
• DVD のとき
選べる言語はDVD によって異なります。
音声言語の略称については「DVD音声/字幕言語対応表」（170
ページ）をご覧ください

• ビデオCD/CDのとき
太字はお買い上げ時の設定です。

ディスクの種類 伴奏のみ再生

カラオケビデオCD 〇

カラオケDVD ×

音声ボタン

B/b

英語ドルビーデジタル 3/2.1CH 1/2 bB

決定

ステレオ 通常のステレオ再生

左 左チャンネルの音（モノラル）

右 右チャンネルの音（モノラル）
音声を切り換える
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ご注意
• ドルビーデジタルやDTSをお楽しみいただくためには、DIGITAL AUDIO 

OUT/OPTICALまたはCOAXIAL（デジタル音声出力/光または同軸）端子によ
る接続が必要です。（68 ページ）

• DTS出力するには、音声に関する設定を確認してください。（136ページ）
• DTS音声を選択している場合は、サラウンド設定を選ぶことはできません。
（120ページ）

• DTS音声を選択している場合は、音声付き早見/遅見再生できません。
（102ページ）
119音声を切り換える
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バーチャルサラウンドを楽しむ 

2台のフロントスピーカーのみをつない
でいるとき、バーチャルサラウンド機能
を使うと、リアスピーカーがなくても実
在するフロントスピーカー（L、R）の
音から創られた仮想サラウンドが楽しめ
ます。

1 再生中にサラウンドボタンを押す

2 サラウンドボタンまたはB/bを繰り返し押し、「Surround1」、
「Surround2」、「Surround3」を選ぶ
サラウンド効果は下図のように変わります。

サラウンドボタン

B/b

切

決定 TV TV TV

Surround1 Surround2 Surround3

: 仮想スピーカー
バーチャルサラウンドを楽しむ
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設定を解除するには
手順2で「切」を選びます。

ご注意
• DTS、MP3の音声ではサラウンド効果は得られません。
• サラウンドを設定しているときは、つないでいる機器（アンプなど）のサラウン
ドの設定は「切」にしてください。

• より高いサラウンドを得るには、スピーカーはリスニングポジションから距離的
にも環境的にも左右対称になるように設置します。

• 再生する信号にリアスピーカーの信号が含まれていない場合、サラウンド効果は
小さくなります。

• DIGITAL AUDIO OUT （OPTICAL/COAXIAL) （デジタル音声出力/光また
は同軸）端子を使用し、「音声設定」で「ドルビーデジタル」を「ドルビーデジ
タル」に、または「DTS」を「入」に設定したとき（136ページ）、スピーカー
から音は出ますが、サラウンド効果は得られません。

• 音声付き早見/遅見再生中は、サラウンド設定できません。（102ページ）
121バーチャルサラウンドを楽しむ
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MP3音声を再生する

データCD（CD-ROM、CD-R、CD-
RW）またはデータDVD（DVD-ROM、
DVD+RW、DVD+R、DVD-RW、
DVD-R）に記録されているMP3
（MPEG 1 Audio Layer 3）音声を再生
できます。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトDVDボタンを押す
ディスク操作モードに切り換わります。

2 データCDまたはデータDVDを
入れる
MP3音声とJPEG画像の両方の
データを含むデータCD/データ
DVDの場合、メディアタイプ選
択画面が表示されます。
MP3音声データのみを含むデータCD/データDVDの場合はMP3
メニューが表示されます。その場合は、手順4へ進んでください。

V/v/B/b
決定ボタン

再生Hボタン

リターンOボタン

リピートボタン

前./次>

ボタン

トップメニュー
ボタン

停止xボタン

セレクトDVD
ボタン

メディアタイプを選択して下さい

2  JPEG
1  MP3

決定vV で選択して
MP3音声を再生する
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再生を止めるには
停止xボタンを押します。

「メディアタイプ選択」画面に戻るには
停止xボタンを2回押し、トップメニューボタンを押します。

3 V/vで「MP3」を選び、決定ボタ
ンを押す
最初のトラックの再生が始まりま
す。メディアタイプを選んだまま、
決定ボタンを押さないと、選択され
ているメディアが自動的に再生され
ます。再生を止めるには停止xボタ
ンを押してください。

4 リターンOボタンを押し、V/vで再
生したいディレクトリ（アルバム）
を左コラムで選び、決定ボタンを
押す

5 V/vで再生したいトラックを右コラ
ムで選び、決定ボタンを押す
選んだトラックの再生が始まりま
す。再生中のファイル（トラック）
またはディレクトリ（アルバム）
は、枠で囲まれます。また、表示窓
には再生中のトラック番号が表示さ
れます。

決定

リターン

MP3

      album 1
      album 2
      album 3
      album 4
      album 5
      album 6
      album 7

track 1 00:00 切

mp3 track 1
mp3 track 2
mp3 track 3

停止

vV bB で選択して

ディレクトリ：007 ファイル：014

アルバム選択：決定

再生経過時間

リピート再生モード

決定

リターン

MP3

決定

      album 1
      album 2
      album 3
      album 4
      album 5
      album 6
      album 7

track 1 00:00 切

mp3 track 4
mp3 track 5

停止

vV bB で選択して

ディレクトリ：007 ファイル：014

アルバム選択：

決定

リターン

MP3

      album 1
      album 2
      album 3
      album 4
      album 5
      album 6
      album 7

track 5 00:01 切

mp3 track 4
mp3 track 5

再生

vV bB で選択して

ディレクトリ：007 ファイル：014

アルバム選択：決定

次のページにつ
123MP3音声を再生する
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リピート再生するには
再生中にリピートボタンを繰り返し押して、リピート再生する項目を
選ぶ。
• ファイル；再生中のファイル（トラック）
• DIR：再生中のディレクトリ（アルバム）
• ディスク：再生中のディスク
リピート再生を止めるにはリピートボタンを繰り返し押して「切」を選ぶ
か、リピート再生中にクリアボタンを押します。

ちょっと一言
• リピート再生中に停止xボタンを押すと、再生が停止し、リピート再生が解除さ
れます。

その他の操作

ご注意
• アルバム/トラック名一覧はアルファベットまたは数字のみ表示できます。それ
以外の文字は「＊」で表示されます。最大12文字まで表示できます。

• 本機はID3タグを表示できません。
• プログラム再生中またはシャッフル再生中にリピート再生をすることはできま
せん。

こんなときは 操作

次のページまたは前のページを
表示する

bまたはBを押す

次の曲または一つ前の曲に移る 前.ボタンまたは次>ボタンを
押す

画面表示を消す 停止xボタンを2回押してから、リ
ターンOボタンを繰り返し押す

MP3をプログラム再生する

1 停止xボタンを2回押してから、リピートボタン
を押す プログラム   　 シャッフル 決定
MP3音声を再生する
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プログラム再生を終了させるには
プログラム再生中にクリアボタンを押します。プログラム再生が解除さ
れ、通常再生モードに戻ります。

ご注意
• 一度にプログラム作成できるのは20トラックまでです。
• プログラム再生中にリピート再生をすることはできません。

2 B/bで「プログラム」を選び、決定ボタンを押す

3 V/vでディレクトリ（アルバム）を左コラムで選
び、決定ボタンを押す

4 V/vでプログラム再生したいトラックを選び、決
定ボタンを押す

5 続けてプログラム再生するトラックを設定したいときは、リターンOボタンを
押し、手順3、4を繰り返す
トラックが選んだ順に表示されます。最後にプログラムされたトラックを消去
するには、クリアボタンを押して下さい。

6 再生Hボタンを押す
プログラム再生が始まります。プログラム再生が終わった後でも、
再生Hボタンを押せば同じプログラムを再生します。

MP3をシャッフル再生する

1 停止中にリピートボタンを押す

プログラム

ディレクトリ:007
      album 1
      album 2
      album 3
      album 4
      album 5
      album 6
      album 7

       

00:00 切
オーダー:000

リターンクリア決定選択して 消去： 再生： 戻る：

プログラム

ディレクトリ:003

       

00:00 切
オーダー:000

mp3 track 1
mp3 track 2
mp3 track 3
mp3 track 4
mp3 track 5

リターンクリア決定選択して 消去： 再生： 戻る：

プログラム

ディレクトリ:003

       

00:00
オーダー:001

mp3 track 1
mp3 track 2
mp3 track 3
mp3 track 4
mp3 track 5

mp3 track 3

切

リターンクリア決定選択して 消去： 再生： 戻る：

次のページにつ
125MP3音声を再生する
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シャッフル再生を終了させるには
シャッフル再生中にクリアボタンを押します。シャッフル再生が解除さ
れ、通常再生モードに戻ります。

ご注意
• シャッフル再生中にリピート再生をすることはできません。

本機はデータCD（CD-ROM/CD-R/CD-RW）またはデータDVD（DVD-ROM/
DVD+RW/DVD+R/DVD-RW/DVD-R）に記録されたMP3音声を再生することが
できます。
ISO9660のレベル1/レベル2/Joliet準拠のディスクまたはUDF（Universal Disk 
Format）準拠のデータDVDの再生が可能です。
本機ではマルチセッションで記録されたディスクも再生できます。記録方式につい
て詳しくはCD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RWドライブまたは書き込み用ソフト
ウェアの取扱説明書をご覧ください。

マルチセッションディスク再生時のご注意
MP3音声がディスクの最初のセッションに記録されているときは、その
他のセッションのMP3音声も再生します。
音楽用CDフォーマットまたはビデオCDフォーマットの音声や画像が最
初のセッションに記録されているときは、最初のセッションだけを再生し
ます。

ご注意
• 本機はビットレート128kbps、サンプリング周波数44.1kHzで作成されたMP3
音声に対応しています。それ以外の数値で作成されたMP3音声をご使用になる
と大きな雑音や音途切れがしたり、スピーカーを損傷する恐れもあります。

• MP3形式以外のデータに「.MP3」の拡張子をつけると、本機はそれらを再生し
てしまい、雑音や故障の原因となります。

• 本機はMP3PROで記録された音声には対応していません。
• パケットライト方式で作成されたデータCDおよびデータDVDは再生できないこ
とがあります。

• DVDビデオデータとMP3音声データが混在したディスクの場合、本機はDVDビ
デオデータのみを認識します。

2 B/bで「シャッフル」を選び、決定ボタンを押す
シャッフル再生が始まります。
全てのトラックの再生が終わった後、シャッフル
再生は止まります。

MP3音声について

プログラム   　 シャッフル 決定
MP3音声を再生する
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MP3音声の再生順序
本機がデータCDに記録されたアルバムやトラック（MP3音声）を認識す
る順序は下図のとおりです。
• ディスク内の構造

データCDまたはデータDVDを本機に入れて再生Hボタンを押すと、
1t2t3t4t5t6t7の順序でトラックを再生します。
アルバムがサブアルバムを含んでいるときでも、サブアルバムに含まれる
トラックの再生は優先されません。（例：EはGを含んでいるが7より6
が優先される）
リターンOボタンを押したときに表示されるアルバム一覧（123ページ）
では、AtBtDtEtFtGの順でアルバム名が並びます。トラック
を直下に含まないアルバム（例：C）はアルバム一覧に表示されません。

ちょっと一言
• ディスクにトラックを記録するときは、あらかじめトラック名の頭に数字（01、

02、03など）を入れておくと、その数字の順番に再生することができます。
• リピートボタンでリピート操作ができます。

アルバム

トラック

第2階層 第3階層 第4階層 第5階層第1階層

次のページにつ
127MP3音声を再生する
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ご注意
• MP3音声を記録した際の書き込み用ソフトウェアによっては上図の順序で再生
されないことがあります。

• ディスクに記録されたアルバムとトラックの合計数が200を超える場合は上図の
順序で再生されないことがあります。

• ディスクに記録された100番目のアルバムまで本機は認識できます（このときの
数え方は、MP3音声を含まないアルバムも数に入れてアルバムのみを数えます）。
それより後のアルバムは本機では再生できません。
また、100番目までのアルバムのうち、アルバムとその中に含まれるトラックは
合計で200まで本機で再生できます。

• 多くの階層を持つディスクは再生を始めるのに時間がかかります。また、多くの
階層を持つディスクは再生できないことがあります。

• MP3とJPEGの混在ディスクでは、ファイルの合計が999まで認識可能です。認
識の順は記録された順です。（例えば、JPEGファイルが先に990ファイル記録
されていて、次にMP3ファイルを100ファイル記録しても、先に記録した990
ファイルのJPEGファイルと9ファイルのＭＰ3ファイルしか認識しません。）
MP3音声を再生する
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JPEG画像を再生する
データCD（CD-ROM、CD-R、CD-
RW）またはデータDVD（DVD-ROM、
DVD+RW、DVD+R、DVD-RW、
DVD-R）に記録されているJPEG画像
を再生できます。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 セレクトDVDボタンを押す
ディスク操作モードに切り換わります。

2 データCDまたはデータDVDを
入れる
MP3音声とJPEG画像の両方の
データを含むデータCD/データ
DVDの場合、「メディアタイプ選択」
画面が表示されます。
JPEG画像データのみを含むデー
タCD/データDVDの場合はJPEG画像が表示されます。その場合
は、手順4へ進んでください。

V/v/B/b
決定ボタン

再生Hボタン

クリアボタン

前./次>

ボタン

停止xボタン

トップメニュー
ボタン
画面表示ボタン

メニューボタン

セレクトDVDボタン

メディアタイプを選択して下さい

2  JPEG
1  MP3

決定vV で選択して

次のページにつ
129JPEG画像を再生する
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「メディアタイプ選択」画面に戻るには
停止xボタンを2回押し、トップメニューボタンを押します。

3 V/vで「JPEG」を選び、決定ボ
タンを押す
アルバム画面が表示されます。
メディアタイプを選んだまま、決
定ボタンを押さないと、選択され
ているメディアが自動的に再生さ
れます。

4 前./次>ボタンを押して前
後のアルバム画面のページを選
び、V/v/B/bで画像を選ぶ

選択した画像を表示するには
1 決定ボタンを押す
2 前後の画像に移動するには前

./次>ボタンを押す

スライドショーを見るには
1 再生Hボタンを押す

2 B/bを押して表示間隔メ
ニューの再生スピードを選び
決定ボタンを押す
選んだ画像からスライド
ショーが始まります。
スライドショーは決定ボタン
で選択した画像表示画面のメ
ニューからも操作できます。詳
しくは「スライドショーを見る
には」（131ページ）をご覧く
ださい。

決定

アルバム フォト：1/500

SLIDESHOW:で選択して 決定

決定

表示間隔：

IMAGE

決定 リターン

IMAGE

決定 リターン

フォト 1/500

速い

普通
遅い
JPEG画像を再生する
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画像を回転するには

画像をズーム（拡大）するには

ご注意
• データCDおよびデータDVD内のJPEG画像には、リモコンのズームボタンを使
うことはできません。

スライドショーを見るには

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから  を選び決
定ボタンを押す
決定ボタンを押すごとに画像が時計回り
に90°回転します。

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから  を選び決
定ボタンを押す
“  ”が表示されます。

3 V/v/B/bで“  ”を画像の拡大したい場所に移動させる

4 決定ボタンを押す
画面に「2×」が表示され、画像が拡大されます。もう一度決定ボタン
を押すと、元の倍率に戻ります。

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから を選び、決
定ボタンを押す
表示間隔メニューが表示されます。

3 B/bを押して再生スピードを選び、決定ボタンを押す
スライドショーが始まります。

IMAGE

決定 リターン

フォト 1/500

IMAGE

表示間隔：

IMAGE

決定 リターン

次のページにつ
131JPEG画像を再生する
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画像画面でメニューを表示する/消すには
画面表示ボタンを押します。クリアボタンでもメニューを消すことができ
ます。

アルバム画面に戻るには
メニューボタンを押すとアルバム画面に戻ります。
最初のアルバムページに戻るには前.ボタンをくり返し押します。

ご注意
• スライドショーは一方向にのみ再生できます。
• スライドショー再生中に画像を回転・ズームすることはできません。
• 回転させた画像で を選んでもアルバム画面の画像は回転した状態で表示され
ませんが、スライドショーを始めると、回転した状態で表示されます。メニュー
の を操作して画像の向きを直してください。

本機はデータCD（CD-ROM/CD-R/CD-RW）またはデータDVD（DVD-ROM/
DVD+RW/DVD+R/DVD-RW/DVD-R）に記録されたJPEG画像を再生すること
ができます。
ISO9660のレベル1/レベル2/Joliet準拠のディスクまたはUDF（Universal Disk 
Format）準拠のデータDVDの再生が可能です。本機ではマルチセッションで記録
されたディスクも再生できます。
記録方式について詳しくはCD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RWドライブまたは書き
込み用ソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。

マルチセッションディスク再生時のご注意
JPEG画像がディスクの最初のセッションに記録されているときは、その
他のセッションのJPEG画像も再生します。
音楽用CDフォーマットまたはビデオCDフォーマットの音声や画像が最
初のセッションに記録されているときは、最初のセッションだけを再生し
ます。

ご注意
• 本機は「.JPG」または「.JPEG」の拡張子のついたデータのみ対応していま
す。

• データCDまたはデータDVDのフォーマット形式によって、本機で再生できない
ディスクがあります。

• JPEG形式以外のデータに「.JPG」または「.JPEG」の拡張子をつけると、本
機はそれらのデータを正しく認識しません。

• アルバム画面では認識されないデータは「×」と表示されます。

JPEG画像について
JPEG画像を再生する
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• アルバム画面で「×」と表示されたデータは選択することができません。
• スライドショー中の認識されないデータには「表示できません」とメッセージが
出ます。

• ディスクによって再生までに時間がかかることがあります。
• 500JPEG画像ファイルまで表示させることができますが、500を超える画像は
表示できないことがあります。

• 拡張DCT方式（プログレッシブ）、可逆方式、ハイアラーキカル方式で記録され
たデータには対応していません。

• 表示可能な画像サイズには制限があります。表示可能な画像のファイルは、縦
32～8192ピクセル、横32～7680ピクセルです。

• MP3とJPEGの混在ディスクでは、ファイルの合計が999まで認識可能です。認
識の順は記録された順です。（例えば、JPEGファイルが先に990ファイル記録
されていて、次にMP3ファイルを100ファイル記録しても、先に記録した990
ファイルのJPEGファイルと9ファイルのMP3ファイルしか認識しません。）

• パケットライト方式で作成されたデータCDおよびデータDVDは再生できないこ
とがあります。

• DVDビデオデータとMP3音声データが混在したディスクの場合、本機はDVDビ
デオデータのみを認識します。
133JPEG画像を再生する
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「PBC 入/切」機能を使ってビデオCDを
再生する
テレビ画面に表示される選択用の
メニューにしたがって、再生や検索がで
きます（Playback Control―PBC機
能）。

PBC 対応ビデオCD を再生すると、選
択用のメニュー画面が表示されます。
操作の方法はディスクによって異なるこ
とがあります。ディスクに付属の説明書
もあわせてご覧ください。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
（31ページ）

1 PBC対応ビデオCDを再生する
選択用のメニュー画面が表示されます。

2 メニュー画面で行いたい（再生したい）項目の番号をV/vまたは
数字ボタンで選び、決定ボタンを押す

V/v
決定ボタン

数字ボタン

リターンOボタン
メニューボタン

決定

または
「PBC 入/切」機能を使ってビデオCDを再生する
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選択用のメニュー画面に戻るには
リターンOボタンを押します。

「PBC 切」機能を使って再生するには
メニューボタンを繰り返し押して「PBC 切」を選んでください。「PBC 
切」を選ぶと通常の再生モードとなり、トラック番号順に再生が始まりま
す。このとき、選択用のメニューなどの静止画は再生できません。
「PBC 入」機能に戻すには、メニューボタンを押して「PBC 入」を選ん
でください。

ご注意
• ディスクによっては手順3で決定ボタンを押すことを「選択ボタンを押す」と表
示するものがあります。そのときは、再生Hボタンを押してください。

3 テレビ画面に表示される選択用のメニュー画面などにしたがっ
て、操作する
操作の方法はディスクによって異なることがあります。ディスク
付属の説明書もあわせてご覧ください。
135「PBC 入/切」機能を使ってビデオCDを再生する



136
設定と調整
音声に関する設定

再生するときの音の設定を、再生や接続
などの条件に合わせて設定します。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
(31 ページ)

1 DVDの停止中に設定ボタンを押し、
V/vで （DVD設定）を選び、
決定ボタンを押す
「DVD設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「音声設定」を選び、決定
ボタンを押す

3 V/vで「ドルビーデジタル」「DTS」「オーディオDRC」の中
から、設定したい項目を選ぶ

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

リターンOボタン

DVD設定

リターンvV

言語設定
音声設定
画面設定
視聴制限　　　　　　：

戻る：で選択して 決定

決定

音声設定

ドルビーデジタル
DTS
オーディオDRC

[ダウンミックスPCM]
[ 切 ]
[ スタンダード ]

リターンbBvV 戻る：で選択       で設定

決定
音声に関する設定
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設定項目
太字はお買い上げ時の設定です。

• ドルビーデジタル
ドルビーデジタル信号のデジタル出力方式を選びます。

• DTS
DTS信号をデジタル出力するかしないかを選びます。

• オーディオDRC（Dynamic
ダイナミック

 Range
レンジ

 Control
コントロール

）
DVDの音量を下げて聞くときに、小さい音までよく聞こえるようにしま
す。オーディオDRCに対応のDVDにのみ効果があります。
この機能は、次の端子からの出力に効果があります。
－LINE OUT AUDIO L/R（音声左右出力）端子
－「ドルビーデジタル」を「ダウンミックスPCM」に設定したときの

DIGITAL AUDIO OUT OPTICALおよびCOAXIAL（デジタル音声出
力/光および同軸）端子

4 B/bでさらに設定項目を選び設定する

5 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

ダウンミックス
PCM

ドルビーデジタルデコーダーを内蔵していない
オーディオ機器を接続しているときに選ぶ。

ドルビーデジタル ドルビーデジタルデコーダー内蔵のオーディオ機
器を接続しているときに選ぶ

切 DTSデコーダーを内蔵していないオーディオ機器
を接続したときに選ぶ

入 DTSデコーダー内蔵のオーディオ機器を接続して
いるときに選ぶ

スタンダード 通常はこの設定にする

ワイド 小さい音までよく聞こえるようにする

決定

次のページにつ
137音声に関する設定
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ご注意
• 設定した音声信号の出力方式に対応していない機器を接続していると、音が出な
かったり異音が出て耳に悪影響を及ぼしたり、スピーカーを破損したりすること
があります。

• リニアPCM音声の2倍速再生を行なうとノイズが出ることがありますが、故障で
はありません。
音声に関する設定
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画像に関する設定
再生するときの画像の設定を、再生や
接続などの条件に合わせて設定します。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
(31 ページ)

1 DVDが停止中に設定ボタンを押し、
V/vで （DVD設定）を選び、
決定ボタンを押す
「DVD設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「画面設定」を選び、決定
ボタンを押す

3 V/vで「TVタイプ」を選ぶ
「プログレッシブ出力」を設定するには140ページをご覧くだ
さい。

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

リターンOボタン

DVD設定

リターンvV

言語設定
音声設定
画面設定
視聴制限　　　　　　：

戻る：で選択して 決定

決定

画面設定

TVタイプ
プログレッシブ出力

[4：3レターボックス]
[ 切 ]

リターン戻る：bBvV で選択       で設定

決定

次のページにつ
139画像に関する設定
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設定項目

• TVタイプ
接続するテレビの画面の種類（ワイドテレビまたは従来の4:3画面テレ
ビ）を設定します。
太字はお買い上げ時の設定です。

プログレッシブ525P方式に対応した機器につなぐとき、鮮明で高画質な画像を楽
しむことができます。

4 B/bでさらに設定項目を選び設定する

5 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

4:3

レターボックス

4:3画面のテレビとつなぐとき。ワイド画像は横
長のまま表示し、画面の上下は黒く表示する

4:3

パンスキャン

4:3画面のテレビとつなぐとき。ワイド画像は映
像の左右を自動的にカットしてテレビ画面全体に
表示する

16:9 ワイドテレビまたは、ワイドモードのあるテレビ
とつなぐとき

「プログレッシブ出力」の設定をするには

1 139ページの手順1と2を行ない、V/vで「プログ
レッシブ出力」を選ぶ

決定

4:3レターボックス 4:3パンスキャン 16:9

画面設定

TVタイプ
プログレッシブ出力

[4：3レターボックス]
[ 切 ]

リターン戻る：bBvV で選択         で設定
画像に関する設定
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2 B/bで「入」を選び、決定ボタンを押す

3 画面の指示にしたがって操作する

1 プログレッシブ525P方式に対応した機器かど
うか確認する

2 コンポーネントケーブルまたはD端子ケーブル
で本機と接続する
「Bコンポーネント映像（Y、PB/CB、PR/CR）
入力端子のある機器とつなぐ」（66ページ）ま
たは「CD映像入力端子のある機器とつなぐ」
（66ページ）をご覧ください。

3 B/bで「決定」を選ぶ
テスト画像が出力します。

画面設定

TVタイプ
プログレッシブ出力

[4：3レターボックス]
[ 入 ]

リターン戻る：bBvV で選択         で設定して 決定

プログレッシブ出力を見るには
1) コンポーネントケーブル又はD端子ケーブル 
 でプログレッシブ対応テレビに接続して 
 ください。  
2) 決定を選択するとテスト映像が出力します。   

画面設定

決定 キャンセル

リターン戻る：で選択して 決定bB

テスト映像

画面設定

画が正常だった場合:[決定]を押してください。 

画が正常でなかった場合：[リターン]を押して 
ください。 

プログレッシブ設定は本体の一時停止ボタンを 
5秒押す事で初期状態に戻す事ができます。

画面設定

リターン戻る：決定

次のページにつ
141画像に関する設定
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「プログレッシブ出力」設定を初期設定に戻すには
手順2で「切」を選び、決定ボタンを押してください。
また、セレクトDVDボタンを押し、本体のXボタンを5秒間以上押し続け
ることによっても、初期設定に戻すことができます。

ご注意
• VHSのプログレッシブ信号は出力できません。
• プログレッシブ方式に対応していない機器と接続しているときにプログレッシブ
方式を選ぶと、正しい映像でご覧になることができません。「プログレッシブ出
力」を「切」に設定してプログレッシブランプを消灯してください。

• プログレッシブ方式の信号はS-VIDEO OUT（S映像出力）端子から出力されま
せん。「プログレッシブ出力」を「入」に設定した場合には、COMPONENT 
VIDEO OUT（コンポーネント映像出力）端子またはD2 OUT（D2映像出力）
端子からの出力に切り換わります。

• あらかじめ再生条件がディスクに設定されているものがあります。その場合は
ディスクの情報が有効になります。

• ディスクにパンスキャンの情報がない場合は、「TVタイプ」で「4:3パンスキャ
ン」を選択してもパンスキャンにはなりません。

4 テスト映像が正常だった場合、決定ボタンを押す
プログレッシブランプがオレンジ色に点灯しま
す。テスト映像が正常でなかった場合、リターン
Oボタンを押してから、接続を確認してくださ
い。（66ページ）

5 設定ボタンを押してメニューを消す

画面設定

TVタイプ
プログレッシブ出力

[4：3レターボックス]
[ 入 ]

リターン戻る：bBvV で選択       で設定

プログレッシブランプ
画像に関する設定
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表示言語や音声言語の設定
画面や音声の言語を設定します。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
(31 ページ)

1 DVDの停止中に設定ボタンを押し、
V/vで （DVD設定）を選び、
決定ボタンを押す
「DVD設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「言語設定」を選び、決定
ボタンを押す

3 V/vで「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」の中から、
設定したい項目を選び、決定ボタンを押す

V/v
決定ボタン

設定ボタン

リターンOボタン

DVD設定

リターンvV

言語設定
音声設定
画面設定
視聴制限　　　　　　：

戻る：で選択して 決定

決定

言語設定

DVDメニュー言語
音声言語
字幕言語

：日本語
：オリジナル
： 音声連動 

リターンvV 戻る：で選択して 決定

決定

次のページにつ
143表示言語や音声言語の設定
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ちょっと一言
•「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」
で「その他」を選んだときは、その他の言語を
選択するメニューが表示されます。V/vで設定
したい言語を選び、決定ボタンを押してくだ
さい。

ご注意
•「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」で選んだ言語がディスクに記録さ
れていないときは、DVDビデオに記録されている言語のいずれかが選ばれます。

• あらかじめ再生条件がディスクに設定されているものがあります。その場合は
ディスクの情報が有効になります。

• DVDビデオの再生を行った後で、「DVDメニュー言語」の設定を変更した場合、
設定の変更を有効にするにはZボタンを押し、ディスクトレイを開閉させてから
DVDビデオの再生をしてください。

4 V/vで設定したい言語を選び、決定
ボタンを押す
• DVDメニュー言語
ディスクのメニューの言語を切り
換えます。

• 音声言語
音声の言語を切り換えます。
「オリジナル」を選ぶと、ディス
ク内で優先されている言語が選ば
れます。

• 字幕言語
字幕の言語を切り換えます。
「音声連動」を選ぶと、音声の言
語に合わせて字幕の言語が切り換
わります。

5 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

決定

DVDメニュー言語

DVDメニュー言語

日本語
英語
中国語
韓国語
フランス語
その他

B

リターンvV 戻る：で選択して 決定

B

音声言語

音声言語

日本語
英語
中国語
韓国語
フランス語

その他
オリジナル

リターンvV 戻る：で選択して 決定

B

字幕言語

字幕言語

日本語
英語
中国語
韓国語
フランス語

その他
音声連動

リターンvV 戻る：で選択して 決定

DVDメニュー言語

ドイツ語
スペイン語
ロシア語
イタリア語
アラビア語
マレー語

リターンvV 戻る：で選択して 決定

タイ語
表示言語や音声言語の設定
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視聴制限の設定

DVDビデオには、国、地域ごとに設け
られたレベル（見る人の年齢など）に
よって、シーンの視聴を制限できるもの
があります。視聴制限機能を使うと、
この視聴制限レベルを設定することがで
きます。

始めるまえに…
• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを

DVD・VIDEOに切り換えます。
(31 ページ)

1 DVDが停止中に設定ボタンを押し、
V/vで （DVD設定）を選び、
決定ボタンを押す
「DVD設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで「視聴制限」を選び、決定
ボタンを押す

V/v/b
決定ボタン

設定ボタン

数字ボタン

リターンOボタン

再生Hボタン

電源スイッチ

クリアボタン

DVD設定

リターンvV

言語設定
音声設定
画面設定
視聴制限　　　　　　：

戻る：で選択して 決定

決定

視聴制限

視聴制限使用 [ いいえ ]

リターン戻る：で設定bB

次のページにつ
145視聴制限の設定
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3 bを押し、視聴制限使用を設定する

• 暗証番号が登録されていないとき

暗証番号登録の画面が表示され
ます。
数字ボタンで4桁の暗証番号を
入力する

暗証番号確認の画面が出ます。

• 暗証番号がすでに登録されている
とき

暗証番号入力の画面が出ます。
数字ボタンで4桁の暗証番号を
入力する
暗証番号を登録した後に、「暗証番
号使用」を「いいえ」に設定した
場合、暗証番号確認の画面は出ま
せん。
番号を間違えたときはクリアボタ
ンを押し、初めから入力しなおし
ます。

4 V/vで「レベル設定」を選び、決定
ボタンを押す
視聴制限のレベル設定変更の画面が
表示されます。

決定

暗証番号設定

暗証番号を入力して下さい

リターン戻る：0 ～ 9  を入力

－－－－

暗証番号設定

暗証番号を再度入力して下さい

リターン戻る：0 ～ 9  を入力

－－－－

暗証番号確認

暗証番号を入力して下さい

リターン戻る：0 ～ 9  を入力

－－－－

視聴制限

暗証番号使用 [ はい ]

リターンvV 戻る：で選択

レベル設定
暗証番号変更

：1 

で設定bB

決定

レベル設定
レベル 8

リターンvV 戻る：で選択して 決定

レベル 7
レベル 6
レベル 5
レベル 4
レベル 3
レベル 2
レベル 1
視聴制限の設定
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視聴制限を解除するときは
手順3で「視聴制限使用」を「いいえ」にします。

視聴制限を超えたディスクを再生するには

ご注意
• 視聴制限機能がないDVDビデオは、本機で視聴制限をしても再生は制限できま
せん。

• 暗証番号は3回間違えると先に進めません。

暗証番号を変更するには

5 V/vで制限するレベルを選び、決定
ボタンを押す
視聴年齢制限の設定が終了します。
レベルの数字が小さいほど制限が厳
しくなります。

6 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

1 ディスクを入れて、再生Hボタンを押す
視聴制限を超えたディスクを再生するかどうかの確認画面が表示され
ます。

2 V/vで「はい」を選び、決定ボタンを押す
視聴制限の暗証番号入力画面が表示されます。

3 数字ボタンで4桁の暗証番号を入力する
再生が始まります。

1 手順4で「暗証番号変更」を選び、決定ボタンを押す
暗証番号入力の画面が表示されます。

2 数字ボタンで4桁の新しい暗証番号を入力する

3 確認のため、数字ボタンでもう一度暗証番号を入力する

決定

レベル設定
レベル 8

リターンvV 戻る：で選択して 決定

レベル 7
レベル 6
レベル 5
レベル 4
レベル 3
レベル 2
レベル 1

次のページにつ
147視聴制限の設定
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暗証番号を忘れてしまったときは

前の画面に戻るには
リターンOボタンを押します。

1 ディスクを取り出す

2 本機前面のmボタンとMボタンを同時に5秒間押す
「Reset OK」と画面に表示されます。

3 電源スイッチを押し、本機の電源を切る
暗証番号が解除されていますので、145ページの手順1からもう一度
操作を行ってください。
視聴制限の設定
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ビデオに関する設定
テープ残量切り換えやリピート再生など
の設定を変えることができます。通常は
お買い上げ時の設定で使えます。必要に
応じて変えてください。

始めるまえに…
• 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。(32 ページ)

• リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
(31 ページ)

• ディスク再生中はメニュー画面を表示でき
ません。再生を停止してください。

1 設定ボタンを押し、V/vで
（ビデオ設定）を選び、決定ボタン
を押す
「ビデオ設定」メニューが表示され
ます。

2 V/vで変更したい項目を選び、B/bで設定する

3 リターンOボタンを押し、設定ボタンを押してメニューを消す

V/v/B/b
決定ボタン

設定ボタン

リターンOボタン

決定

ビデオ設定

リターンvV

テープ残量切りかえ
リピート再生
ジャストクロック
NHK教育テレビ

戻る：で選択 bB で設定

[T120]
[ 切 ]
[ する ]
[ 3ch ]

決定

次のページにつ
149ビデオに関する設定
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設定の内容
太字はお買い上げ時の設定です。

メニュー項目 設定内容

テープ残量切りかえ • T120 120分以下のテープを使用時にこの位置
にする。

• T160 160分テープ使用時にこの位置にする。
• T180 180分のテープを使用時にこの位置に

する。

リピート再生 • 入 テープを繰り返し再生する。自動的に
テープが頭まで巻き戻り、また再生が始
まる。

• 切 リピート再生をしない。
ビデオに関する設定
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故障かな？と思ったら

修理に出す前に、もう1度点検してください。それでも正常に動作しないときは、
お買い上げ店またはソニーサービス窓口、裏表紙のお客様ご相談センターにお問い
合わせください。
保証期間中の接続・操作・故障に関するお問い合わせは、裏表紙のお客様ご相談セ
ンターにご相談ください。

電源

表示

症状 原因 処置
電源が入らない。 • 電源プラグの接触不良がある。

• 落雷があった。

• チャイルドロック機能が働いて
いる。

• 電源プラグをコンセントからは
ずし、約10分後再度コンセン
トに電源プラグを差し込み、
電源を入れてください。

• 雷により故障した可能性があり
ますのでお客様ご相談センター
修理受付へお問い合わせくださ
い。

• チャイルドロック機能を解除し
てください。（95ページ）

症状 原因 処置
本体表示窓に
「－－:－－」表示
が点灯している。

• 時計を合わせていない。

• 停電で時計が止まった。

• 本体の電源コードが抜け、その
後電源コードをコンセントに挿
した。

• 時計を合わせてください。（58
ページ）

• 時計合わせを行い、その後、各
種設定をし直してください。
（58ページ）

• 時計を合わせを行い、その後、
各種設定をし直してください。
（58ページ）

本体表示窓の時刻
がずれる。

• ジャストクロック機能が働いて
いない。

• 時計が自動補正されるようジャ
ストクロック設定を行ってくだ
さい。（60ページ）

本体表示窓のタイ
マー表示が点滅す
る。

• 予約待機中でツメのついている
カセットが入っていない。

• ツメのついているカセットを入
れてください。

本体表示窓のテー
プカウンターが動
かない。

• カセットテープに記録されてい
ない部分がある。

• 記録されていない部分はテープ
カウンターは作動しません。

次のページにつ
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リモコン

カセット（ビデオ部）

高速早送り、巻き
戻しで本体表示窓
のテープカウン
ターが数秒ずれる。

• カセットテープによって高速早
送り・巻き戻しをすると、テー
プカウンターがずれることがあ
ります。

• カセットテープによるもので
本機の故障ではありません。

症状 原因 処置

症状 原因 処置
リモコンが使用で
きない。

• リモコンの操作モードが合って
いない。

• 乾電池が消耗している。

• 乾電池の3と#が逆になって
いる。

• 乾電池が入っていない。
• 本体の電源プラグが接続されて
いない。

• リモコンと本体の距離が離れて
いる。

• リモコンと本体の間に障害物が
ある。

• 本体の近くに障害を与える蛍光
灯（インバーター式）がある。

• 本体のリモコン受光部に向けて
操作していない。

• 数字ボタンでチャンネルを変え
ようとした。

• テレビのメーカーとリモコンの
テレビコード設定が違っている。

• TV/DVD・VIDEOスイッチを
「DVD・VIDEO」または「TV」
に切り換える。（31ページ）

• 新しい乾電池と交換してくだ
さい。

• 3と#を正しく入れてくださ
い。

• 乾電池を入れてください。
• 本体の電源プラグをコンセント
に差し込んでください。

• 近寄って操作してください。

• 障害物を取り除いてください。

• 本体と蛍光灯を離して設置して
ください。

• リモコンを本体に向けてくださ
い。（28ページ）

• 数字ボタンはGコード入力用
となっており、故障ではあり
ません。

• テレビのメーカーにリモコンを
設定し直してください。
（29ページ）

症状 原因 処置
カセットテープが
入らない。

• 本体内部に異物を入れてしまっ
た (カセットテープのシール等）。

• カセットテープの入れる向きが
違う。

• カセットテープの入れかた（斜
めに入れるなど）によって安全
機構が働いた。

• 異物の取り出しが必要ですので
お客様ご相談センター修理受付
へお問い合わせください。

• カセットテープを正しい向きで
入れてください。

• カセットテープを取り出して数
秒待ってから、もう一度入れて
ください。
故障かな？と思ったら



そ
の
他

づく
録画ボタンを押す
とカセットテープ
が出てきてしまう。

• ツメの折れたカセットテープで
録画しようとした。

• ツメの折れていないカセット
テープを使う、またはセロハン
テープなどで穴をふさいでくだ
さい。（82ページ）

カセットテープが
出ない。

• チャイルドロック機能が働いて
いる。

• カビの生えたカセットテープ等
を使用したためテープがから
まった。

• 本体またはカセットテープの結
露のためテープがからまった。
（9ページ）

• チャイルドロック機能を解除し
てください。（95ページ）

• 問題の出たカセットテープは使
用しないでください。

• 2時間程度放置し温度をなじま
せてください。

※一度テープがからまってしまうと本体の故障の原因となりますので
お客様ご相談センター修理受付へお問い合わせください。

カセットテープの
出し入れ時に異音
が出る。

• 機構が働いているため動作音が
出る。

• 故障ではありません。

巻き戻し、早送り
ですぐに止まら
ない。

• 本体のテープ保護機能が働いて
いる。

• 急停止によるテープの傷、伸び
などを防ぐためで故障ではあり
ません。

症状 原因 処置

次のページにつ
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画像（ビデオ部）

症状 原因 処置
ビデオの画像が映
らない。

• 本体およびテレビが正しく接続
されていない。

• 本機またはテレビの入出力が正
しく設定されていない。

• S-VIDEO/COMPONENT/
D2 OUT端子からはVHSは出
力できない。

• ヘッドが汚れている。

• テープに何も記録されていない。

• メニュー画面、予約画面が表示
されている。

• 正しく接続してください。
（17、21 ページ）

• テレビを「ビデオ」の入力に切
り換えてください。（32ページ）

• リモコンのテレビ/ビデオボタ
ンを押して、本体の「VIDEO」
の表示を点灯してください。
（32ページ）

• 正しく接続してください。
（21ページ）

• 別売りのソニーのクリーニング
カセットでヘッドをクリーニン
グしてください。（10ページ）

• 記録されているカセットテープ
を使ってください。

• 各画面の手順を参照して、メ
ニュー画面、予約画面を消して
ください。

ビデオの画像が正
しく映らない。

• 他機で再生し、その出力を本機
の外部入力に接続している。

• 著作権保護の信号が入っている
ソフトでは正しく再生できま
せん（マクロビジョン）。

ビデオの画像が白
黒になる。

• ビデオヘッドが汚れている。 • 別売りのソニーのクリーニング
カセットでヘッドをクリーニン
グしてください。（10ページ）

再生中に「ヘッド
がよごれていると
きは クリーニング
テープでクリーニ
ングしてください」
と表示が出る。

• ビデオヘッドが汚れている。

• お使いのビデオテープが劣化し
ている。

• 別売りのソニーのクリーニング
カセットでヘッドをクリーニン
グしてください。（10ページ）

• 再生中にリモコンのトラッキン
グボタンの＋か－を1度押すと、
この表示は消えます。
故障かな？と思ったら



そ
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づく
再生した画像がち
らつく、汚い

• トラッキングがずれている。

• テープに傷がある。

• ヘッドが汚れている。

• トラッキング+/–ボタンでト
ラッキングを調整してくだ
さい。（75ページ）

• カセットテープを交換してくだ
さい。

• 別売りのソニーのクリーニング
カセットでヘッドをクリーニン
グしてください。（10ページ）

※レンタルテープ等はヘッドの汚れの原因となりますので、使用後は
ヘッドのクリーニングをおすすめします。

再生時3倍モード
で早送り再生に
なる。

• コントロールヘッドが汚れて
いる。

• 別売りのソニーのクリーニング
カセットでヘッドをクリーニン
グしてください。（10ページ）

ビデオで受信して
いるテレビ放送が
映らない。

• アンテナが正しく接続されてい
ない。

• チャンネル設定が正しくされて
いない。

• ビデオが外部入力になって
いる。

• アンテナやテレビを正しく接続
してください。（17ページ）

•「初期設定」メニューの「チャ
ンネル設定」を選び、チャンネ
ルを合わせてください。
（47ページ）

• チャンネル+/–ボタンを押して、
テレビのチャンネルを表示させ
てください。

今までビデオで受
信できていた放送
が映らなくなった。

• デジタル放送のチャンネルに移
行している。

• 地上デジタル放送の開始にとも
ない、「アナログ周波数変更」
が行なわれた地域では、変更前
のチャンネルは停波され、番組
を見ることができない。

•「受信できる放送局を追加する」
（52ページ）の操作に従って設
定を行なってください。

•「手動でチャンネルを合わせる」
（47ページ）の操作に従って、
手動でチャンネルを設定してく
ださい。

症状 原因 処置

次のページにつ
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ビデオで受信して
いるテレビ放送の
画像にノイズが入
る。または画像が
汚い。

• 電源にノイズが入っている。

• アンテナ線にノイズが入って
いる。

• 電波が弱い。

• アンテナ線にVHF/UHFとBS
放送が混合されている。

• 別の電源コンセントにつないで
ください。

• 電源ノイズフィルター（市販）
を使用することにより改善され
る可能性があります。お客様ご
相談センター、またはソニー
サービス窓口にお問い合わせく
ださい。

• 本機とテレビを離して設置して
ください。

• 本機から離してアンテナ線をた
ばねてください。

• アンテナの向きを調節してくだ
さい。

• アンテナブースター（市販）で
電波を増幅することにより改善
される可能性があります。お客
様ご相談センター、または
ソニーサービス窓口にお問い合
わせください。

• 受信状態を調整してください。
（56ページ）

• BS/UV混合分波器（別売り）を
使用してください。（20ページ）

症状 原因 処置
故障かな？と思ったら
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音声（ビデオ部）

録画・予約・編集（ビデオ部）

症状 原因 処置
再生時に音声が途
切れる。

• テープに傷、汚れがある。 • カセットテープを交換してくだ
さい。

録画したカセット
テープの音声切り
替えができない。

• モノラルで録画されたカセット
テープを使用している。

• 主音声だけで録画されたカセッ
トテープを使用している。

• 本体とテレビをアンテナ線だけ
でつないでいる。

• 電波が弱いためモノラルまたは
主音声だけで録画されていた。

• ステレオで録画してください。
（76ページ）

• 二か国語放送で録画してくださ
い。（76ページ）

• 映像・音声入力端子付きテレビ
のときは映像・音声コードもつ
ないでください。（21ページ）

• アンテナの向きを調整してくだ
さい。

• アンテナブースター（別売り）
で電波を増幅することにより改
善される可能性があります。
お客様ご相談センター、または
ソニーサービス窓口にお問い合
わせください。

症状 原因 処置
録画中にテレビ番
組を見る場合に、
チャンネルが変え
られない。

• テレビの入力設定が「ビデオ」
になっている。

• テレビを「テレビ」の入力に切
り換え、テレビでチャンネルを
切り換えてください。

• リモコンのテレビ/ビデオボタ
ンを押して、本体の表示窓の
「VIDEO」の表示を消してくだ
さい。

録画中、テレビで
チャンネルを変え
ると映りが悪い
（チラツキ等により
ほとんどきれいに
映し出さない）。

• アンテナ出力（UHF/VHF）が
「ビデオ」になっている。

• テレビを「テレビ」の入力に切
り換えてください。

• リモコンのテレビ/ビデオボタ
ンを押して、本体の表示窓に
「TV」を表示させてください。
（「TV」表示は数秒後に消え
ます。）

次のページにつ
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予約したのに録画
されていない。

• 時計、チャンネルが正しく合っ
ていない。

• 予約待機中に停電があったた
め、時計が止まった。

• 予約したあとで、予約したチャ
ンネルを「チャンネルとばし」
した。

• 予約待機中でテープが終りまで
進んでいる。

• デジタル放送のチャンネルに移
行している。

• 本機につないだ外部チューナー
などの電源が入っていなかっ
た。

• かんたん設定をしてください。
（33 ページ）

• 時計を合わせてください。
（58ページ）

• 設定を修正してください。
（47ページ）

• カセットテープを巻き戻す、ま
たは新しいカセットテープを入
れてください。

•「受信できる放送局を追加する」
（52ページ）の操作に従って設
定を行なってください。

• 録画中は外部チューナーなどの
電源を入れて録画したいチャン
ネルに合わせておいてくださ
い。（24、25ページ）

Gコード予約がで
きない。

• 時計、チャンネルが正しく
合っていない。

• かんたん設定をしてください。
（33 ページ）

予約した内容が途
中で切れている。

• 予約録画中に停電があった。
• 予約が重なっていた。
• プロ野球中継など前の番組が延
長された。

• 故障ではありません。
• 故障ではありません。
• 故障ではありません。

クイックタイマー
が途中で終わって
いる。

• クイックタイマー録画中に停電
が起きて電源が切れた。

• 故障ではありません。

タイマー録画がず
れる。

• 時計が合っていない。

• 予約録画終了時間と開始時間が
重なった。

• 時計を合わせてください。
（58ページ）

• 後から始まる予約の最初の約
10秒間は録画されません。本
体の故障ではありません。

症状 原因 処置
故障かな？と思ったら
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ディスクトレイ（DVD部）

画像（DVD部）

音声（DVD部）

症状 原因 処置
トレイが開かない
等誤動作する。

• 静電気の影響等で誤動作する。 • 一度本体の電源コードをコンセ
ントから抜き、再び電源を入れ
てください。

トレイが開かない。 • チャイルドロック機能が働いて
いる。

• 変形したディスクが使用されて
いる。

• 本体の保護機能が働いている。

• チャイルドロック機能を解除し
てください。（95ページ）

• お客様ご相談センター修理窓口
にお問い合わせください。

• 本体の電源コードをコンセント
から抜き、再び電源を入れてく
ださい。

症状 原因 処置
画像がでない。 • プログレッシブ方式に対応して

いないテレビもしくは正しく接
続をしない状態でプログレッシ
ブが設定されている。

• S-VIDEO OUT（S映像出力）
端子ではプログレッシブ出力さ
れません。

• 正しく接続し、再設定してくだ
さい。

• 故障ではありません。

画像にノイズが
でる。

• ディスクに汚れがある。
• ディスクに傷がある。

• 汚れを落としてください。
• ディスクを交換してください。

症状 原因 処置
音が小さい • DVDディスクによっては音声

が小さいものがある。
• 音声設定（136ページ）を修正
してください。（「オーディオ
DRC」を「ワイド」に設定）

次のページにつ
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再生（DVD部）

症状 原因 処置
DVD再生が一瞬止
まる

• 2層ディスクを再生した。 • 2層ディスクは1層目から2層目
への切替時に一瞬止まります。
本体の故障ではありません。

再生できない。 • 本体のレンズ、またはディスク
が結露している。

• ディスクに汚れがある。
• ディスクに傷がある。
• ディスクが裏返しに入っている。
• ディスクが斜めにずれて入って
いる。

• 本機で再生できないディスクを
入れている。（CD-ROM等）

• 本機で再生できない地域番号の
DVDディスクを入れている。

• 正しくファイナライズされてい
ないディスクを再生しようとし
ている。

• ディスクを取り出し、本体の電
源をいれたまま数時間放置して
ください。

• 汚れを落としてください。
• ディスクを交換してください。
• 再生面を下にしてください。
• 正しく入れなおしてください。

• 再生できるディスクを入れてく
ださい。

• 本機で再生できるディスク
（リージョンコード2または
ALL）を入れてください。

• ファイナライズ処理がされてい
るディスクを入れてください。

MP3ファイルを再
生できない。

• 本機で再生できないMP3
フォーマットで記録されている
ディスクを再生している。

• 本機で再生できるMP3フォー
マットのディスクを再生してく
ださい。

JPEGファイルを
再生できない。

• 本機で再生できないJPEG
フォーマットで記録されている
ディスクを再生している。

• 本機で再生できるJPEGフォー
マットのディスクを再生してく
ださい。

アルバム/トラック
名が正しく表示さ
れない。（＊表示）

• ファイル名がアルファベットと
数字以外の文字になっている。

• ファイル名をアルファベットと
数字にしてください。それ以外
の文字は「＊」で表示されます。

再生がディスクの
最初から始まら
ない。

• プログラム、シャッフル、
リピート再生になっている。

• つづき再生になっている。

• 自動的にメニュー画面が表示さ
れるディスクを入れている。

• 解除してください。

• 停止ボタンを2回押してくだ
さい。

• ディスクの仕様によるもので本
体の故障ではありません。

再生が自動的に始
まる。

• 自動的に再生が始まるディスク
を入れている。

• ディスクの仕様によるもので本
体の故障ではありません。
故障かな？と思ったら
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再生が自動的に止
まる。

• オートポーズ信号が記録されて
いるディスクを再生したため、
オートポーズ信号のところで自
動的に再生が止まった。（ゲー
ムディスク等）

• ディスクの仕様によるもので本
体の故障ではありません。

操作できない
（ストップ、スキャ
ン、スロー、リ
ピート再生、
シャッフル再生、
プログラム再生等）

• 操作を禁止しているディスクを
再生している。

• ディスクの仕様によるもので本
体の故障ではありません。

• ディスクに付属の説明書も合わ
せて見てください。

音声言語を変更で
きない。

• 再生しているDVDに複数の音
声言語が記録されていない。

• メニュー以外、音声言語切替を
禁止しているDVDを再生して
いる。

• 複数の言語が記録されている
ディスクを再生してください。

• リモコンのボタンで直接操作す
る代わりにDVDメニューから
操作してください。

字幕を変更できな
い。

• 再生しているDVDに複数の字
幕が記録されていない。

• メニュー以外、字幕切替を禁止
しているDVDを再生している。

• 複数の字幕が記録されている
ディスクを再生してください。

• リモコンのボタンで直接操作す
る代わりにDVDメニューから
操作してください。

アングルを変更し
て見ることができ
ない。

• 再生しているDVDに複数のア
ングルが記録されていない。

• メニュー以外、アングル切替を
禁止しているDVDを再生して
いる。

• 複数のアングルが記録されてい
るディスクを再生してください。

• リモコンのボタンで直接操作す
る代わりにDVDメニューから
操作してください。

症状 原因 処置
161故障かな？と思ったら
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保証書とアフター
サービス

本機は日本国内専用です。電源電圧や
放送規格の異なる海外ではお使いにな
れません。

保証書
• この製品には保証書が添付されています
ので、お買い上げの際にお買い上げ店で
お受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確か
めのうえ、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間
です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックとご相談を
この説明書の「故障かな？と思ったら」の
項を参考にして、故障かどうかを点検して
ください。
症状が改善されないときは、裏表紙のお客
様ご相談センターへお問い合わせください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させてい
ただきます。詳しくは保証書をご覧くだ
さい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご
要望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではDVDプレーヤー /ビデオカセット
レコーダーの補修用性能部品（製品の機能
を維持するために必要な部品）を製造打ち
切り後最低8年間保有しています。この部品
保有期間を修理可能期間とさせていただき
ます。保有期間が経過した後も、故障箇所
によっては修理可能の場合がありますので、
お買い上げ店か、サービス窓口にご相談く
ださい。

部品の交換について
この製品は、修理の際に交換した部品を再
生、再利用する場合があります。その際、
交換した部品は回収させていただきます。

ご相談になるときは、次のことをお知らせ
ください。
お手数をおかけしますが、ご協力をお願い
いたします。

●型名：SLV-D393P
●故障の状態：できるだけ詳しく
●ビデオテープの種類：
長さ（30, 60, 90, 120, 180など）

●再生していたディスクのタイトル名：
●再生していたディスクの種類（DVDビデ
オ、DVD-RW、DVD-Rなど）：

●つないでいるテレビやアンプのメーカー
と型名：

●接続しているアンテナ：
VHF/UHF、VHF/UHF/BS混合、CATV

●購入年月日：
●お買い上げ店：

今後とも、ソニー製品をご愛用くださいま
すようお願い申し上げます。
保証書とアフターサービス
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主な仕様

システム（DVD部）
信号方式：JEITA標準、NTSCカラー方式

システム（ビデオ部）
録画方式
回転2ヘッドヘリカルスキャンFM方式

ハイファイ録音方式
回転2ヘッドハイファイステレオ方式
（VHS従来音声トラックはモノラル
録音）

映像信号
NTSCカラー、EIA標準方式

テープ速度
33.35mm/秒（標準（SP））、

11.12mm/秒（3倍（EP））
使用可能テープ

VHS方式のビデオカセットテープ
最大録画時間

3倍： 6時間（T-120使用時）
巻き戻し時間
約1分（T-120使用時、当社測定条件で
の所要時間）

受信チャンネル
VHF：1～12チャンネル

UHF：13～62チャンネル

CATV：C13～C63チャンネル

入・出力端子
アンテナ入出力

VHF/UHF1軸、

75ΩＦ型コネクター
映像入力
入力1/入力2の2系統、
ピンジャック、
1Vp-p（75Ω不平衡）

映像出力
出力1/D映像出力/コンポーネント映像
出力/S映像出力の4系統、
ピンジャック（出力1）、

1Vp-p（75Ω不平衡）

D端子、

Y：1.0Vp-p、CB、CR：0.7Vp-p
（75Ω不平衡）
ピンジャック（コンポーネント映像
出力）、
Y：1.0Vp-p、CB、CR：0.7Vp-p
（75Ω不平衡）
４ピンミニDIN、
輝度信号：1.0Vp-p（75Ω不平衡）
色信号：0.286Vp-p（75Ω不平衡）

音声入力
入力1/入力2の2系統、
ピンジャック（左、右）
入力レベル：327mVrms
（入力インピーダンス：47kΩ以上）

音声出力
出力/デジタル音声出力（光/同軸）の

3系統、
ピンジャック（左、右）、
出力レベル：327mVrms
（出力インピーダンス：10kΩ以下）
光出力コネクター
出力レベル：-18dBm（発光波長

660nm）
ピンジャック（同軸）
0.5Vp-p（75Ω不平衡）

次のページにつ
163主な仕様
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電源部・その他
電源部

AC100V、50/60Hz

時計方式
クォーツクロック、
12時間デジタル表示

停電補償時間
10分

許容動作温度
5℃ ～ 40℃

許容保存温度
－20℃ ～ 60℃

最大外形寸法
幅 430×高さ 85×奥行き 287mm
（最大突起含む）

本体質量
約 3.6kg

付属リモコン
RMT-V502E
電源：DC 3V
単3形（R6）乾電池2個付属

付属品
16ページ参照

本機の仕様および外観は、改良のため予告な
く変更することがありますが、ご了承くだ
さい。

消費電力
19W

待機時消費電力
2.1W＊

＊ 省エネ法に定める計算式による待機

時消費電力値を示す。
主な仕様
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各部のなまえ

各部の説明は（  ）内のページをご覧ください。

本体前面

A 電源スイッチ
B ディスクトレイ（98）
C A（開/閉）ボタン（98）
D カセット挿入口（70）
E A（取出し）ボタン（71）
F 録画zボタン（81）
G m（巻戻し）/M（早送り）
ボタン（71）（100）

H x（停止）ボタン（71）（99）
I X（一時停止）ボタン（71）（99）
J H（再生）ボタン（71）（99）

K セレクトDVD/VIDEOボタン（31）

L リモコン受光部（28）
M 表示窓（71）（99）
N プログレッシブランプ（140）
O チャンネル/トラッキング+/–ボタン*

（75）（81）

P 映像/音声左（モノ）/右入力２端子
（96）

* チャンネル/トラッキング+ボタンには凸
点（突起）が付いています。操作の目印
としてお使いください。

次のページにつ
165各部のなまえ
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本体表示窓

A DVD表示（31）
B アングル表示（111）
C 録画表示（81）
D VIDEO（ビデオ）表示（31）
E カセット表示（71）
F タイマー表示（86）

G STEREO（ステレオ）表示（76）
H 経過時間/現在時刻/現在状況表示
（71）（99）

I SURR（サラウンド）表示（120）
J DTS表示（137）
K ディスク表示（99）
各部のなまえ
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本体後面

DVD部およびVCR部
A 電源コード（27）
B LINE IN 1 VIDEO（映像入力１）/

AUDIO L/R（音声左/右入力1）端子
（23）

C LINE OUT VIDEO（映像出力）
AUDIO L/R（音声左/右出力）端子
（21）

D RF IN（FROM ANT.）端子（17）
E RF OUT（TO TV）端子（17）

DVD部のみ
F LINE OUT AUDIO L/R（音声左/
右出力）端子（68）

G COMPONENT VIDEO OUT Pr/

Y/Pb（コンポーネント映像出力Pr/
Y/Pb）端子（64）

H D2 OUT（D2映像出力）端子
（64）

I S-VIDEO OUT（S映像出力）端子
（64）

J DIGITAL AUDIO OUT/

OPTICAL（デジタル音声出力/光）
端子（68）

K DIGITAL AUDIO OUT/COAXIAL
（デジタル音声出力/同軸）端子
（68）

次のページにつ
167各部のなまえ
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リモコン（ビデオ操作ボタン）

A Z（カセット取出し）ボタン（71）
B TV/DVD・VIDEOスイッチ（29）
C セレクトVIDEOボタン（31）

D 数字ボタン＊1（29）（35）（89）
E クリアボタン（74）（86）（90）

F 設定ボタン（34）（149）
G タイマー予約ボタン（85）

H 音声ボタン＊1（76）
I CM早送り ボタン（71）
J リプレイ ボタン（71）
K 標準/3倍ボタン（81）
L 録画zボタン（81）
M 一時停止Xボタン（71）

N 再生Hボタン＊1（71）
O V/v/B/bボタン（34）

決定ボタン＊2（34）
P 画面表示ボタン（83）
Q 電源スイッチ（29）
R Gコードボタン（89）

S チャンネル/トラッキング+/–ボタン＊1

（49）（81）（75）
T 音量+/–ボタン（29）

U 決定ボタン＊2（34）
V 消音ボタン（29）
W サーチメニューボタン（77）
X 入力切換ボタン（86）
Y テレビ/ビデオボタン（32）
Z m/My ボタン（71）
wj シャトル./>ボタン（72）
wk 停止xボタン（71）
wl リターンOボタン（36）

＊1凸点（突起）が付いています（数字ボタ
ンは「5」のみ、チャンネル/トラッキン
グボタンは「+」のみ）。操作の目印とし
てお使いください。

＊2No.15と21の決定ボタンは同じ操作が可
能です。

決定
各部のなまえ
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リモコン（DVD操作ボタン）

A Z（開/閉）ボタン（98）
B TV/DVD・VIDEOスイッチ（29）
C セレクトDVDボタン（31）

D 数字ボタン＊1（29）（105）（146）
E クリアボタン（115）
F アングルボタン（111）
G 設定ボタン（136）
H 字幕ボタン（112）

I 音声ボタン＊1（118）
J ボタン（99）（101）
K ボタン（99）（101）
L 一時停止Xボタン（99）

M 再生Hボタン＊1（99）
N V/v/B/bボタン（34）

決定ボタン＊2（34）
O 画面表示ボタン（104）
P トップメニューボタン（108）
Q 電源スイッチ（29）
R 音量+/–ボタン（29）
S ズームボタン（110）

T 決定ボタン＊2（34）
U リピートボタン（114）
V サラウンドボタン（120）
W m/Myボタン （100）
X 前/次./>ボタン（99）
Y 停止xボタン（99）
Z リターンOボタン（36）
wj メニューボタン（108）

＊1凸点（突起）が付いています（数字ボタ
ンは「5」のみ）。操作の目印としてお使
いください。

＊2No.14と20の決定ボタンは同じ操作が可
能です。

決定
169各部のなまえ
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DVD音声/字幕言語対応表

詳しくは104ページ、112ページまた
は118ページをご覧ください。

略称 言語
ARA アラビア語

BUL ブルガリア語

CHI 中国語

CRO クロアチア語

CZE チェコ語

DAN デンマーク語

DEU ドイツ語

ESP スペイン語

FIN フィンランド語

FRA フランス語

GRE ギリシア語

HUN ハンガリー語

IDN インドネシア語

IND ヒンディー語

ISL アイスランド語

ITA イタリア語

IWR ヘブライ語

KOR 韓国語

MAL マレー語

NLD オランダ語

NOR ノルウェー語

POL ポーランド語

POR ポルトガル語

RUS ロシア語

SVE スウェーデン語

THA タイ語

TUR トルコ語

VIE ベトナム語

ZAF アフリカーンス語

略称 言語
DVD音声/字幕言語対応表
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用語解説

インターレース（飛び越し走査）
映像の1フレーム（コマ）を2つの
フィールド画像で半分ずつ表示する方
式で、従来のテレビの表示方式。奇数
フィールドでは奇数番号の走査線、偶
数フィールドでは偶数番号の走査線を
交互に表示するようになっている。

タイトル（104 ページ）
DVDに記録されている映像や曲のいち
ばん大きな単位。通常は映像ソフトで
は映画1作品、音楽ソフトではアルバ
ム1枚（または1曲）にあたる。

チャプター（104 ページ）
DVDに記録されている映像や曲の区切
りで、タイトルよりも小さい単位。1
つのタイトルはいくつかのチャプター
で構成される。チャプターが記録され
ていないディスクもある。

トラック（104 ページ）
ビデオCD、CDに記録されている映像
や曲の区切り（1曲分）。

ドルビーサラウンド（69 ページ）
ドルビーラボラトリーズ社がサラウン
ド音声のために開発した音声信号の処
理技術。入力信号にサラウンド信号が
あるとき、フロント、センター、リア
に信号を出力する。リアチャンネルは
モノラルになる。

ドルビーデジタル
（69、137 ページ）
ドルビーラボラトリーズ社の開発した
音声のデジタル圧縮技術。5.1チャンネ
ル・サラウンドに対応している。リア
チャンネルはステレオになり、サブ
ウーファーチャンネルは独立して出力
される。映画館の立体音響システム
「ドルビーデジタル」と同様の高水準の
デジタル音声を5.1チャンネルで楽しむ
ことができる。全チャンネルが完全に
分離した状態で記録されるのでチャン
ネル間セパレーションが良く、すべて
デジタルで受け渡しされるので劣化し
にくいという特長がある。

プログレッシブ（順次走査）
（66、140 ページ）
映像の1フレーム（コマ）を2つの
フィールド画像で半分ずつ表示するイ
ンターレース方式に対して、1フレー
ムを1つの画像で表示する方式。従来
のインターレース方式が1秒を30フ
レーム（60フィールド）で構成するの
に対して、はじめから、1秒を60フ
レームで構成する。
本機は525プログレッシブ（525p）方
式に対応。

次のページにつ
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D映像信号（66 ページ）
D端子付きデジタルテレビと1本のケー
ブルで簡単にコンポーネント映像信号
を接続できるため、より高画質な画像
となる。D端子には対応する信号
フォーマットによってD1、D2、D3、
D4端子があり、本機はD2端子とつな
げることができる。
D2端子：525i（480i）と525p
（480p）の信号*

* iはインターレース、pはプログレッシブ
の略。カッコ内の数字は有効走査線数で
数えたときの別称。

DTS（137 ページ）
デジタルシアターシステムズ社の開発
した音声のデジタル圧縮技術。5.1チャ
ンネル・サラウンドに対応している。
リアチャンネルはステレオになり、サ
ブウーファーチャンネルは独立して出
力される。高水準のデジタル音声を5.1
チャンネルで楽しむことができる。
全チャンネルが完全に分離した状態で
記録されるのでチャンネル間セパレー
ションが良く、すべてデジタルで受け
渡しされるので劣化しにくいという特
長がある。

DVDビデオ（12 ページ）
CDと同じ直径で最大8時間までの動画
が記録できるディスク。

片面1層で4.7GB（Giga
ギガ

 Byte
バイト

）とCD
の7倍の情報が記録でき、片面2層で
8.5GB、両面1層では9.4GB、両面2
層では17GBが記録できる。

画像の記録はデジタル圧縮技術の世界
標準規格のひとつ、「MPEG

エムペグ

2」を採用
し、映像データを約1/40（平均）に圧

縮して記録する。また画像の状態に合
わせて割り当てる情報量を変化させる
可変レート符号化技術も採用されてい
る。音声情報はPCMの他、ドルビーデ
ジタルを用いて記録でき、より臨場感
のある音声が楽しめる。
またマルチアングル、マルチランゲー
ジ、視聴年齢制限などさまざまな付加
機能も用意され、より高度な楽しみか
たができる。

DVD-R（12 ページ）
DVD-Rは、DVDビデオと同じサイズ
で、一回だけ記録できるディスク。
DVD-Rは、DVDビデオフォーマット
と同じ記録方式を採用している。
DVD-Rには、ビデオモード、VRモー
ドという2つの記録モードがある。
ビデオモードは、DVDビデオフォー
マットと互換性があるモード。VR（ビ
デオレコーディング）モードは、ビデ
オモードではできない様々な編集や録
画が可能。

DVD+R（12 ページ）
DVD+Rは、DVDビデオと同じサイズ
で、一回だけ記録できるディスク。
DVD+Rは、DVDビデオフォーマット
と同じ記録方式を採用している。
用語解説



そ
の
他

DVD-RW（12 ページ）
DVD-RWは、DVDビデオと同じサイズ
で、記録や書き換えることができるディ
スク。DVD-RWには、ビデオモード、
VRモードという2つの記録モードがあ
る。
ビデオモードは、DVDビデオフォー
マットと互換性があるモード。
VR（ビデオレコーディング）モードは、
ビデオモードではできない様々な編集や
録画が可能。

DVD+RW（12 ページ）
DVD+RWは、DVDビデオと同じサイ
ズで、記録や書き換えることができる
ディスク。
DVD+RWは、DVDビデオフォーマッ
トと互換性のとれる記録方式を採用し
ている。
173用語解説
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